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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

４
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
自

由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振

興
議
員
連
盟
（
加
藤
勝
信
会

長
）
総
会
に
出
席
︒﹁
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部

改
正
案
﹂
お
よ
び
﹁
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の

た
め
の
体
制
の
整
備
等
の
推

進
に
関
す
る
法
律
案
﹂（
仮

称
）
に
つ
い
て
︑
議
連
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
か

ら
の
現
状
報
告︵
概
要
２
面
︶

を
受
け
︑
今
国
会
で
の
早
期

成
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
︒

　

４
月
15
日
に
は
︑
国
民
民

主
党
（
玉
木
雄
一
郎
代
表
）

に
対
し
て
︑﹁
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
の
一
部
改
正

案
﹂
お
よ
び
﹁
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め

の
体
制
の
整
備
等
の
推
進
に

関
す
る
法
律
案
﹂（
仮
称
）

に
関
す
る
説
明
を
実
施
︒

﹁﹃
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
質

の
向
上
﹄を
図
る
た
め
に
は
︑

同
法
案
の
早
期
成
立
が
不
可

欠
﹂
と
︑
坂
本
会
長
が
同
法

案
の
意
義
に
つ
い
て
訴
え
る

と
と
も
に
︑
早
期
成
立
に
向

け
て
協
力
を
要
請
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
16
日
︑立
憲
民
主
党（
野

田
佳
彦
代
表
）
に
対
し
て
︑

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

の
一
部
改
正
案
﹂
お
よ
び
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正

化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等

の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
﹂

（
仮
称
）
に
つ
い
て
︑
概
要

を
説
明
す
る
と
と
も
に
︑
今

国
会
で
の
早
期
成
立
に
向
け

て
協
力
を
要
請
し
た
︒

　

当
日
は
坂
本
克
己
会
長
ら

が
立
憲
民
主
党
に
出
向
き
︑

精
力
的
に
説
明
を
行
っ
た
︒

　

日
本
共
産
党
（
田
村
智
子

委
員
長
）
に
は
︑
４
月
21
日

に
坂
本
会
長
ら
が
出
向
き
︑

衆
・
参
国
土
交
通
委
員
会
所

属
の
議
員
に
対
し
て
﹁
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部

改
正
案
﹂
お
よ
び
﹁
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の

た
め
の
体
制
の
整
備
等
の
推

進
に
関
す
る
法
律
案
﹂（
仮

称
）に
つ
い
て
概
要
を
説
明
︒

坂
本
会
長
は
︑﹁
物
流
の
持

続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め

に
は
︑
同
法
案
の
今
国
会
で

の
早
期
成
立
が
欠
か
せ
な
い
﹂

と
︑
強
く
訴
え
た
︒

　

３
月
11
日
に
は
︑
坂
本
会

長
ら
が
日
本
維
新
の
会
（
吉

村
洋
文
代
表
︑
前
原
誠
司
共

同
代
表
）
を
訪
問
し
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
質
を
高

め
て
い
く
た
め
に
は
︑
事
業

許
可
の
更
新
制
度
の
導
入
や

適
正
運
賃
の
収
受
︑
下
請
構

造
の
適
正
化
︑
違
法
な
﹃
白

ト
ラ
﹄
に
係
る
荷
主
等
の
取

締
り
を
盛
り
込
ん
だ
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
一
部
改
正

が
必
要
﹂
と
︑
法
改
正
の
意

義
に
つ
い
て
坂
本
会
長
が
強

調
し
た
︒

　

４
月
17
日
に
は
︑
坂
本
会

長
ら
が
れ
い
わ
新
選
組
（
山

本
太
郎
代
表
）
を
訪
れ
︑﹁
こ

の
ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば
︑

２
０
３
０
年
に
は
輸
送
能
力

が
34
％
不
足
す
る
事
態
に
陥

る
﹂
旨
を
た
が
や
亮
衆
議
院

議
員
に
説
明
し
た
上
で
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
経
済
的

・
社
会
的
地
位
向
上
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
適
切
な

賃
金
の
確
保
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
︑
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
改
正
が
必
要
で

あ
る
﹂と
力
強
く
説
明
し
た
︒

　

４
月
16
日
に
は
︑
坂
本
会

長
︑
若
林
陽
介
理
事
長
︑
松

崎
宏
則
専
務
理
事
が
公
明
党

ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
（
赤

羽
一
嘉
会
長
）・
物
流
問
題

Ｐ
Ｔ
・
国
土
交
通
部
会
合
同

会
議
に
出
席
︒
坂
本
会
長
は

公
明
党
の
国
会
議
員
に
対
し

て
︑﹁﹃
こ
の
業
界
に
入
っ
て

よ
か
っ
た
﹄
と
思
え
る
よ
う

に
適
切
な
賃
金
の
確
保
が
実

現
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

公
明
党
議
連
の
皆
様
に
も
成

立
に
向
け
お
力
を
お
貸
し
い

た
だ
き
た
い
﹂
と
︑
協
力
を

要
請
し
た
︒

　

３
月
５
日
に
は
︑有
志
の
会

（
吉
良
州
司
代
表
）
に
坂
本

会
長
ら
が
出
向
き
︑
福
島
伸

享
衆
議
院
議
員
に
対
し
て

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

の
一
部
改
正
案
﹂
お
よ
び
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正

化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等

の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
﹂

（
仮
称
）
制
定
を
目
指
す
ま

で
の
経
緯
や
趣
旨
を
説
明
す

る
と
と
も
に
︑
早
期
の
法
案

成
立
に
向
け
て
坂
本
会
長
が

協
力
を
要
請
し
た
︒
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１
.
下
請
法
︵
下
請
代
金
支

払
遅
延
等
防
止
法
︹
昭
和
31

年
法
律
第
１
２
０
号
︺︶
違
反

が
な
い
か
、
業
界
全
体
で
の
自

主
点
検
と
、
違
反
が
あ
る
場

合
の
迅
速
な
不
利
益
の
補
償

や
、「
自
発
的
申
出
」
の
活

用
　
﹁
下
請
事
業
者
の
責
に
帰
す

べ
き
理
由
が
な
い
の
に
︑
下
請

代
金
の
額
を
減
ず
る
こ
と
﹂

等
の
現
行
下
請
法
第
４
条
及

び
同
法
第
３
条
等
の
規
定
に

違
反
す
る
行
為
が
な
い
か
︑

業
界
全
体
で
自
主
点
検
を
行

う
こ
と
︒
ま
た
︑
違
反
が
あ

っ
た
場
合
に
は
︑
下
請
事
業

者
が
受
け
た
不
利
益
の
早
期

回
復
を
行
う
な
ど
の
改
善
措

置
を
講
じ
る
こ
と
︒
そ
の
際
︑

下
請
法
の
﹁
自
発
的
申
出
﹂

※１
を
活
用
し
︑
下
請
法
違
反

行
為
を
行
っ
て
い
た
親
事
業

者
が
︑
公
正
取
引
委
員
会
又

は
中
小
企
業
庁
に
対
し
て
違

反
行
為
を
自
発
的
に
申
し
出

る
こ
と
も
検
討
す
る
こ
と
︒

２
.
下
請
法
の
改
正
に
関
す
る

検
討
状
況
の
周
知
や
、
成
立

・
施
行
前
か
ら
の
自
主
的
な

対
応

　

現
在
検
討
中
の
下
請
法
の

改
正
案
※２
に
お
い
て
︑

・
対
象
取
引
に
お
い
て
︑
代

金
に
関
す
る
協
議
に
応
じ
な

い
こ
と
や
︑
協
議
に
お
い
て
必

要
な
説
明
又
は
情
報
の
提
供

を
し
な
い
こ
と
に
よ
る
︑
一
方

的
な
代
金
の
額
の
決
定
を
禁

止
す
る
こ
と

・
対
象
取
引
に
お
い
て
︑
手

形
払
を
禁
止
︒
ま
た
︑
支
払

期
日
ま
で
に
代
金
相
当
額
を

得
る
こ
と
が
困
難
な
支
払
手

段
も
併
せ
て
禁
止
す
る
こ
と

・
対
象
取
引
に
︑
製
造
︑
販

売
等
の
目
的
物
の
引
渡
し
に

必
要
な
運
送
の
委
託
を
追
加

す
る
こ
と

・
従
業
員
数
３
０
０
人
（
役

務
提
供
委
託
等
は
１
０
０
人
）

の
区
分
を
新
設
し
︑
適
用
基

準
を
追
加
す
る
こ
と

等
を
新
た
に
措
置
す
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
る
︒

　

本
改
正
案
は
成
立
し
て
い

な
い
も
の
の
︑
こ
れ
ら
新
た
に

規
制
が
検
討
さ
れ
て
い
る
行

為
等
は
法
規
制
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
速
や
か
に
是
正
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
︑

改
正
案
の
成
立
・
施
行
を
待

つ
の
で
は
な
く
︑
各
業
界
・

企
業
に
対
し
て
周
知
す
る
と

と
も
に
︑
取
引
適
正
化
の
観

点
で
各
業
界
・
企
業
に
お
い

て
自
主
的
な
対
応
を
行
う
こ

と
︒

３
.「
無
償
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

要
請
」、「
手
数
料
負
担
の
押

し
付
け
」
な
ど
、
受
注
者
の

利
益
を
損
ね
、
価
格
転
嫁
を

阻
害
す
る
商
慣
習
の
見
直
し

　

発
注
者
が
受
注
者
に
対
し
︑

金
銭
や
役
務
・
サ
ー
ビ
ス
︑

そ
の
他
の
経
済
上
の
利
益
を
︑

不
当
に
提
供
さ
せ
る
こ
と
は
︑

下
請
法
上
︑
違
反
行
為
に
該

当
し
得
る
も
の
で
あ
る
︒
に
も

か
か
わ
ら
ず
︑﹁
長
年
に
わ
た

り
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
﹂︑

﹁
不
利
益
が
小
さ
く
︑
別
の

取
引
で
回
収
可
能
﹂
等
と
の

言
い
分
に
よ
り
︑
受
注
者
に

不
利
益
・
不
合
理
で
あ
り
な

が
ら
﹁
染
み
つ
い
た
商
慣
習
﹂

も
存
在
す
る
︒

　

例
え
ば
︑﹁
本
来
の
債
務
と

は
別
途
の
︑
無
償
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
要
請
﹂
や
︑﹁
メ
リ
ッ

ト
の
不
明
確
な
協
賛
金
・
会

費
等
の
徴
収
﹂︑﹁
根
拠
・
説

明
な
き
代
金
の
減
額
（
歩
引

き
）﹂︑﹁
代
金
支
払
に
伴
う
手

数
料
等
の
受
注
者
負
担
﹂
な

ど
が
該
当
す
る
︒
更
に
︑﹁
製

品
在
庫
︑
型
の
保
管
費
用
等

を
受
注
者
が
負
担
﹂︑﹁
製
品

の
知
的
財
産
を
︑
発
注
者
が

無
償
で
取
得
﹂
等
︑
個
別
業

界
に
特
有
の
商
慣
習
も
散
見

さ
れ
る
︒

　

こ
れ
ら
の
う
ち
︑
銀
行
振

込
手
数
料
等
︑
決
済
に
伴
う

手
数
料
の
受
注
者
負
担
に
つ

い
て
は
︑
下
請
法
の
運
用
を

見
直
し
︑
合
意
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
︑違
反
行
為（
減
額
）

に
当
た
る
と
整
理
さ
れ
る
方

針
で
あ
る
︒
加
え
て
︑
製
造

委
託
に
お
い
て
不
良
品
が
発

生
し
た
場
合
︑
不
良
の
是
正

に
要
し
た
費
用
を
︑
原
因
の

所
在
に
か
か
わ
ら
ず
︑
一
方
的

に
代
金
か
ら
相
殺
す
る
行
為

は
︑
下
請
法
上
の
違
反
行
為

と
な
り
得
る
旨
を
明
確
化
す

る
方
針
で
あ
る
※３
︒

　

こ
の
よ
う
な
︑
受
注
者
の

利
益
を
損
ね
︑
価
格
転
嫁
を

阻
害
す
る
商
慣
習
が
︑
業
界

全
体
で
一
掃
さ
れ
る
よ
う
︑

①
上
記
の
考
え
方
・
方
針
に

つ
い
て
各
業
界
・
企
業
に
周

知
す
る
と
と
も
に
︑
②
改
善

商
慣
習
の
提
示
と
必
要
な
見

直
し
を
行
う
こ
と
︒

４
.
最
終
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

消
費
者
に
提
供
す
る
企
業
や

業
界
に
よ
る
価
格
決
定
の
配

慮
及
び
価
格
転
嫁
に
係
る
情

報
発
信

　

最
終
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

消
費
者
に
提
供
す
る
︑い
わ
ば

﹁
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
頂

点
﹂
と
な
る
企
業
や
業
界
に

お
い
て
は
︑

⑴
直
接
の
取
引
先
を
超
え
た
︑

さ
ら
に
先
の
取
引
先
ま
で
︑

価
格
転
嫁
が
可
能
と
な
る
よ

う
な
価
格
決
定
を
行
う
こ
と
︒

⑵
ま
た
︑
更
に
先
へ
の
価
格

転
嫁
の
予
算
確
保
も
含
め
︑

価
格
転
嫁
の
方
針
が
︑
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
隅
々
ま
で
伝

わ
る
よ
う
︑
例
え
ば
取
引
階

層
の
深
い
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も

参
加
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

な
ど
を
通
じ
て
広
く
情
報
発

信
を
行
う
こ
と
︒

５
.
自
主
行
動
計
画
の
策
定

や
遵
守
、
商
慣
習
の
見
直
し

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
を
行
う
旨
を
盛
り
込
む
な

ど
の
改
善

　
﹁
取
引
適
正
化
﹂
及
び
﹁
付

加
価
値
向
上
﹂
に
向
け
た
自

主
行
動
計
画
を
策
定
し
た
業

界
に
お
か
れ
て
は
︑
そ
の
遵

守
を
推
進
す
る
こ
と
︒ま
た
︑

既
述
の
よ
う
な
価
格
転
嫁
を

阻
害
す
る
商
慣
習
の
一
掃
及
び

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
﹂
の
推
進
な
ど
に
向
け
て
︑

引
き
続
き
︑
自
主
行
動
計
画

に
基
づ
く
取
組
の
充
実
や
改

善
を
図
る
こ
と
︒
な
お
︑
未

策
定
の
業
界
に
お
か
れ
て
は
︑

自
主
行
動
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
こ
と
︒

６
.「
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁

の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る

指
針
︵
以
下
「
指
針
」
と
い

う
。︶」
の
遵
守
徹
底
な
ど

　
﹁
指
針
﹂
に
示
さ
れ
た
行
動

指
針
を
遵
守
す
る
こ
と
︒
具

体
的
に
は
︑

⑴
発
注
企
業
に
お
か
れ
て
は
︑

﹁
指
針
﹂
に
基
づ
い
て
︑
適

切
な
価
格
転
嫁
の
た
め
︑
受

注
者
と
の
価
格
交
渉
を
行
う

と
と
も
に
︑
当
該
受
注
者
に

対
し
て
︑
更
に
そ
の
受
注
者

に
対
し
て
も
︑
価
格
交
渉
を

行
う
よ
う
促
す
こ
と
︒
そ
の

際
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
の
適
切
な
価
格
転
嫁
が
な

さ
れ
る
よ
う
︑
直
接
の
取
引

先
で
あ
る
受
注
者
の
先
の
取

引
先
の
労
務
費
に
つ
い
て
も
価

格
設
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
︒

⑵
受
注
者
に
お
か
れ
て
は
︑

﹁
指
針
﹂
に
示
さ
れ
た
行
動

指
針
に
基
づ
き
︑
積
極
的
な

価
格
交
渉
を
行
う
こ
と
︒
等

※１ 

﹁
下
請
法
違
反
行
為
を
自
発

的
に
申
し
出
た
親
事
業
者
の
取

扱
い
に
つ
い
て
﹂（
公
正
取
引
委

員
会
︑ 

平
成
20

年
12
月
17
日

公
表
）︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

※２ 

﹁
下
請
法
改
正
の
検
討
状
況

及
び
現
行
制
度
下
で
の
取
組
﹂

（
公
正
取
引

委
員
会
︑ 

令
和

7
年
1
月
24

日
公
表
）︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

※３ 

﹁
企
業
取
引
研
究
会
報
告
書
﹂

（
企
業
取
引

研
究
会
︑
令

和
6
年
12
月

公
表
）︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
価
格
転
嫁
及

び
賃
上
げ
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て（
要

請
）」�

国
土
交
通
大
臣 

中
野
洋
昌

貨物自動車運送事業法の一部を改正する法律案
貨物自動車運送事業の適正化のための体制の整備等の推進に関する法律案

概要

○ ドライバーの担い手不足により、何もしなければ22003300年年ににはは輸輸送送能能力力がが3344％％不不足足
○ 物物流流はは国国民民生生活活及及びび経経済済活活動動のの基基盤盤であり、エッセンシャルワーカーであるトトララッッククドドラライイババーーのの経経済済的的
社社会会的的地地位位のの向向上上等により、我が国の物流の持続可能性の確保及び国民経済の健全な発展を図るため、トト
ララッッククドドラライイババーーのの適適切切なな賃賃金金のの確確保保とトトララッックク運運送送業業界界のの質質のの向向上上等を目的として、貨物自動車運送事業
法を改正するとともに、それを担保するための新法を制定。

１．許可の更新制度の導入

トラック運送事業の許可について、５５年年ごごととのの
更更新新制制を導入

２．「適正原価」を下回る運賃及び料金の制限

トラック運送事業者は、自ら貨物を運ぶときや、
他の事業者に運送を委託するときは、国土交通大
臣が定める「「適適正正原原価価」」をを継継続続ししてて下下回回ららなないいここ
ととをを義義務務化化

３．委託次数の制限

トラック運送事業者及び貨物利用運送事業者は、
元請として運送を引き受ける場合、再再委委託託のの回回数数
をを二二回回以以内内にに制制限限すするるよようう努努力力義義務務化化

４．違法な「白トラ」に係る荷主等の取締り

許可や届出なく有償で運送行為を行うトラック
（いわゆる「白白トトララ」）のの利利用用をを禁禁止止（（罰罰則則付付））
荷荷主主等等にに対対ししててはは是是正正指指導導もも実実施施

１．基本方針の策定

（１）体制の整備

①①許許可可のの更更新新事事務務及び②②事事業業適適正正化化支支援援等等をを適適
切切・・効効率率的的にに実実施施できるよう独独立立行行政政法法人人にに委委託託すす
るる等等必必要要な体制を整備

（２）財源の確保等

上記業務の実施に必要な費用を確保できるよう、 
⑴⑴①①ににつついいてて更更新新手手数数料料等等によるほか、⑴⑴②②ににつついい
てて広広くく社社会会でで支支ええるる観観点点かからら財財源源措措置置をを検検討討

２．法制上の措置等

政府は基本方針に基づき、必要な法制上の措置等
を本本法法律律のの施施行行後後３３年年以以内内をを目目途途として講じる

３．物流政策推進会議
政府は、物流に関する施策の総合的かつ集中的な

推進を図るため、物物流流政政策策推推進進会会議議をを設設置置

推進会議の下に、連絡調整を行うための関係者会
議を設置

貨物自動車運送事業法の一部改正 貨物自動車運送事業の適正化のための体
制の整備等の推進に関する法律案（仮称）

担
保（※）貨物利用運送事業者についても同様に規制

（※）適正原価を支払わない荷主については、違反原因行為に
該当するものとして是正指導を実施

（※）標準的運賃については廃止

食
堂
の
運
営
時
間
を
変
更

浜
松
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

浜
松
Ｔ
Ｓ
は
４
月
14
日
か
ら
食
堂

の
運
営
時
間
を
次
の
通
り
変
更
し
た
。

▼
平
日
：
８
時
～
22
時
／
土
・
日
曜

：
８
時
～
14
時
／
祝
日
：
８
時
～

22
時
（
14
時
～
17
時
休
止
）

運
営
時
間
を
臨
時
短
縮

白
河
の
関
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

白
河
の
関
Ｔ
Ｓ
で
は
５
月
９
日
㈮
、

運
行
情
報
セ
ン
タ
ー
、コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
、

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、
休
憩
室
の
運
営

時
間
を
、９
時
～
15
時
に
短
縮
す
る
。

　

な
お
、
駐
車
場
と
ト
イ
レ
は
通
常

通
り
利
用
可
能
。

運
営
時
間
を
臨
時
短
縮

仙
台
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

仙
台
Ｔ
Ｓ
は
５
月
17
日
㈯
、
食
堂

の
運
営
時
間
を
８
時
～
13
時
に
短
縮

し
て
営
業
す
る
。

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

（
4
月
30
日
〜
５
月
31
日
）

▽
５
月
14
日

・
第
３
回
道
路
・
施
設
委
員
会

▽
５
月
15
日

・
令
和
７
年
度
第
１
回
総
務

委
員
会

▽
５
月
28
日

・
第
13
回
税
制
委
員
会

　

中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
は
４
月
８
日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
対
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
内
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
確
実
な
賃
上
げ
や
︑
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
（
下

請
法
）
の
改
正
を
見
据
え
た
早
期
の
自
主
的
な
対
応
の
実
施
な

ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
価
格
転
嫁
や
賃
上
げ
に
関
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
要
請
し
た
︒
要
請
内
容
は
別
掲
︒

　

当
日
は
中
野
国
交
大
臣
の
ほ
か
︑
国
土
交
通
省
物
流
・
自

動
車
局
か
ら
︑
鶴
田
浩
久
局
長
︑
木
村
大
官
房
審
議
官
︑
三

輪
田
優
子
貨
物
流
通
事
業
課
長
が
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

か
ら
︑
坂
本
克
己
会
長
︑
馬
渡
雅
敏
副
会
長
︑
杉
山
千
尋
副

会
長
︑
若
林
陽
介
理
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
出
席
し
た
︒

　

全
ト
協
の
坂
本
会
長
は
同
要
請
を
受
け
︑
大
手
・
中
小
事

業
者
を
問
わ
ず
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体
と
し
て
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
賃
上
げ
や
価
格
交
渉
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
︑
魅
力

あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
︒

トラック運送業における価格転嫁・賃上げに関するトラック運送業における価格転嫁・賃上げに関する
取り組みについて全ト協へ要請!! 取り組みについて全ト協へ要請!! 

国
交
大
臣

中野国交大臣㊧から要請を受ける坂本全ト協会長（左から2人目）（４月８日、国交省）

関連 1面
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～特定小型原動機付自転車編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 �特定小型原動機自転車とは、原動機付自転車のうち、電動機の定格出
力が0.6kW以下で、長さ1.9m、幅0.6m以下、最高速度20km/h以下であ
ることにくわえて、走行中に最高速度の設定を変更することができな
いこと、AT機構がとられていること、最高速度表示灯が備えられてい
るものをいう。（ ○・× ）

❷	 �特定小型原動機付自転車を運転するのには、15歳未満の者が運転する
ことが禁止されている。（ ○・× ）

❸	 �特定小型原動機付自転車を運転するときは、ヘルメットをかぶらなけ
ればならない。（ ○・× ）

❹	 �特定小型原動機付自転車は、クラッチ操作がいらない分、スロットル
を急に回転させると急発進する危険がある。（ ○・× ）

❺	停止するときは、安全を確かめた後、早めに停止の合図を行い、まず
静かに前輪ブレーキを掛けて十分速度を落としながら道路の左端に沿
って停止する。（ ○・× ）

（解答は11面）

新年度スタート魅力ある業界へGO！ 〔第137回〕

　このほど、全日本トラック協会から「物流の2024年問題
対応状況調査結果」が発表されました。それによると、
「2024年問題」について、業界の現状や課題が浮き彫りに
なっています。魅力ある業界にするためには、ドライバー一
人ひとりの努力が欠かせません。新年度がスタートした
今、安全・安心な交通社会の実現と魅力的な業界の構築に
向けて気持ちを新たにしましょう。

●「物流の2024年問題対応状況調査結果」について

Ａさん「この前、全ト協から『物流の2024年問題対応状況調査
結果』が発表されたんだ」

Ｂさん「2024年問題かぁ。一時期世間でも結構、話題になって
いたけれど、最近はあまり聞かなくなったね。なんだか
世間の移り変わりが激しくて、ついていけないところ
があるよ。それで、どんな内容なんだい」

Ａさん「『時間外労働の上限規制（年960時間）の遵守の見通
し』、『令和６年４～９月の６か月間で、480時間超（＝
年960時間の半分超）のドライバーの有無』などの主
な内容は、全ト協のホームページや機関紙（令和7年4
月5日号）を参考にしてもらうとして、僕が注目したと
ころを紹介するね。『2024年問題による影響の有無』
を聞いた問いでは、約７割の事業所が『影響がある』
と答えた。アンケートでは、その事業所を対象に『良い
影響』と『悪い影響』を聞いているんだけど、良い影響
としては『運賃・料金の引上げができた』との回答をは
じめ、ドライバーの労働環境・労働条件の改善に関す
る内容が多かったんだ。一方、悪い影響としては『運送
コストが増加した』や『ドライバーの採用が困難になっ
た』、『車両の稼働が悪化した』などが挙がっている」

Ｂさん「なるほどね。ドライバーの労働環境は少しずつ良くなっ
ている感はあるけど、まだまだ人手が足りない印象が
あるよ」

Ａさん「アンケートでも『必要なドライバー数を確保できていな
い』と回答したのは約６割だった。選ばれる業界にな
るには、もっと努力しなきゃいけないということだ
ね」

Ｂさん「そうだね。僕たちドライバーにできることはなんだろ
う」

●ルールを守って他のドライバーの模範になる運転を！

Ａさん「まずは、事故を起こさないこと。そして模範となる運
転をすることだね。例えば、制限速度や一時停止など
交通ルールを守ることに加えて、あおり運転やながら
運転をしないことなどは徹底してほしいね」

Ｂさん「運転に慣れてくると、ついいろいろやってしまいそうに
なるけれど、その『つい』がまじめに頑張っているドラ
イバー全員の足を引っ張ることだけでなく、業界のイ
メージダウンに繋がることを理解しないとダメだね。
仲間にも、業界のイメージアップに繋がるような運転
をするようアドバイスするよ」

●「トラック運送業界の美化月間」が始まります

Ａさん「それと、５月から『トラック運送業界の美化月間』が始
まるよ。今年はゴミの不法投棄（ポイ捨て）対策とし
て、ゴミの持ち帰りを呼びかけているんだ」

Ｂさん「こうしたキャンペーンをするということは、裏を返せ
ば、ゴミのポイ捨てがあるということだね」

Ａさん「ゴミのポイ捨ては本当に多い印象だね。とあるバイパ
ス進入路の手前では、誰が捨てたんだろうと思うぐら

いゴミが散乱しているのを見つけたことがある。なん
とも言えないけれど、こうしたマナーの問題は、僕たち
全体のイメージダウンに繋がるから、他人事だと思わ
ずに、きちんとしたいところだね」

Ｂさん「多分、ポイ捨てしている人は『誰にも見られていないだ
ろう』と思っているけど、たいていは誰かに見られてい
るもんだよ。魅力ある業界にしていくためには、僕た
ちもこうしたことにしっかり取り組まないといけない
ね」

Ａさん「本当にそのとおり。新年度も始まったことだし、いい機
会だから、全員でイメージアップに繋がる行動を徹底
して、魅力ある業界にしていこう」

実
な
実
施
を
徹
底
す
る
必
要

が
あ
る
︒

　

こ
の
た
め
全
ト
協
で
は
︑

同
運
動
の
実
施
要
領
に
よ

り
︑
不
正
改
造
の
防
止
お
よ

び
確
実
な
点
検
整
備
の
実
施

徹
底
を
呼
び
か
け
︒
１
年
を

通
じ
て
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
お
け
る
点
検
整
備
推
進

運
動
﹂
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
９
月
１
日
㈪
~
30
日
㈫

の
１
か
月
間
を
全
国
統
一
の

整
備
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

の
啓
発
︵
表
「
重
点
点
検
項

目
」︶︑
②
黒
煙
濃
度
に
影
響

を
及
ぼ
す
部
品
等
の
自
主
点

検
・
整
備
の
実
施
に
関
す
る

啓
発
︱
︱
の
２
つ
を
実
施
項

目
と
し
︑
重
点
を
置
い
て
実

施
す
る
︒

　

実
施
要
領
等
の
詳
細
は
︑

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
を
参
照
︒

令
和
７
年
度
「
不
正
改
造
車

排
除
運
動
」
を
実
施

各
都
道
府
県
ト
協
設
定
の

強
化
月
間
に
重
点
置
き
展
開

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
年
間
を
通
じ
て
実
施
し

て
い
る
﹁
不
正
改
造
車
排
除

運
動
﹂
に
つ
い
て
︑
各
都
道

強
化
月
間

と
し
︑
各

都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
お

い
て
は
︑

地
域
事
情

に
応
じ
て

地
方
独
自

の
強
化
月

間
（
地
方

独
自
強
化

月
間
）
を

設
定
し
て

同
運
動
を

展
開
す
る
︒

　

同
期
間

に
お
い
て

は
︑
①
大

型
貨
物
自

動
車
に
関

す
る
適
切

な
点
検
・

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
い

て
設
定
す
る
１
か
月
間
を
強

化
月
間
と
し
︑
特
に
重
点
を

お
い
て
運
動
を
実
施
す
る
︒

　

重
点
排
除
項
目
は
︑
①
タ

イ
ヤ
お
よ
び
ホ
イ
ー
ル
（
回

転
部
分
）
の
車
体
外
へ
の
は

み
出
し
︑
②
灯
光
の
色
や
点

灯
状
態
が
不
適
切
な
灯
火
器

・
回
転
灯
等
の
取
り
付
け
︑

保
安
基
準
上
装
備
が
義
務
化

さ
れ
て
い
る
灯
火
器
（
例

:
側
面
方
向
指
示
器
）
の

取
り
外
し
︑
③
前
面
ガ
ラ
ス

・
運
転
者
席
・
助
手
席
の
窓

ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム
等

の
貼
付
（
貼
付
状
態
で
可
視

光
線
透
過
率
70
％
未
満
）︑

④
マ
フ
ラ
ー
の
切
断
・
取
り

外
し
︑
騒
音
低
減
機
構
を
容

易
に
取
り
外
せ
る
等
の
基
準

不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
︑

⑤
大
型
貨
物
自
動
車
の
速
度

抑
制
装
置
の
取
り
外
し
︑
解

除
︑
不
正
な
改
造
・
変
更
等

︱
︱
の
５
項
目
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶
に

実
施
要
領
等

を
掲
載
し
て

周
知
・
活
用
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
︑
適
正
化
事
業
巡

回
指
導
時
に
事
業
所
へ
の
啓

発
・
指
導
を
実
施
す
る
︒

交
通
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
５
に
出
展

「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」

で
生
命
の
尊
さ
訴
え
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
東
京
・
新
宿
区
の
新
宿

駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
で
４
月
５
日
㈯
︑
６
日

㈰
に
開
催
さ
れ
た
︑﹁
交
通

安
全 

ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
５
﹂

（
主
催
:
日
本
自
動
車
会

議
所
︑警
視
庁
新
宿
警
察
署
）

に
︑﹁
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
﹂

の
ブ
ー
ス
出
展
を
行
っ
た
︒

　

交
通
安
全
の
大
切
さ
や
ル

ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
一
般
を
対
象
に
し
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
︑
内
閣
府
・
国

土
交
通
省
・
警
察
庁
・
東
京

都
・
警
視
庁
が
後
援
し
︑
同

会
議
所
の
会
員
の
う
ち
39
団

体
・
企
業
が
参
加
し
た
︒
全

ト
協
で
は
︑
令
和
７
年
度
か

ら
飲
酒
運
転
防
止
対
策
（
事

故
防
止
対
策
推
進
事
業
）
と

し
て
︑
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
主
催
す
る

﹁
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
﹂

を
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
共
催
す

る
こ
と
で
︑
生
命
の
尊
さ
を

訴
え
︑
交
通
事
故
防
止
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
︒

　

同
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
は
︑
交

通
事
故
な
ど
で
命
を
奪
わ
れ

た
犠
牲
者
の
写
真
と
と
も

に
︑
犠
牲
者
の
等
身
大
人
型

パ
ネ
ル
や
生
前
使
用
し
て
い

た
靴
︑
家
族
の
言
葉
な
ど
を

展
示
し
て
︑
生
命
の
大
切
さ

を
訴
え
る
ア
ー
ト
作
品
展

示
︒
全
ト
協
で
は
︑
こ
う
し

た
展
示
例
の
中
か
ら
︑
特
に

飲
酒
運
転
や
信
号
無
視
な
ど

の
交
通
事
故
で
命
を
奪
わ
れ

た
ケ
ー
ス
を
集
め
て
展
示
を

行
っ
た
︒
当
日
は
︑
イ
ベ
ン

ト
に
足
を
運
ん
だ
一
般
参
加

者
が
同
展
示
に
多
数
訪
れ
︑

犠
牲
者
の
亡
く
な
っ
た
事
故

内
容
や
生
前
の
人
柄
︑
そ
し

て
家
族
の
無
念
の
言
葉
な
ど

に
見
入
っ
て
い
た
︒

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
休

業
案
内
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
中

全
国
23
か
所
の
ト
ラ
ッ
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
全
国
23
か
所
に
設
置
さ

れ
た
Ｔ
Ｓ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
期
間
（
４
月
26
日
㈯

~
５
月
７
日
㈬
）
の
休
業
に

関
す
る
案
内

を
全
ト
協
Ｈ

Ｐ
︵
二
次
元

コ
ー
ド
︶
に
掲

載
し
︑
Ｔ
Ｓ
利
用
者
に
確
認

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

２
校
に
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ

ク
を
寄
贈

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
出
島
康
佑
部
会
長
）

は
︑
３
月
５
日
に
学
校
法
人

九
州
電
機
工
業
学
園
希
望
が

丘
高
等
学
校
（
福
岡
県
中
間

市
／
土
田
秀
夫
校
長
︑
写
真

①
）︑
３
月
12
日
に
京
都
府

立
田
辺
高
等
学
校
（
京
都
府

京
田
辺
市
／
西
田
和
史
校

長
︑
写
真
②
）
に
対
し
︑
整

備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈

し
た
︒

　

青
年
部
会
で
は
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
︑
全
国

自
動
車
教
育
研
究
会
（
自
動

車
教
育
課
程
を
設
置
す
る
高

等
学
校
の
全
国
組
織
／
全
自

研
）
と
連
携
し
︑
平
成
27
年

度
か
ら
︑
自
動
車
教
育
課
程

を
有
す
る
高
校
に
対
し
て
整

備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄

贈
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
寄
贈
は
希

望
が
丘
高
校
が
通
算
15
校

目
︑
田
辺
高
校
が
通
算
16
校

目
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
の
寄
贈
に
際
し
︑

出
島
青
年
部
会
長
は
﹁
ト
ラ

令
和
７
年
度
「
点
検
整
備
推

進
運
動
」
実
施
要
領
を
公
表

９
月
に
全
国
統
一
強
化
月
間

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
22
日
︑令
和
７
年
度
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る

点
検
整
備
推
進
運
動
﹂
の
実

施
要
領
を
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

に
掲
載
し
た

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶︒

　

近
年
︑
特
に
大
型
ト
ラ
ッ

ク（
車
両
総
重
量
８
㌧
以
上
）

ッ
ク
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

の
構
造
に
つ
い
て
学
ん
で
い

た
だ
く
と
と
も
に
︑
皆
様
が

普
段
使
用
し
て
い
る
も
の
の

ほ
と
ん
ど
が
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

っ
て
運
ば
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
も
意
識
を
向
け
︑
ト
ラ

ッ
ク
が
活
躍
す
る
物
流
の
世

界
に
も
興
味
を
も
っ
て
い
た

だ
き
た
い
﹂
と
︑
両
校
の
生

徒
へ
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
た
︒

の
車
輪
脱
落
事
故
が
急
増
︒

適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
や

増
し
締
め
な
ど
︑
保
守
管
理

等
の
事
故
防
止
対
策
と
と
も

に
︑
環
境
面
に
お
い
て
も
︑

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

は
じ
め
と
し
た
地
球
温
暖
化

等
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
日
常
点
検
︑
定
期

点
検
な
ど
に
よ
る
点
検
・
整

備
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
も
の
の
︑
そ
の
実
施

状
況
は
必
ず
し
も
十
分
と
は

い
え
ず
︑
不
正
改
造
の
防
止

と
と
も
に
︑
点
検
整
備
の
確

「
令
和
７
年
度
新
規
採
用

職
員
研
修
・
意
見
交
換
会
」

開
催全

国
か
ら
42
人
が
参
加

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
16
日
か
ら
18
日
に
か
け

て
︑﹁
令
和
７
年
度
新
規
採

用
職
員
研
修
・
意
見
交
換

会
﹂を
開
催
し
た
︒同
会
は
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

新
規
採
用
職
員
を
対
象
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
︒
開
会
に

あ
た
り
︑
全
ト
協
の
山
崎
薫

専
務
理
事
が
主
催
者
と
し
て
︑

﹁
現
在
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
は
１
１
０
０
人
の
役
職

員
が
い
る
︒
こ
れ
は
非
常
に

大
き
な
力
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
健
全
な
発
展
に
大

き
な
力
を
発
揮
し
︑
国
民
生

活
を
支
え
て
い
る
︒
今
回
︑

９
ブ
ロ
ッ
ク
25
協
会
︑
42
人

の
職
員
の
方
々
に
出
席
を
い

た
だ
い
た
︒
今
回
の
研
修
で

学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
︑
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
協
会
の
枠
を
取

り
払
い
︑
人
脈
も
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ

し
た
︒
研
修
で
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
基
礎
知
識
や

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
の

習
得
︑
ク
レ
ー
ム
対
応
や
ビ

ジ
ネ
ス
文
書
に
関
す
る
講
義

の
ほ
か
︑
意
見
交
換
会
や
全

ト
協
が
実
施
し
て
い
る
各
事

業
に
関
す
る
概
要
を
説
明
︒

最
終
日
に
は
研
修
受
講
に
関

し
て
の
総
括
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
後
︑修
了
式
を
開
催
し
て
︑

参
加
者
全
員
に
修
了
証
が
授

与
さ
れ
た
︒

『
女
性
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

採
用
成
功
事
例
集
２
』
を
発
行

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

広
報
室
は
こ
の
ほ
ど
︑﹃
女

性
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
採

用
成
功
事
例
集
２
~
﹁
女
性

が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
﹂

の
ヒ
ン
ト
~
﹄を
発
行
し
た
︒

　

全
ト
協
広
報
室
で
は
︑
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
に
成

功
し
て
い
る
中
小
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
を
訪
ね
︑
経
営

者
の
採
用
方
針
や
取
り
組
み

内
容
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の

仕
事
内
容
と
入
社
の
経
緯
等

を
併
せ
て
紹
介
す
る
本
紙
連

載
企
画
﹁
女
性
の
輝
く
現
場

か
ら
﹂の
掲
載
内
容
に
加
え
︑

記
事
に
は
掲
載
し
き
れ
な
か

っ
た
内
容
も
併
せ
て
再
構
成

し
て
紹
介
す
る
冊
子
﹃
女
性

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
採
用

成
功
事
例
集
﹄
を
令
和
４
年

３
月
に
発
行
し
て
い
る
︒

　

そ
の
第
２
弾
と
な
る
今
回

は
︑
①
採
用
・
面
接
・
育
成

方
針
の
超
明
確
化

に
よ
り
女
性
を
含

む
未
経
験
入
社
の

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
す
る
キ

ャ
リ
ア
構
築
を
確

立
し
た
事
業
者
︑

②
会
社
初
の
女
性

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
雇
用
を
契
機
に
﹁
女
性

の
た
め
の
健
康
支
援
﹂
に
着

手
し
た
事
業
者
︑
③
採
用
方

針
を
一
新
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー

高
齢
化
か
ら
の
脱
却
と
若
年

者
・
未
経
験
者
・
女
性
・
新

卒
者
採
用
に
成
功
し
た
事
業

者
︑
④
ハ
ー
ド
／
ソ
フ
ト
／

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

各
面
か
ら
多
角
的
施
策
を
講

じ
︑
女
性
を
含
む
全
ド
ラ
イ

バ
ー
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
改
革
を
実
現
し
た
事
業
者

︱
︱
の
４
事
例
を
掲
載
︒
女

性
を
筆
頭
と
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
確
保
に
資
す
る
職
場
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い

る
︒

　

同
冊
子
は
︑
第
１
弾
・
第

２
弾
と
も
に

全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

鹿
島
ト
ラ
ッ
ク
休
憩
所
を

閉
鎖茨

城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
小
倉
邦
義
会
長
）
は
４
月

21
日
㈪
16
時
を
も
っ
て
︑
鹿

島
ト
ラ
ッ
ク
休
憩
所
（
茨
城

県
鉾
田
市
上
沢
字
南
砂
子
８

︱
４
）
を
閉
鎖
し
た
︒

全
会
員
事
業
者
に
交
通
事
故

防
止
・
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め

の
啓
発
キ
ッ
ト
を
配
布

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
吉
田
修
一
会
長
）
で
は
こ

の
ほ
ど
︑
令
和
７
年
に
お
け

る
神
奈
川
県
内
で
の
交
通
死

亡
事
故
多
発
な
ど
を
受
け
︑

全
会
員
事
業
者
に
対
し
︑
交

通
事
故
防
止
対
策
お
よ
び
環

境
対
策
キ
ッ
ト
を
配
布
し
た
︒

と
友
好
協
約
を
締
結
し
た
こ

と
を
受
け
︑
京
畿
道
協
会
役

員
26
人
の
神
ト
協
へ
の
訪
問

と
懇
談
会
の
開
催
が
実
現
し

た
︒

　

懇
談
会
で
は
︑
日
韓
両
国

に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
課
題
や
︑
事
故
防
止
対

策
・
人
材
確
保
対
策
等
を
テ

ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
︒

ジ
ョ
ン
・
ゼ
ボ
ム
京
畿
道
協

会
理
事
長
は
﹁
こ
う
し
た
交

流
が
︑
両
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
み
な
ら
ず
︑
様
々

な
分
野
で
の
さ
ら
な
る
発
展

に
繋
が
る
よ
う
願
っ
て
い

る
﹂︑
吉
田
神
ト
協
会
長
は

﹁
神
卜
協
と
京
畿
道
協
会
と

の
友
好
の
輪
が
今
後
も
よ
り

一
層
広
が
る
こ
と
を
願
い
た

い
﹂
と
発
言
︒
懇
談
会
後
に

催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
︑
両

協
会
の
役
員
間
で
両
国
に
お

け
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
情
報
共
有
を

行
う
な
ど
︑
懇
談
会
・
懇
親

会
の
開
催
を
通
じ
て
相
互
理

解
と
親
睦
を
深
め
た
︒

﹁
令
和
６
年　

神
奈
川
県
内

の
貨
物
事
業
用
自
動
車
の
交

通
事
故
が
増
加
！
﹂
で
は
︑

令
和
６
年
に
発
生
し
た
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
交
通
死

亡
事
故
の
特
徴
や
発
生
状
況

に
つ
い
て
︑
図
表
を
用
い
て

詳
細
に
解
説
︒
ま
た
③
の
垂

れ
幕
は
︑
事
業
所
内
に
掲
示

で
き
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
も

の
で
︑社
会
問
題
化
し
て
い
る

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
車
内
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
﹂

の
撲
滅
を
目
指
し
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
マ
ナ
ー
向
上
を
促
す

も
の
︒

　

神
奈
川
県
ト
協
で
は
︑
会

員
事
業
者
に
対
し
︑
同
キ
ッ

ト
を
交
通
事
故
防
止
対
策
お

よ
び
環
境
対
策
に
活
用
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

韓
国
・
京
畿
道
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
協
会
と
意
見
交
換

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
吉
田
修
一
会
長
）
は
４
月

18
日
︑
韓
国
・
京
畿
道
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
協
会
（
京

畿
道
協
会
︑
ジ
ョ
ン
・
ゼ
ボ

ム
理
事
長
）
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
た
︒

　

京
畿
道
協
会
は
︑
会
員
数

２
１
０
０
社
︑
保
有
車
両
台

５
万
６
５
０
０
台
を
誇
る
︑

韓
国
最
大
規
模
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
団
体
︒
昨
年
10

月
に
京
畿
道
協
会
が
神
卜
協

　

キ
ッ
ト
の
内
容
は
︑
①
各

期
の
交
通
安
全
運
動
等
を
掲

載
し
た
﹁
２
０
２
５
年
度
版

安
全
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂︑
②
６

年
中
に
神
奈
川
県
内
で
発
生

し
た
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
事

故
状
況
を
掲
載
し
た
﹁
交
通

事
故
防
止
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー

・
チ
ラ
シ
﹂︑
③
車
内
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
防
止
啓
発
用
垂
れ

幕
︵
写
真
︶︑
④
７
年
度
ド

ラ
イ
バ
ー
等
安
全
教
育
訓
練

促
進
助
成
制
度
案
内
︱
︱
の

４
点
︒

　

②
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ

表　重点点検項目
点検時期

点検箇所 ３か月点検 12か月点検
原動機 燃料装置 燃料漏れ 同左
電気装置 電気配線 接続部の緩みおよび損傷 同左

制動装置
ホースおよびパイプ 漏れ、損傷および取付状態 同左
ブレーキ・チャンバ ロッドのストローク 同左、機能

走行装置 ホイール

①タイヤの状態 同左
②ホイール・ナットおよび

ホイール・ボルトの緩み 同左
③フロント・ホイール・

ベアリングのがた 同左
①ホイール・ナットおよび

ホイール・ボルトの損傷
②リム、サイド・リングおよび
ディスク・ホイールの損傷

③リヤ・ホイール・
ベアリングのがた

懇談会であいさつする吉田神ト協会長（4月18
日、神奈川県トラック総合会館）

令和7年度新規採用職員研修開講式（4月16日、
全ト協）

車
内
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
撲
滅
を
呼
び

か
け
る
社
内
掲
示
用
垂
れ
幕

「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」
に
足
を
止

め
、熱
心
に
展
示
内
容
を
読
み
涙
す
る

人
も
見
ら
れ
た
︵
４
月
５
日
、新
宿
駅

西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
︶

生徒代表へレプリカキーを寄贈する出島部会長
（3月５日、希望が丘高校）

田辺高校での寄贈式（3月12日、田辺高校）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

第35回（最終回第35回（最終回））「富山県黒部市『宇奈月温泉』」「富山県黒部市『宇奈月温泉』」

　

富
山
県
の
奥
座
敷
と
も

呼
ば
れ
県
内
随
一
の
﹁
宇

奈
月
温
泉
﹂
は
︑
私
に
と

っ
て
３
回
目
の
挑
戦
で
や

っ
と
叶
っ
た
憧
れ
の
旅
先

で
す
︒
週
末
の
土
曜
日
︑

出
先
で
の
仕
事
が
終
わ

り
︑そ
の
足
で
東
京
駅
へ
︒

東
京
駅
か
ら
北
陸
新
幹
線

の
Ｊ
Ｒ
黒
部
宇
奈
月
温
泉

駅
で
富
山
地
方
鉄
道
に
乗
り
か
え
て
︑
宇
奈
月
温

泉
駅
へ
の
約
３
時
間
の
旅
程
で
す
︒

　

富
山
県
に
住
み
︑
地
元
の
企
業
を
既
に
退
職
し

て
﹁
悠
々
自
適
﹂
の
暮
ら
し
を
し
て
い
る
友
人
と

示
し
合
わ
せ
︑宇
奈
月
温
泉
駅
で
合
流
し
ま
し
た
︒

日
本
一
の
深
さ
を
誇
る
黒
部
峡
谷
に
抱
か
れ
た
宇

奈
月
温
泉
は
︑
ま
さ
に
日
常
の
喧
騒
を
忘
れ
さ
せ

て
く
れ
る
癒
し
の
地
で
す
︒
温
泉
街
を
散
策
す
る

と
︑
源
泉
掛
け
流
し
の
足
湯
や
美
味
し
そ
う
な
食

事
処
が
あ
り
︑
思
わ
ぬ
発
見
で
し
た
︒

　

友
人
の
誘
い
で
実
現
し
た
今
回
の
旅
の
宿
は
︑

黒
部
川
沿
い
に
あ
り
抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
立

つ
﹁
黒
部
・
宇
奈
月
温
泉 

や
ま
の
は
﹂
で
す
︒

予
約
し
た
部
屋
は
モ
ダ
ン
な
客
室
で
︑
ホ
テ
ル
を

取
り
囲
む
黒
部
の
自
然
と
マ
ッ
チ
し
た
色
合
い

の
︑落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
︒

　

浴
衣
に
着
替
え
︑
ま
ず
は
宿
自
慢
の
展
望
露
天

風
呂
﹁
棚
湯
﹂
へ
︒
棚
田
状
に
配
さ
れ
た
湯
船
か

ら
は
︑
眼
前
に
自
然
が
織
り
成
す
雄
大
な
パ
ノ
ラ

マ
が
広
が
っ
て
い
ま
す
︒
友
人
が
︑﹁
お
互
い
に

こ
こ
ま
で
よ
く
頑
張
っ
て
き
た
な
﹂︒
私
は
︑﹁
あ

っ
と
い
う
間
で
︑
本
当
に
走
馬
灯
の
如
き
だ
ね
﹂

と
︑取
り
留
め
の
な
い
近
況
を
語
り
合
い
ま
し
た
︒

　

友
人
は
︑
退
職
後
に
自
宅
近
く
の
物
産
セ
ン
タ

ー
で
週
３
回
短
時
間
働
き
︑
あ
と
は
趣
味
の
海
釣

り
三
昧
と
絵
画
教
室
に
通
う
生
活
で
︑﹁
こ
れ
で

結
構
多
忙
な
ん
だ
﹂
と
嬉
し
そ
う
に
語
っ
て
い
ま

し
た
︒
彼
の
顔
は
柔
和
で
︑優
し
さ
に
満
ち
溢
れ
︑

私
は
羨
ま
し
く
な
り
ま
し
た
︒

　

夕
食
は
︑
魚
津
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
な
ど

の
﹁
海
の
幸
﹂
や
︑
黒
部
の
﹁
山
の
幸
﹂
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
方
式
で
す
︒
ラ
イ
ブ

キ
ッ
チ
ン
に
は
ア
ツ
ア
ツ
の
料
理
が
ふ
ん
だ
ん
に

並
び
︑
地
酒
と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
と
堪
能
し
ま
し

た
︒

　
﹁
ま
た
富
山
に
来
い
よ
な
︒
次
回
は
２
人
で
海

釣
り
や
ろ
う
な
﹂
と
︑
友
人
に
お
酒
を
注
が
れ
一

言
︑﹁
ご
苦
労
さ
ん
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
︒
持
つ

べ
き
も
の
は
か
け
が
え
の
な
い
友
で
す
︒
今
宵
の

お
酒
は
︑
五
臓
六
腑
で
は
な
く
心
に
染
み
入
り
ま

し
た
︒

　

翌
朝
目
覚
め
︑
寝
息
を
た
て
て
い
る
友
人
を
起

こ
さ
ず
向
か
っ
た
展
望
露
天
風
呂
の
湯
船
か
ら
見

え
た
景
色
は
︑
ト
ロ
ッ
コ
電
車
が
渡
る
︑
黒
部
川

の
峡
谷
に
架
か
る
赤
色
の
鉄
橋
・
新
山
彦
橋
で
し

た
︒
そ
の
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
実
に
見
事

で
し
た
︒

　

今
回
は
ひ
と
え
に
友
人
の
気
遣
い
に
感
謝
し
た

旅
と
な
り
︑
一
生
の
想
い
出
に
な
り
ま
し
た
︒

（
Ｐ
Ｓ
・
読
者
の
皆
様
今
ま
で
ご
愛
読
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

答え合わせ答え合わせ

まちがいさがしまちがいさがし
　『広報とらっく』3月10日号掲載の「まちがい
さがし」の正解は、下記の30か所でした。正解
者の中から抽選で20名様に記念品をプレゼント
します。なお、当選者の発表は賞品の発送をも
って代えさせていただきます。多数のご応募あ
りがとうございました。

障
害
か
ら
の
早
期
復
旧
︑
④

本
部
体
制
の
構
築
︑
⑤
連
絡

体
制
の
構
築
︱
︱
な
ど
の
対

策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑
令
和
７
年
７
月
頃

の
運
用
開
始
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
深
夜
割
引
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
︑
今
回

の
再
発
防
止
に
向
け
た
必
要

な
作
業
も
踏
ま
え
て
︑
改
め

て
工
程
の
精
査
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
︒

路
（
Ｅ
１
東
名
）
の
浜
松
西

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

付
近
に
﹁
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア

東
名
浜
松
西
﹂︑
お
よ
び
静

岡
市
内
の
国
道
１
号
岡
部
バ

イ
パ
ス
沿
い
に
︑
遠
州
ト
ラ

ッ
ク
㈱
お
よ
び
㈲
マ
ー
キ
ュ

リ
ー
と
連
携
し
︑﹁
コ
ネ
ク
ト

エ
リ
ア
静
岡
﹂を
開
業
す
る
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で
は
︑

﹁
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
﹂
の
駐

車
バ
ー
ス
数
が
３
割
増
強
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
︑
深
夜
時

間
帯
の
飽
和
状
態
が
緩
和
さ

れ
る
と
と
も
に
︑
３
拠
点
の

相
互
利
用
を
可
能
と
す
る
こ

の
参
加
を
案
内
し
た
︒

　

ま
た
︑
物
流
関
係
担
当
責

任
者
と
の
面
談
が
可
能
で
あ

っ
た
荷
主
企
業
に
お
い
て
は
︑

面
談
先
企
業
で
の
取
組
状
況

や
現
状
等
に
つ
い
て
の
聴
き

取
り
を
行
っ
た
ほ
か
︑
荷
主

側
か
ら
荷
主
が
独
自
に
実
施

し
て
い
る
長
時
間
労
働
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
の
有
効

性
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ

る
な
ど
︑
荷
主
企
業
側
の
問

題
意
識
の
高
さ
が
窺
え
た
︒

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
（
60

秒
動
画
）
お
よ
び
チ
ラ
シ
を

作
成
し
︑
全
国
の
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
配
布
し
た
︒

動
画
制
作
に
あ
た
っ
て
は
︑

現
役
の
Ｇ
メ
ン
調
査
員
が
出

演
す
る
な
ど
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
が
全
面
的
に
協

力
︒
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

は
︑
刑
事
ド
ラ
マ
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
風
の
映
像
で
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
味
方
と

な
る
Ｇ
メ
ン
調
査
員
の
活
動

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
︑
情

報
提
供
を
呼
び
か
け
る
内

容
︒
全
ト
協
で
は
︑
全
国
の

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
︑
同

時
に
制
作
し
た
チ
ラ
シ
と
と

も
に
制
度
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
活

用
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
︒

と
に
よ
り
︑
円
滑
・
的
確
な

中
継
輸
送
に
対
応
が
可
能
に

な
る
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
利
用
事
業
者
を
５

月
１
日
か
ら
コ
ネ
ク
ト
エ
リ

ア
の
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で

募
集
し
︑
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア

浜
松
で
令
和
３
年
12
月
か
ら

実
施
し
て
い
た
﹁
無
料
モ
ニ

タ
ー
﹂
制
度
は
５
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
す
る
︒

　

新
た
な
２
拠
点
の
概
要
は

次
の
通
り
︒

〇�

コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
東
名
浜
松

西
・ 

所
在
地
:
静
岡
県
浜
松

市
中
央
区
湖
東
町
５
７
２
０

（
遠
州
ト
ラ
ッ
ク
㈱
浜
松

営
業
所
内
︑
Ｅ
１
東
名
・

浜
松
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
１
㌔

㍍
）

・ 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
:
４
バ
ー

ス
（
幅
３
・
５
㍍
×
全
長

17
㍍
）

・ 

事
業
者
:
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

中
日
本
・
遠
州
ト
ラ
ッ
ク

㈱
〇
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア
静
岡

・ 

所
在
地
:
静
岡
県
静
岡

市
駿
河
区
宇
津
ノ
谷
９
４
２

（
静
岡
市
物
流
団
地
協
同

組
合
内
︑
Ｅ
１
Ａ
新
東
名

・
藤
枝
岡
部
Ｉ
Ｃ
か
ら
約

８
㌔
㍍
︑
Ｅ
１
東
名
焼
津

Ｉ
Ｃ
か
ら
約
８
㌔
㍍
）

・ 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
:
６
バ
ー

ス
（
幅
３
・
５
㍍
×
全
長

17
㍍
）

・ 

事
業
者
:
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

中
日
本
・
遠
州
ト
ラ
ッ
ク

㈱
・
㈲
マ
ー
キ
ュ
リ
ー

 

２
０
２
５
年
度
に
は
大
型
車

駐
車
マ
ス
約
５
１
０
台
を
拡

充

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

３
社
は
４
月
25
日
︑
休
憩
施

設
に
お
け
る
利
便
性
向
上
に

関
す
る
２
０
２
５
年
度
の
取

ア
（
Ｐ
Ａ
）
に
お
い
て
︑
大

型
車
駐
車
マ
ス
約
５
１
０
台

を
拡
充
す
る
︒
加
え
て
︑
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
た

休
憩
施
設
に
お
け
る
利
便
性

向
上
に
関
す
る
取
り
組
み
も

推
進
す
る
︒

　

取
り
組
み
の
概
要
は
︑
別

掲
の
通
り
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
で
は
︑

よ
り
多
く
の
車
両
が
休
憩
施

設
を
利
用
で
き
る
よ
う
︑
適

正
な
駐
車
マ
ス
の
利
用
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

　
﹁
下
請
代
金
支
払
遅
延
等

防
止
法
及
び
下
請
中
小
企
業

　

国
土
交
通
省
近
畿
運
輸
局

お
よ
び
中
国
運
輸
局
は
３
月

17
日
︑
兵
庫
県
姫
路
市
お
よ

び
岡
山
県
岡
山
市
の
２
地
域

に
お
い
て
︑﹁﹃
ト
ラ
ッ
ク
・

振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
﹂
が
４
月
24
日
︑
衆

物
流
Ｇ
メ
ン
﹄
合
同
パ
ト
ロ

ー
ル
﹂
を
実
施
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
輸

送
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂

議
院
に
お
い
て
賛
成
多
数
に

よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
︒

　

今
回
の
一
部
改
正
で
は
︑

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止

法
（
下
請
法
）
の
対
象
取
引

と
し
て
︑
発
荷
主
か
ら
運
送

事
業
者
へ
の
物
品
の
運
送
の

委
託
を
追
加
︒
ま
た
︑
下
請

中
小
企
業
振
興
法
で
も
︑
運

送
委
託
を
対
象
取
引
に
追
加

す
る
︒
さ
ら
に
︑﹁
下
請
﹂

等
の
用
語
の
見
直
し
を
実
施

す
る
︒

　

同
法
律
案
は
3
月
11
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
︑
そ
の
後
国

会
に
提
出
︒
４
月
11
日
に
開

催
さ
れ
た
衆
議
院
本
会
議
に

お
い
て
︑
伊
東
良
孝
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
が
趣
旨
説
明

を
行
い
︑
そ
の
後
質
疑
が
行

わ
れ
た
︒

　

同
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済

へ
の
対
応
と
し
て
︑
令
和
５

年
に
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂

と
し
て
発
足
︑
同
６
年
に
拡

充
・
改
組
さ
れ
た
﹁
ト
ラ
ッ

ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
﹂
は
︑
悪

質
な
荷
主
・
元
請
事
業
者
等

へ
の
監
視
を
強
化
し
︑
持
続

可
能
な
物
流
の
確
保
に
向
け

て
取
り
組
み
を
継
続
・
強
化

し
て
い
る
︒
同
業
務
の
一
環

と
し
て
︑
管
内
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
か
ら
︑
適
正
取

産
業
委
員
会
（
宮
﨑
政
久
委

員
長
）
に
お
い
て
︑
伊
東
大

臣
か
ら
趣
旨
説
明
が
行
わ

れ
︑
４
月
18
日
に
開
催
さ
れ

た
同
委
員
会
で
質
疑
を
実

施
︒
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
採

決
で
︑
修
正
案
が
賛
成
総
意

に
よ
っ
て
可
決
し
た
︒

　

採
決
に
際
し
て
は
︑
施
行

期
日
を
令
和
８
年
1
月
1
日

と
改
め
る
修
正
案
が
可
決
さ

れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
委
員
会
で
の
可

決
に
際
し
て
︑﹁
労
務
費
や

原
材
料
費
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
価
格
転
嫁
を
さ
ら
に

推
進
す
る
た
め
︑
必
要
な
措

置
を
検
討
す
る
こ
と
﹂
な
ど

11
項
か
ら
な
る
附
帯
決
議
が

付
さ
れ
て
い
る
︒

　

４
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た

衆
議
院
本
会
議
で
は
︑
宮
﨑

経
済
産
業
委
員
長
が
同
委
員

会
に
お
け
る
審
議
の
経
過
と

結
果
を
報
告
︒
そ
の
後
採
決

が
行
わ
れ
︑
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
た
︒

　

同
法
律
案
は
参
議
院
に
送

付
さ
れ
︑
審
議
が
行
わ
れ
た

引
を
阻
害
す
る
疑
い
の
あ
る

荷
主
・
元
請
事
業
者
等
に
関

す
る
情
報
を
収
集
し
︑
是
正

指
導
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
る
が
︑
違
反
原
因
行

為
の
発
生
場
所
が
管
轄
外
の

情
報
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
多
い
︒こ
の
こ
と
か
ら
︑

運
輸
局
の
管
轄
を
越
え
て
合

同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
︑

広
域
・
複
雑
化
す
る
物
流
の

実
態
に
則
し
た
情
報
収
集
活

動
を
行
う
た
め
︑
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
︒ 

　

当
日
は
︑
兵
庫
県
内
と
岡

山
県
内
の
２
班
体
制
で
パ
ト

ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
︑
１
班

の
兵
庫
県
姫
路
市
周
辺
に

は
︑
近
畿
運
輸
局
︑
神
戸
運

輸
監
理
部
兵
庫
陸
運
部
︑
中

国
運
輸
局
︑
同
岡
山
運
輸
支

局
の
Ｇ
メ
ン
が
参
加
︒
ま
た
︑

２
班
の
岡
山
県
岡
山
市
周
辺

に
は
︑ 

中
国
運
輸
局
︑
同
岡

山
運
輸
支
局
︑近
畿
運
輸
局
︑

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
で
は
︑

広
域
的
な
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム

障
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
︑
道
路
利
用
者
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
︑

あ
ら
か
じ
め
シ
ス
テ
ム
障
害

を
疑
う
目
安
を
設
定
し
た
上

で
︑
迅
速
か
つ
組
織
的
に
対

応
で
き
る
よ
う
︑
①
料
金
所

に
お
け
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
レ
ー
ン
の

運
用
︑
②
利
用
者
へ
の
情
報

提
供
︑
③
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム

 

中
継
輸
送
拠
点
「
コ
ネ
ク

ト
エ
リ
ア
」
が
新
た
に
２
拠

点
「
東
名
浜
松
西
」と「
静
岡
」

が
６
月
１
日
に
事
業
開
始

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
︑
遠

州
ト
ラ
ッ
ク
㈱
と
共
同
で
︑

長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
・
働
き
方
の

改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
︑
中
継
輸
送
拠
点
﹁
コ

ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜
松
﹂
を
運

営
し
て
い
る
が
︑
６
月
１
日

か
ら
新
た
に
︑
東
名
高
速
道

は
︑
荷
主
企
業
の
本
社
等
を

中
心
に
訪
問
し
︑
事
前
連
絡

な
し
の
訪
問
で
は
あ
っ
た
が
︑

約
半
数
の
企
業
が
訪
問
を
受

け
入
れ
︑
面
談
の
機
会
を
設

定
︒
面
談
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

Ｇ
メ
ン
側
か
ら
荷
主
企
業
担

当
者
に
対
し
て
訪
問
の
趣
旨

を
説
明
す
る
と
と
も
に
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
制
度
﹂

や
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂に
関
す
る
周
知
・
啓
発
︑

ま
た
荷
主
向
け
セ
ミ
ナ
ー
へ

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン

と
荷
主
対
策
﹂
に
関
す
る
広

報
事
業
に
お
い
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
向
け
対
策
と

し
て
﹁
Ｇ
メ
ン
調
査
員
﹂
の

活
動
内
容
と
そ
の
訴
求
を
目

的
に
︑
Ｇ
メ
ン
調
査
員
の
プ

後
︑
今
国
会
に
お
い
て
可
決

・
成
立
す
る
見
込
み
︒

 

広
域
的
な
Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム

障
害
発
生
に
対
す
る
当
面

の
対
策
を
取
り
ま
と
め

４
月
の
大
規
模
障
害
発
生
を

受
け
て

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

３
社
は
４
月
23
日
︑
４
月
６

日
に
中
日
本
高
速
道
路
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
管
内
で

Ｅ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
の
大
規
模

障
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
︑﹁
当
面
の
対
策
﹂
を
取

り
ま
と
め
た
︒

　

４
月
６
日
０
時
半
頃
か
ら
︑

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
管
内
の

一
部
の
料
金
所
に
お
い
て
︑

Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
シ
ス
テ
ム
障
害
が

発
生
し
︑
課
金
処
理
が
で
き

ず
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
レ
ー
ン
の
通
行

が
で
き
な
く
な
っ
た
︒
そ
の

結
果
︑
２
㌔
㍍
以
上
の
渋
滞

が
10
か
所
で
発
生
す
る
な
ど

の
事
態
が
発
生
し
た
︒

神
戸
運
輸
監
理
部
兵
庫
陸
運

部
の
Ｇ
メ
ン
が
参
加
し
た
︒

そ
れ
ぞ
れ
の
班
が
荷
主
ま
た

は
同
物
流
拠
点
な
ど
を
事
前

連
絡（
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
）

な
し
で
訪
問
し
︑
恒
常
的
な

長
時
間
の
荷
待
ち
︑
契
約
に

な
い
附
帯
作
業
の
強
要
︑
運

賃
・
料
金
の
不
当
な
据
置
き

な
ど
の
違
反
原
因
行
為
の
防

止
等
に
つ
い
て
協
力
を
要
請

し
た
︒ 

　

兵
庫
県
を
巡
回
し
た
班
で

中
国
・
近
畿
運
輸
局
の　
　
　

「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
」

兵
庫
・
岡
山
県
の
２
地
域
で

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

Ｇ
メ
ン
調
査
員
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
・　
　

　
　
　
　
　
　
　
チ
ラ
シ
を
制
作

活
動
の
紹
介
と
情
報
提
供
求
め
る

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
活
躍
中

Gメン調査員_チラシ_表面　250410

これらは全て、違反原因行為となっています！
当てはまるものはありませんか？

長時間の荷待ち 契約にない附帯業務 運賃・料金の不当な
据置き

異常気象時の運送依
頼

過積載運送の指示・
容認 無理な運送依頼

積込先、配送先で
困りごとなど、ありませんか？

トラックドライバーを守るために、物流業界の未来のために。

荷主との間に困り事があったら、我々Gメン調査員に情報を！

り
組
み
を
公
表
し
た
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
で
は
︑

﹁
高
速
道
路
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に

お
け
る
利
便
性
向
上
に
関
す

る
整
備
方
針
﹂
を
踏
ま
え
︑

休
憩
施
設
に
お
け
る
利
便
性

向
上
に
関
す
る
各
種
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
︒

　

２
０
２
５
年
度
は
︑
全
国

23
か
所
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

改
正
下
請
法
が
衆
院
で
可
決

「
価
格
転
嫁
の
さ
ら
な
る
推
進
」
な
ど

附
帯
決
議
が
付
さ
れ
る

衆議院本会議で経済産業委員会における審議の経過と結果を報告する宮﨑政久経済
産業委員長（4月24日、衆議院）

Gメン調査員の活動を紹介し情報提供を呼びけ
る動画（キャプチャー画面）と同内容のチラシ

運
輸
局
を
越
え
た
合
同
チ
ー
ム
で
企
業
を
訪
問
し

㊦
、
荷
主
企
業
の
物
流
担
当
者
︵
手
前
︶
と
面
談

す
る
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
㊤
︵
３
月
17
日
、
兵
庫
県

姫
路
市
︶

休憩施設における利便性向上に関する取り組みの概要
（SA＝サービスエリア、PA＝パーキングエリア、IC＝インターチェンジ）

①駐車マスの拡充
・�大型車駐車マスの拡充（2024年度に約480台の拡
充完了、2025年度に約510台の拡充予定）
・さらなる駐車マス拡充に向けた各種取り組み状況
⑴中国自動車道鹿野SA（下り線）：「出発時間指定大
型車3列駐車マス」試行運用
⑵東名高速道路鮎沢PA（上り線）：「立体駐車場」の
導入を予定
⑶東名阪自動車道鈴鹿本線料金所跡地（下り線）：「大
型車専用駐車場」の導入を予定
②確実な駐車機会の提供
・�大型車短時間限定駐車マスの整備（2024 年度まで
に25か所完了、2025年度さらに35か所拡大予定）
……�更なる休憩機会確保の効果が期待される政令市間

を結ぶ幹線道路における整備を推進
……�適正利用に向けた画像処理技術の導入による情報
提供の実施

③休憩施設空白区間の解消
・�インターチェンジ内側駐車場の実証実験（北関東自動
車道桜川筑西 IC、常磐自動車道浪江 IC）
④物流効率化・労働環境改善
・�ダブル連結トラック駐車マスの整備（2024年度までに
187か所完了、2025年度さらに12か所拡大予定）
・トラックドライバーからのニーズが高いシャワー施設の利
便性向上を推進
⑤混雑状況の把握・情報提供
・新たな情報技術を活用した情報提供に向けた取り組み
状況（東北自動車道へ導入）
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ミ
ナ
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ニ
ュ
ー
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ニ
ュ
ー
ス
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タ
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ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

４
月
１
日
か
ら
新
﹁
物
効
法
﹂

と
改
正
﹁
事
業
法
﹂
の
一
部
が
施

行
に
な
っ
た
︒
今
後
も
順
次
︑
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒﹁
標
準

的
運
賃
﹂
告
示
制
度
も
併
せ
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
﹁
２
０

２
４
年
問
題
﹂
を
乗
り
越
え
る
た

め
の
法
的
な
支
援
策
で
あ
る
︒
そ

れ
は
同
時
に
︑
日
本
経
済
と
国
民

の
暮
ら
し
を
支
え
る
持
続
可
能
な

物
流
構
築
の
た
め
に
必
要
な
法
的

措
置
で
も
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
事
業

者
が
法
的
な
諸
条
件
を
活
か
し
て

﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
の
解
決
に

取
り
組
む
こ
と
は
︑
自
社
の
経
営

の
健
全
化
だ
け
で
は
な
く
︑
日
本

の
経
済
と
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会

的
役
割
の
遂
行
と
い
う
こ
と
に
も

な
る
の
だ
︒

　

一
方
︑
取
引
関
係
面
で
は
︑
現

在
（
執
筆
時
）
国
会
で
審
議
中
の

改
正
﹁
下
請
法
﹂
が
あ
る
︒
こ
れ

は
荷
主
︑
事
業
者
間
の

適
正
な
価
格
転
嫁
の

実
現
な
ど
を
図
る
も
の

だ
︒﹁
下
請
事
業
者
﹂

と
い
う
呼
称
も
﹁
中
小

受
託
事
業
者
﹂
に
改
め

ら
れ
る
︒
さ
ら
に
︑
議

員
立
法
と
し
て
︑﹁
事

業
許
可
更
新
制
﹂
を

主
眼
と
し
た﹁
事
業
法
﹂

の
一
部
改
正
案
の
上
程
も
予
定

さ
れ
て
い
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
対
策
で

は
︑
当
業
界
が
特
定
技
能
１
号

の
対
象
に
な
っ
た
︒
３
月
28
日

に
︑
特
定
技
能
１
号
の
在
留
資

格
の
許
可
を
得
た
外
国
籍
の
大

学
生
を
︑
早
速

４
月
15
日
に
採

用
し
た
事
業
者

も
い
る
︒

　

こ
の
よ
う
に

今
年
度
は
︑
事

業
環
境
や
取
引

条
件
な
ど
が
大

き
く
転
換
す
る

年
で
あ
る
︒
さ

ら
に
︑
ア
メ
リ

カ
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
打
ち

出
し
た
関
税
政

策
︑
い
わ
ゆ
る

﹁
ト
ラ
ン
プ
関

税
﹂
も
今
後
の

日
本
経
済
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
は

必
至
だ
︒
輸
出
企
業
へ
の
影
響

は
も
と
よ
り
︑
そ
れ
ら
輸
出
企

業
と
取
引
し
て
い
る
企
業
へ
の

波
及
も
避
け
ら
れ
な
い
︒﹁
ト

ラ
ン
プ
関
税
﹂
は
予
想
外
だ
っ

た
が
︑
事
業
者
に
も
物
流
市
場

に
も
た
ら
す
影
響
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
く
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
︑
荷
主
の

変
化
を
ト
レ
ン
ド
と
し
て
み
る
場

合
に
重
要
な
の
は
︑﹁
２
０
２
４
年

問
題
﹂
へ
の
対
応
で
は
な
く
︑
日

本
の
人
口
減
少
と
人
口
偏
在
化
が

進
む
な
か
で
の
荷
主
動
向
と
い
う

視
点
で
あ
る
︒
そ
の
典
型
的
な
動

き
は
﹁
物
流
共
同
化
﹂
で
︑
物
流

リ
ソ
ー
ス
の
シ
ェ
ア
だ
︒
同
業
種

間
や
異
業
種
間
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
間
な
ど
で
﹁
物
流
共
同
化
﹂

が
進
ん
で
い
る
︒
こ
れ
ら
は
結
果

的
に
は
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
へ
の

対
応
で
も
あ
る
が
︑
仮
に
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
が
解
消
さ
れ
て
も
﹁
物

流
共
同
化
﹂
の
傾
向
は
続
く
︒
そ

れ
に
伴
っ
て
︑
物
流
に
関
わ
る
各

種
の
仕
様
も
統
一
さ
れ
︑
効
率
化

が
進
む
︒
事
業
者
に
は
︑
こ
の
よ

う
な
荷
主
動
向
︑
す
な
わ
ち
市
場

の
変
化
を
先
取
り
し
た
物
流
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
︑
提
案
が
求
め
ら
れ

て
く
る
︒

　

今
後
は
物
流
が
大
き
く
変
化
し
︑

﹁
ど
の
よ
う
に
運
ぶ
か
﹂
と
﹁
誰

が
運
ぶ
の
か
﹂が
変
わ
っ
て
く
る
︒

こ
の
よ
う
な
大
転
換
期
に
は
︑
荷

主
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
︑
法
的
な
支

援
も
味
方
に
つ
け
て
︑
新
た
な
事

業
環
境
へ
の
対
応
力
が
試
さ
れ
る
︒

第
352
回

大転換期には対応力が試される

※
解
答
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　

世
界
を
代

表
す
る
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
の
ひ
と

つ
で
あ
る
ポ
ル

シ
ェ
に
は
︑
ポ
ル
シ
ェ
社
が
認
め
た
タ
イ
ヤ
し

か
履
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒
つ
ま
り
︑

﹁
ポ
ル
シ
ェ
に
装
着
で
き
る
の
は
︑
ポ
ル
シ
ェ

社
が
定
め
た
１
０
０
項
目
以
上
の
性
能
基
準

を
す
べ
て
ク
リ
ア
し
た
タ
イ
ヤ
の
み
﹂
と
い
う

こ
と
で
す
︒

　

ポ
ル
シ
ェ
社
か
ら
承
認
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
の
側

面
に
は
︑﹁
Ｎ
﹂
の
文
字
が
刻
印
さ
れ
て
い
ま

す
︒﹁
Ｎ
﹂
と
は
︑ド
イ
ツ
語
﹁
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
（
規

格
︑
基
準
の
意
）﹂
の
頭
文
字
で
す
︒
そ
の
ル

ー
ル
は
と
て
も
厳
格
で
︑
も
し
こ
の
Ｎ
マ
ー
ク

な
し
の
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
事
故
を
起
こ
し

カ
ー
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
﹂
で
あ
れ

ば
︑
ど
の
国
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
で
あ

っ
て
も
︑
タ
イ
ヤ
店
は
安
心
し
て
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
さ
ら
に
い
え
ば
︑
日

本
国
内
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
団
体
で
あ
る
﹁
日

本
自
動
車
タ
イ
ヤ
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ａ
）﹂
に

加
盟
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
の
商
品
が
最
も
望
ま

し
い
で
す
︒

　

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ａ
に
加
盟
し
て
い
る
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
は
︑
製
造
し
た
タ
イ
ヤ
に
重
大
な
問
題
が

あ
っ
た
と
き
︑速
や
か
に﹁
リ
コ
ー
ル（
全
回
収
）﹂

を
申
告
し
ま
す
︒
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
タ
イ
ヤ

メ
ー
カ
ー
で
あ
れ
ば
︑﹁
使
用
３
年
後
に
発
生
す

る
不
具
合
﹂ま
で
想
定
し
て
︑リ
コ
ー
ル
し
ま
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
を
扱
う
者
は
︑
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ａ

加
盟
メ
ー
カ
ー
が
販
売
す
る
タ
イ
ヤ
の
安
全
性

を
信
用
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
︑
タ
イ
ヤ
の
中
に
高

圧
な
空
気
を
充
て
ん
で
き
る
の
で
す
︒

　

今
後
︑
日
本
の
タ
イ
ヤ
市
場
に
︑
世
界
の
関

た
場
合
︑﹁
保
険
適
用
外
﹂と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
︒

Ｎ
マ
ー
ク
入
り
の
タ
イ
ヤ
は
︑
最
高
速
度
時
速

３
０
０
㌔
㍍
以
上
の
走
行
環
境
で
あ
っ
て
も
︑
ハ

ン
ド
ル
が
ブ
レ
な
い
直
進
性
を
も
ち
︑
安
全
に

走
行
で
き
る
タ
イ
ヤ
で
す
︒

　

乗
用
車
タ
イ
ヤ
の
世
界
で
は
︑
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
の
世
界
シ
ェ
ア
（
総
売
上
金
額
）
に
関
係

な
く
︑
ポ
ル
シ
ェ
社
に
一
度
で
も
承
認
さ
れ
た
タ

イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
で
あ
れ
ば
︑﹁
高
い
製
造
技
術
を

も
つ
メ
ー
カ
ー
﹂
と
し
て
世
界
中
に
認
知
さ
れ

ま
す
︒
世
界
中
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
は
︑﹁
ポ
ル

シ
ェ
社
承
認
タ
イ
ヤ
﹂
の
称
号
を
得
る
た
め
に
技

術
開
発
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
︒

　

そ
う
し
た
業
界
事
情
が
あ
る
た
め
︑
乗
用
車

タ
イ
ヤ
で
ポ
ル
シ
ェ
社
の
承
認
が
得
ら
れ
た
メ
ー

税
問
題
で
﹁
売
り
先
﹂
を
失
っ
た
︑
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｍ

Ａ
非
加
盟
メ
ー
カ
ー
の
安
価
な
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ

ヤ
が
出
回
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

そ
う
し
た
安
価
な
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
最
大
の
問

題
点
は
︑
実
は
﹁
溝
が
深
す
ぎ
る
こ
と
﹂
に
あ

り
ま
す
︒
ミ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
の
タ
イ
ヤ
で
比
較
す

る
と
︑
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ａ
非
加
盟
メ
ー

カ
ー
の
タ
イ
ヤ
に
は
︑
加
盟
メ
ー
カ

ー
の
タ
イ
ヤ
よ
り
30
％
以
上
溝
の
深

い
も
の
が
あ
る
た
め
︑
偏
摩
耗
に
は

十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒
溝
が
深
す
ぎ
る
タ
イ
ヤ
を
位

置
交
換
せ
ず
に
使
い
続
け
る
と
︑
タ

イ
ヤ
の
接
地
面
が
凸
凹
に
な
り
ま

す
︒
そ
の
凸
凹
を
放
置
し
た
結
果
︑

た
と
え
ゴ
ム
の
鮮
度
が
生
産
後
２

年
以
内
の
も
の
で
あ
っ
て
も
︑
夏
場

に
突
然
バ
ー
ス
ト
す
る
事
例
も
あ

り
ま
す
︒
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ａ
非
加
盟
メ

ー
カ
ー
の
タ
イ
ヤ
を
使
う
と
き
は
︑

最
高
ク
ラ
ス
の
タ
イ
ヤ
ケ
ア
を
施
し

て
使
っ
て
く
だ
さ
い
︒
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「
ポ
ル
シ
ェ
承
認
タ
イ
ヤ
」

交
付
決
定
の
日
か
ら
令
和
８

年
２
月
13
日

㈮
ま
で
（
予

定
）︒

　

公
募
の
詳

細
や
申
請
様
式
等
に
つ
い
て

は
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵
二
次
元
コ
ー
ド
︶
を
参
照
︒

 

「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
加
速
化

事
業
費
補
助
金
」
募
集
開

始
６
月
12
日
㈭
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
は
現
在
︑
令

和
７
年
度
﹁
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
加
速
化
事
業
費
補
助
金
﹂

の
募
集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
荷
主
企
業
お
よ

び
貨
物
運
送
事
業
者
（
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
者
等
）
等

の
物
流
に
係
る
関
係
者
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
協
議
会
が
︑

コ
ン
テ
ナ
ラ
ウ
ン
ド
ユ
ー
ス

等
の
先
進
的
な
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
の
取
り
組
み
を
実
施
す

る
場
合
に
︑
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
の
推
進
に
資
す
る
機
器
の

導
入
等
を
行
う
実
証
事
業
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
︒

　

公
募
期
間
は
︑
６
月
12
日

㈭
16
時
ま
で
（
必
着
）︒
補

助
対
象
事
業
者
へ
の
交
付
決

定
は
６
月
下
旬
頃
を
予
定
︒

事
業
期
間
は
︑
交
付
決
定
日

~
令
和
８
年
１
月
30
日
㈮
︒

　

公
募
の
詳
細
や
申
請
様
式

等
に
つ
い
て

は
︑
同
補
助

金
特
設
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶
を
参
照
︒

 

「
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
」
利

用
促
進
支
援
事
業
費
補
助

金
の
募
集
を
開
始

６
月
12
日
㈭
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

荷
役
作
業
の
効
率
化
の
た
め

の
﹁
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
﹂

の
利
用
促
進
支
援
事
業
費
補

助
金
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ

ト
事
業
を
営
む
事
業
者
か

ら
︑
補
助
対
象
要
件
パ
レ
ッ

ト
を
導
入
す
る
荷
主
・
物
流

事
業
者
等
に
対
し
︑
荷
役
作

業
の
効
率
化
に
取
り
組
む
事

業
お
よ
び
補
助
対
象
要
件
パ

レ
ッ
ト
を
効
果
的
に
活
用
し

て
物
流
改
善
に
取
り
組
む
事

業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
︒
公
募
期
間

は
︑
６
月
12
日
㈭
16
時
ま
で

（
必
着
）︒
補
助
対
象
事
業

者
へ
の
交
付
決
定
は
︑
６
月

下
旬
頃
を
予
定
︒
事
業
期
間

は
︑
交
付
決
定
日
~
令
和
８

年
１
月
23
日
㈮
︒

　

公
募
の
詳
細
や
申
請
様
式

等
に
つ
い
て

は
︑
同
補
助

金
特
設
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶
を
参
照
︒

物
流
課
題
解
決
に
向
け

た
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を

開
催

５
月
23
日
㈮
10
時
／
15
時

　

国
土
交
通
省
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
荷
主
特
別
対
策
室
主
催
の

﹁
物
流
課
題
解
決
に
向
け
た

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
﹂
を
︑

５
月
23
日
㈮
の
10
時
と
15
時

に
開
催
す
る
︒

　

同
説
明
会
で
は
︑
新
物
流

効
率
化
法
（
努
力
義
務
に
関

す
る
判
断
基
準
）・
改
正
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
契

約
文
書
化
等
）
に
関
す
る
最

新
情
報
や
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
・
荷
主
事
業
者
等
の

取
組
事
例
の
紹
介
︑
運
賃
交

渉
に
活
用
可
能
な
資
料
な
ど

を
提
供
︒

　

国
交
省
で
は
︑
参
加
希
望

者
に
対
し
︑

特
設
ペ
ー
ジ

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
か
ら
の

希
望
回
へ
の
申
し
込
み
と
︑

同
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒
な
お
︑
特
設

ペ
ー
ジ
は
順
次
更
新
予
定
︒

 
令
和
７
年
度
「
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
等
推
進
事
業
」
の
募

集
を
開
始

６
月
６
日
㈮
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
７
年
度
﹁
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
等
推
進
事
業
﹂（
補
助

事
業
）
の
応
募
を
受
け
付
け

て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
︑
流
通
業
務

の
省
力
化
に
よ
る
持
続
可
能

な
物
流
体
系
の
構
築
を
図
る

た
め
に
実
施
す
る
も
の
︒
今

年
度
事
業
で
は
︑
貨
客
混
載

を
は
じ
め
と
す
る
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
の
配
送
効
率
化
に

つ
い
て
過
疎
地
域
以
外
の
取

り
組
み
も
補
助
対
象
と
す

る
︒
対
象
事
業
は
次
の
通
り
︒

①
物
流
効
率
化
法
に
基
づ
く

総
合
効
率
化
計
画
策
定
の
た

め
の
調
査
事
業
（
総
合
効
率

化
計
画
策
定
事
業
）

②
物
流
効
率
化
法
の
総
合
効

率
化
計
画
に
基
づ
き
実
施
す

る
事
業
（
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

推
進
事
業
・
幹
線
輸
送
集
約

化
推
進
事
業
・
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
配
送
効
率
化
推
進
事

業
・
中
継
輸
送
推
進
事
業
）

　

補
助
対
象
事
業
者
は
︑
荷

主
お
よ
び
物
流
事
業
者
等
物

流
に
係
る
関
係
者
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
協
議
会
︒
補
助

対
象
経
費
（
補
助
率
）
の
上

限
総
額
は
︑
①
が
５
０
０
万

円
︑
②
が
１
千
万
円
で
︑
予

算
額
は
１
億
５
１
２
０
万
円
︒

応
募
期
限
は
６
月
６
日
㈮
17

時
（
必
着
）︒

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
︒

 
「
地
域
連
携
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
等
促
進
事
業
」
募
集
開

始
６
月
９
日
㈪
17
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
は
５
月
１
日

か
ら
︑﹁
地
域
連
携
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
等
促
進
事
業
﹂
の

募
集
を
開
始
す
る
︒

　

同
事
業
は
︑
地
域
の
産
業

振
興
等
を
担
う
地
方
公
共
団

体
や
産
業
団
体
・
経
済
団

体
︑荷
主
︑物
流
事
業
者
（
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
等
）

等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
協

議
会
等
が
︑
地
域
の
産
業
振

興
等
と
連
携
し
た
先
進
的
な

取
引
を
行
う
際
の
検
討
に
必

要
な
調
査
・
分
析
に
か
か
る

費
用
や
物
流
の
効
率
化
と
持

続
的
成
長
に
向
け
て
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
等
を
強
力
に
推
進

す
る
た
め
の
物
流
拠
点
の
整

備
や
設
備
・
機
器
の
導
入
︑

実
証
運
行
等
に
要
す
る
経
費

に
対
し
︑
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
︒
補
助
対
象
経
費
は
︑

①
地
域
の
物
流
量
の
把
握
・

可
視
化
等
に
必
要
な
調
査
・

分
析
経
費
︑
②
協
議
会
等
の

運
営
経
費
︑
③
共
同
輸
配
送

や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等
の
物

流
効
率
化
に
向
け
た
実
証
経

費
︒

　

公
募
期
間
は
︑
５
月
１
日

㈭
~
６
月
９
日
㈪
17
時
ま
で

（
必
着
）︒
事
業
期
間
は
︑

 

「
物
流
拠
点
機
能
強
化
支

援
事
業
」
の
公
募
を
開
始

公
募
期
限
11
月
28
日
㈮

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

物
流
施
設
の
災
害
対
応
能
力

の
強
化
等
を
図
る
た
め
の

﹁
物
流
拠
点
機
能
強
化
支
援

事
業
﹂（
補
助
事
業
）
の
公

募
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
災
害
対
応
能

力
の
強
化
を
図
る
た
め
に
非

常
用
電
源
設
備
の
導
入
支
援

を
行
い
︑
物
流
拠
点
に
お
い

て
電
源
機
能
を
維
持
し
︑
迅

速
か
つ
円
滑
な
物
資
輸
送
体

制
の
確
保
を
目
指
す
た
め
に

実
施
す
る
も
の
︒

　

補
助
対
象
設
備
は
非
常
用

電
源
設
備
（
発
電
設
備
ま
た

は
蓄
電
池
）
で
︑
非
常
用
電

源
設
備
の
導
入
費
（
設
計
・

工
事
費
含
む
）
を
補
助
︒
補

助
率
は
２
分
の
１
以
内
（
上

限
１
５
０
０
万
円
）︒

　

補
助
対
象
事
業
者
は
︑
施

設
基
準
︵
表
１
︶
の
（
オ
）

以
外
を
満
た
し
︑
小
規
模
施

設
（
施
設
面
積
１
０
０
０
㎡

未
満
）
で
な
く
︑
表
２
（
①

~
④
）
の
意
向
が
あ
る
物
資

輸
送
拠
点
施
設
に
お
い
て
︑

非
常
用
電
源
設
備
の
導
入
を

行
う
事
業
を
実
施
す
る
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
者
︑
貨
物

利
用
運
送
事
業
者
︑
倉
庫
事

業
者
︑
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ

ル
事
業
者
︑
物
流
不
動
産
開

発
事
業
者
︒

　

公
募
期
限
は
11
月
28
日
㈮

17
時
（
必
着
）
で
︑
先
着
順

の
た
め
︑
補
助
金
申
請
額
が

予
算
額
を
超
過
し
た
場
合
等

は
補
助
金
が
交
付
さ
れ
な
い

可
能
性
が
あ
る
︒

　

詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
︒

表 1 施設基準
「大規模地震・津波災害応急対策対処方針（平成 29 年 12 月 21 日中央防災会議幹事会決定、
令和 5 年 5 月 23 日最終改定）」より抜粋
ア 新耐震基準に適合した施設であること（昭和56年6月1日以降に耐震補強工事を行った施設を含む）
イ 屋根があること（エアテント等の代替措置によることも含む）
ウ フォークリフトを利用できるよう床の強度が十分であること
エ 12ｍトラック（大型）が敷地内に進入でき、荷役作業を行う空間が確保できること
オ 非常用電源が備えられていること
カ 原則として津波浸水地域外にある施設であること
キ 避難所となる行政庁舎、学校、体育館ではないこと
※�補助対象施設が各自治体のハザードマップ上で示されている津波浸水地域内に立地している場合であっても、基
礎工事等によって補助対象設備を被害が想定される浸水深より高い位置に設置する場合は、補助の対象とする

表 2 補助対象の物資輸送拠点施設に求められる意向
① 災害時等に地方公共団体等から協力要請があった場合には、対応可能な範囲内で協力すること
② 地方公共団体と災害時等の施設利用協定を締結すること
③ 地方公共団体が行う訓練に参加すること
④ 地方公共団体が行う災害時等の施設利用に関する調査に協力すること

 

物
流
拠
点
に
関
す
る
今
後

の
政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め

物
流
拠
点
の
今
後
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会

　

国
土
交
通
省
は
４
月
９
日
︑

﹁
物
流
拠
点
の
今
後
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
座

長
:
大
島
弘
明
流
通
経
済

大
学
流
通
情
報
学
部
教
授
）

に
お
い
て
報
告
書
を
取
り
ま

と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑﹁
物
流
２

０
２
４
年
問
題
﹂
な
ど
に
社

会
が
直
面
す
る
中
︑
地
域
全

体
の
産
業
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る

物
流
拠
点
へ
の
ニ
ー
ズ
の
変

化
︑
ア
セ
ッ
ト
の
老
朽
化
︑

物
流
拠
点
の
役
割
や
供
給
方

法
の
多
様
化
等
の
状
況
の
変

化
も
踏
ま
え
︑
物
流
拠
点
に

係
る
政
策
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
開
催
さ
れ
て
き
た

も
の
︒
計
４
回
の
議
論
を
経

て
︑同
検
討
会
は
同
日
︑﹃﹁
物

流
拠
点
の
今
後
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会
﹂
報
告
書
﹄

を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

同
報
告
書
で
は
︑ 

物
流
拠

点
が
直
面
し
て
い
る
課
題
と

し
て
︑
①
全
体
最
適
を
見
据

え
た
政
策
的
な
物
流
拠
点
の

配
置
︑
②
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

変
容
（
中
継
輸
送
等
）
へ
の

対
応
︑
③
物
流
拠
点
の
老
朽

化
︑
④
沿
岸
部
の
物
流
拠
点

に
お
け
る
供
給
量
不
足
︑
⑤

地
域
と
の
合
意
形
成
︱
︱
を

挙
げ
︑
今
後
の
方
向
性
と
そ

れ
に
対
す
る
支
援
策
と
し

て
︑
①
物
流
拠
点
の
整
備
に

係
る
国
の
方
針
策
定
等
︑
②

基
幹
物
流
拠
点
の
整
備
に
係

る
関
与
・
支
援
︑
③
公
共
性

の
高
い
物
流
拠
点
の
整
備
・

再
構
築
に
係
る
関
与
・
支
援

︱
︱
の
３
点
を
示
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
同
報
告
書

で
示
さ
れ
た
今
後
の
政
策
の

方
向
性
等
を
踏
ま
え
︑
物
流

拠
点
に
係
る
政
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

同
報
告
書
の
詳
細
は
︑
国

交
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
︒
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ

ー
ト
」「
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
」
の
運
用
を
開
始

積
極
的
な
熱
中
症
予
防
行
動
を

　

環
境
省
で
は
４
月
23
日
か

ら
︑
令
和
７
年
度
﹁
熱
中
症

特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
﹂
お
よ

び﹁
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
﹂

の
運
用
を
開
始
し
て
い
る
︒

　

近
年
︑
気
候
変
動
等
の
影

響
に
よ
り
︑
国
内
の
熱
中
症

に
よ
る
救
急
搬
送
人
員
は
毎

年
数
万
人
を
超
え
︑
死
亡
者

数
も
高
い
水
準
で
推
移
し
て

い
る
︒こ
の
状
況
を
踏
ま
え
︑

環
境
省
で
は
令
和
３
年
度
か

ら
︑
気
象
庁
と
共
同
で
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
を
運
用

し
︑
熱
中
症
へ
の
警
戒
を
呼

び
か
け
て
き
た
︒

　

ま
た
︑
５
年
に
は
︑
気
温

が
特
に
著
し
く
高
く
な
り
︑

熱
中
症
に
よ
る
人
の
健
康
に

対
す
る
重
大
な
被
害
が
生
じ

る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
発

表
す
る
﹁
熱
中
症
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
﹂が
創
設
さ
れ
た
︒

　

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー

ト
と
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

の
概
要
は
︑
別
掲
の
通
り
︒

運
用
期
間
は
︑
４
月
23
日
㈬

か
ら
10
月
22
日
㈬
ま
で
︒

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
︑﹁
環

境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ

ト
﹂︵
二
次
元
コ
ー
ド
①
︶︑

個
人
向
け
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
︵
二
次
元
コ
ー
ド
②
︶︑

環
境
省
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
︵
二
次
元
コ
ー
ド
③
︶

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
︒

熱中症警戒情報・熱中症特別警戒情報について

熱中症警戒情報 熱中症特別警戒情報
一般名称 熱中症警戒アラート 熱中症特別警戒アラート

位置づけ 気温が著しく高くなることにより熱中症による人
の健康に係る被害が生ずるおそれがある場合
熱中症の危険性に対する気づきを促す

＜これまでの発表回数＞
回 回 回

： 回

気温が特に著しく高くなることにより熱中症による人の
健康に係る重大な被害が生ずるおそれがある場合
全ての人が、自助による個人の予防行動の実践に
加えて、共助や公助による予防行動の支援

年 月から運用を開始。発表は一度もなし。

発表基準 府県予報区内の１地点以上で暑さ指数
（ ）が 以上になると予測した場合に
発表

都道府県内の、全ての暑さ指数情報提供地点で、
翌日の日最高暑さ指数（ ）が 以上にな
ると予測した場合に該当都道府県に発表
（上記以外の自然的社会的状況に関する発表基
準について、令和６年度以降も引き続き検討）

発表時間 前日１７時頃 及び 当日朝５時頃に発表 前日 時頃における翌日の予測値で判断し、
前日１４時頃に発表

令和７年度運用期間：令和７年４月 日～令和７年 月 日

 

熱
中
症
対
策
義
務
化
へ
の

対
応
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
動
画

を
公
開
中６月

30
日
ま
で
配
信

　

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一

部
改
正
に
よ
り
︑
６
月
１
日

か
ら
事
業
者
の
職
場
に
お
け

る
熱
中
症
対
策
が
義
務
化

︵
関
連
12
面
︶
さ
れ
る
こ
と

を
受
け
︑
日
本
経
済
団
体
連

合
会
（
経
団
連
）
は
４
月
15

日
︑
緊
急
セ
ミ
ナ
ー
﹁
職
場

に
お
け
る
熱
中
症
対
策
義
務

化
へ
の
対
応
﹂
を
開
催
︒
経

団
連
で
は
現
在
︑
同
セ
ミ
ナ

ー
動
画
の
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信

を
行
っ
て
い
る
（
配
信
期
限

６
月
30
日
㈪
）︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
①
熱

中
症
対
策
義
務
化
に
係
る
改

正
省
令
（
厚
生
労
働
省
）︑

②
熱
中
症
対
策
の
取
り
組
み

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
）
︱
︱

に
つ
い
て
説
明
︒
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︵
二
次
元

コ
ー
ド
︶に
も
︑

同
セ
ミ
ナ
ー
動
画
の
視
聴
方

法
（
リ
ン
ク
︑パ
ス
ワ
ー
ド
）

や
資
料
等
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
︒

　

経
団
連
で
は
︑
同
セ
ミ
ナ

ー
動
画
を
視
聴
し
︑
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
対
策
の
取
り

組
み
の
参
考
と
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
︒

令
和
７
年
度
専
門
紙
記
者
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
︑
７
年

度
助
成
事
業
に
関
す
る
説
明

を
行
っ
た
︒

　

運
送
事
業
者
等
が
使
用
す

る
ト
ラ
ッ
ク
の
電
動
化
（
電

気
自
動
車
︑
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
︑
燃
料

電
池
自
動
車
等
）
お
よ
び
充

電
設
備
の
普
及
を
図
る
た
め

に
︑
電
動
車
お
よ
び
充
電
設

備
を
導
入
す
る
際
の
購
入
資

金
の
一
部
を
支
援
す
る
︑
令

和
６
年
度
補
正
予
算
﹁
商
用

車
等
の
電
動
化
促
進
事
業

（
ト
ラ
ッ
ク
）﹂に
つ
い
て
は
︑

３
月
31
日
か
ら
公
募
を
開
始

︵
本
紙
４
月
５
日
号
既
報
︶︒

補
助
対
象
車
両
は
︑
７
年
２

月
３
日
か
ら
８
年
１
月
30
日

ま
で
に
︑新
車
新
規
登
録
（
新

車
新
規
検
査
）
を
受
け
て
い

る
車
両
︒
補
助
対
象
充
電
設

備
は
︑
交
付
決
定
日
か
ら
８

年
１
月
30
日
ま
で
に
︑
交
付

決
定
し
︑
事
業
が
完
了
し
た

充
電
設
備
︒
申
請
受
付
期
間

は
︑
８
年
１
月
30
日
ま
で
︒

な
お
︑
同
事
業
の
詳
細
は
︑

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶を
参
照
︒

　

ま
た
︑
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
対
し
て
よ
り
二

酸
化
炭
素
削
減
効
果
の
高
い

ト
ラ
ッ
ク
（
２
０
２
５
年
度

燃
費
基
準
相
当
を
達
成
し
て

い
る
車
両
）
へ
の
買
い
替
え

を
支
援
す
る
︑
令
和
７
年
度

﹁
低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト

ラ
ッ
ク
普
及
加
速
化
事
業
﹂

に
つ
い
て
は
︑
５
月
下
旬
か

ら
申
請
受
付
を
行
う
予
定
︒

同
事
業
の
詳
細
は
︑
決
ま
り

次
第
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
告
知
さ
れ
る
ほ
か
︑
本

紙
に
も
掲
載
予
定
︒

雇
用
管
理
改
善
に
対
し

て
助
成
を
実
施

人
材
確
保
等
支
援
助
成
金

（
雇
用
管
理
制
度
・
雇
用
環
境
整

備
助
成
コ
ー
ス
）
を
ス
タ
ー
ト

　

厚
生
労
働
省
は
４
月
１
日

か
ら
︑﹁
人
材
確
保
等
支
援

助
成
金
（
雇
用
管
理
制
度
助

成
コ
ー
ス
）﹂（
令
和
４
年
４

月
か
ら
休
止
中
）
の
一
部
内

容
を
見
直
し
︑﹁
人
材
確
保

等
支
援
助
成
金
（
雇
用
管
理

制
度
・
雇
用
環
境
整
備
助
成

コ
ー
ス
）﹂
と
し
て
受
付
を
開

始
し
た
︒

　

同
助
成
コ
ー
ス
は
︑
人
材

不
足
の
解
消
を
目
的
に
︑
雇

用
管
理
制
度
（
賃
金
規
定
制

度
︑
諸
手
当
等
制
度
︑
人
事

評
価
制
度
︑
職
場
活
性
化
制

度
︑
健
康
づ
く
り
制
度
）
や

従
業
員
の
直
接
的
な
作
業
負

担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
機
器

・
設
備
等
の
導
入
を
通
じ
︑

働
き
や
す
い
・
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
︑

職
場
定
着（
離
職
率
の
低
下
）

に
取
り
組
む
事
業
主
を
支
援

す
る
も
の
︒
雇
用
管
理
の
改

善
を
行
い
︑
離
職
率
低
下
の

目
標
な
ど
を
達
成
し
た
場
合

に
は
︑最
大
２
３
０
万
円
（
賃

金
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は

最
大
２
８
７
・
５
万
円
）
が

助
成
さ
れ
る
︒

　

助
成
内
容
お
よ
び
助
成
額

は
︑
表
の
通
り
︒

　

詳
細
は
︑

厚
労
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
の
こ
と
︒

 

不
妊
治
療
と
仕
事
と
の
両

立
実
現
に
向
け
て

「
職
場
づ
く
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
」と「
サ

ポ
ー
ト
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
公
開

　

厚
生
労
働
省
は
４
月
３
日
︑

﹁
不
妊
治
療
を
受
け
な
が
ら

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く

り
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂︵
写

真
︶
と
﹁
不
妊
治
療
と
仕
事

と
の
両
立
サ
ポ
ー
ト
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
﹂
を
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）で
公
開
し
た
︒

　

現
在
︑
様
々
な
企
業
で
︑

社
員
が
不
妊
治
療
を
受
け
な

が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
に
取
り
組
む
動
き
が

拡
が
っ
て
い
る
︒
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
︑離
職
の
防
止
︑

社
員
の
安
心
感
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
︑
新
た
な
人

材
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
な
ど

に
繋
が
り
︑
企
業
に
と
っ
て

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
︒

　

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
︑
企

業
が
不
妊
治
療
と
仕
事
の
両

国
、
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
新
た
な
契
約
の

基
本
方
針
定
め
る

官
公
需
の
価
格
交
渉
・

転
嫁
を
促
進
へ

　

経
済
産
業
省
は
４
月
22

日
︑
同
日
に
﹁
令
和
７
年
度

中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等

の
契
約
の
基
本
方
針
﹂
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
︑
国
︑
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
︑
新
た
な
契
約
の
基

本
方
針
を
定
め
る
と
と
も

に
︑
迅
速
か
つ
適
切
な
価
格

交
渉
・
転
嫁
等
を
要
請
し
た
︒

　

同
基
本
方
針
は
︑
別
掲
で

挙
げ
た
内
容
で
︑
官
公
需
に

お
け
る
価
格
交
渉
・
転
嫁
等

に
つ
い
て
︑
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
向
け
契
約
目
標

お
よ
び
措
置
事
項
を
定
め
て

い
る
︒

　

経
産
省
で
は
同
日
︑
国
︑

公
共
団
体
に
対
し
て
︑
基
本

方
針
を
正
式
に
通
知
す
る
と

と
も
に
︑
官
公
需
の
価
格
交

渉
・
転
嫁
に
つ
い
て
実
際
に

協
議
を
担
当
す
る
職
員
等
に

向
け
て
周
知
徹
底
す
る
こ
と

を
要
請
︒
今
後
は
︑
関
係
省

庁
と
連
携
し
︑
基
本
方
針
の

説
明
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ

て
︑
国
︑
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
丁
寧
に
周
知
し
︑
中

小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増

大
お
よ
び
官
公
需
の
価
格
交

渉
・
転
嫁
の
促
進
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
︒

 

「
高
圧
ガ
ス
移
動
監
視
者
講

習
」
５
月
20
日
か
ら
受
付

（
特
民
）
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

　

経
済
産
業
省
所
管
の
特
別

民
間
法
人
・
高
圧
ガ
ス
保
安

協
会
で
は
︑令
和
７
年
度
﹁
高

圧
ガ
ス
移
動
監
視
者
講
習
﹂

の
申
し
込
み
を
５
月
20
日
か

ら
受
け
付
け
る
︒

　

高
圧
ガ
ス
移
動
監
視
者
と

は
︑
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基

づ
き
︑
高
圧
ガ
ス
の
容
器
を

輸
送
す
る
際
の
安
全
輸
送
に

努
め
る
者
の
こ
と
で
︑
移
動

の
方
法
が
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

や
ト
ラ
ッ
ク
等
に
よ
る
容
器

の
ば
ら
積
み
の
場
合
に
必
要

な
国
家
資
格
︒
オ
ン
ラ
イ
ン

講
習
で
実
施
さ
れ
︑
今
年
度

の
受
付
・
講
習
期
間
お
よ
び

検
定
日
は
表
の
通
り
︒
受
講

・
受
検
料
が
４
月
か
ら
２
６

０
０
円
引
き
下
げ
ら
れ
︑
１

万
３
２
０
０
円
と
な
っ
た
︒

同
講
習
に
関
す
る
詳
細
や
申

し
込
み
先
等

は
同
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
を
参
照
︒

受付期間 講習期間 検定日

① 7年 5月20日
～ 6月 2日

7年 8月 1日
～ 8月21日

7年
 8月31日

② 7年 7月15日
～ 7月28日

7年10月21日
～11月10日

7年
11月21日

③ 7年11月 4日
～11月17日

8年 1月23日
～ 2月12日

8年
 2月20日

立
支
援
に
取
り
組
む
意
義
に

つ
い
て
説
明
︒
ま
た
︑
不
妊

治
療
と
仕
事
と
の
両
立
支
援

導
入
ス
テ
ッ
プ
や
︑
支
援
す

る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

で
は
︑
職
場
内
で
不
妊
治
療

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
︑

不
妊
治
療
の
内
容
や
職
場
で

の
配
慮
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
︒

　

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
同
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
は
︑

厚
労
省
Ｈ
Ｐ

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

 

「
多
様
な
仲
間
と　

築
く

安
全　

未
来
の
職
場
」

「
全
国
安
全
週
間
」

７
月
に
実
施

　

厚
生
労
働
省
で
は
７
月
１

日
か
ら
１
週
間
︑
令
和
７
年

度
﹁
全
国
安
全
週
間
﹂
を
実

施
す
る
︒

　

今
回
で
98
回
目
と
な
る
同

週
間
は
︑
労
働
災
害
を
防
止

す
る
た
め
に
︑
産
業
界
で
の

自
主
的
な
活
動
の
推
進
と
︑

職
場
で
の
安
全
に
対
す
る
意

識
を
高
め
︑
安
全
を
維
持
す

る
活
動
の
定
着
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
い
る
︒

　

労
働
災
害
は
長
期
的
に
は

減
少
し
て
い
る
が
︑
令
和
６

年
は
︑
死
亡
災
害
は
前
年
を

下
回
る
見
込
み
で
あ
る
も
の

の
︑
休
業
４
日
以
上
の
死
傷

災
害
は
前
年
を
上
回
る
見
込

み
で
あ
り
︑
近
年
︑
増
加
傾

向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
で
あ
る
︒
特
に
︑
転
倒

や
腰
痛
と
い
っ
た
労
働
者
の

作
業
行
動
に
起
因
す
る
死
傷

災
害
︑
墜
落
・
転
落
な
ど
の

死
亡
災
害
が
依
然
と
し
て
後

を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
る
︒

　

７
年
度
は
︑﹁
多
様
な
仲

間
と　

築
く
安
全　

未
来
の

職
場
﹂の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
︑

同
週
間
を
実
施
︒
７
月
１
日

㈫
~
７
日
㈪
を
﹁
全
国
安
全

週
間
﹂︑
６
月
１
日
㈰
~
30

日
㈪
を
準
備
期
間
と
し
て
︑

各
職
場
に
お
け
る
巡
視
や
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
掲
示
︑
労
働
安

全
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催

な
ど
︑
様
々
な
取
り
組
み
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

 

６
月
１
日
か
ら
事
業
者
へ
の

職
場
の
熱
中
症
対
策
義
務

化改正
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
」

が
公
布

　

職
場
で
の
熱
中
症
に
よ
る

死
者
数
が
令
和
４
・
５
年
と

２
年
連
続
で
30
人
を
超
え
︑

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

強
化
が
急
務
で
あ
っ
た
こ
と

を
受
け
︑
厚
生
労
働
省
は
今

年
３
月
開
催
の
第
１
７
５
回

﹁
労
働
政
策
審
議
会
安
全
衛

生
分
科
会
﹂
で
︑
熱
中
症
対

策
を
罰
則
付
き
で
事
業
者
に

義
務
付
け
る
﹁
労
働
安
全
衛

生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
案
﹂要
綱
を
了
承
し
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
熱
中
症
の

お
そ
れ
が
あ
る
作
業
者
を
早

期
に
見
つ
け
︑
そ
の
状
況
に

応
じ
︑
迅
速
か
つ
適
切
に
対

処
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

た
め
に
︑
労
働
安
全
衛
生
規

則
を
一
部
改
正
す
る
省
令
を

４
月
15
日
に
公
布
し
た
︒
こ

の
改
正
に
よ
り
︑
新
た
に
事

業
者
に
対
し
︑
熱
中
症
の
お

そ
れ
が
あ
る
作
業
者
を
早
期

発
見
す
る
た
め
の
体
制
整
備

や
︑
重
篤
化
防
止
の
た
め
の

措
置
実
施
手
順
の
作
成
︑
関

係
作
業
者
へ
の
周
知
を
義
務

付
け
る
︒
同
省
令
の
施
行
期

日
は
６
月
１
日
で
︑
厚
労
省

で
は
事
業
者
に
対
し
︑
熱
中

症
に
よ
る
死
亡
災
害
の
減
少

に
向
け
た
取
り
組
み
を
呼
び

か
け
て
い
る
︵
関
連
12
面
︶︒

 

令
和
７
年
度
助
成
事
業
に

関
す
る
説
明
を
実
施ＬＥ

Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
４

月
11
日
︑
東
京
都
千
代
田
区

の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
︑

　

同
白
書
は
︑
中
企
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
二
次
元
コ
ー
ド
︶

よ
り
閲
覧
可
能
︒

 

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補

助
金
︵
一
般
型
︶
第
２
回

公
募
受
付
中

公
募
締
切
５
月
30
日
㈮
17
時

　

中
小
企
業
庁
で
は
現
在
︑

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助

事
業
（
一
般
型
）
の
第
２
回

公
募
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
補
助
金
は
︑
中
小
企
業

等
の
売
上
拡
大
や
生
産
性
向

上
を
後
押
し
す
る
た
め
︑
人

手
不
足
に
悩
む
中
小
企
業
等

が
︑
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
等

の
人
手
不
足
解
消
に
効
果
が

あ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
活

用
し
た
設
備
を
導
入
す
る
た

め
の
事
業
費
等
の
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ

り
︑
省
力
化
投
資
を
支
援
す

る
も
の
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
中

小
企
業
等
の
付
加
価
値
額
や

生
産
性
向
上
を
図
り
︑
賃
上

げ
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
︒

　

補
助
対
象
は
中
小
企
業

者
︑
小
規
模
企
業
者
・
小
規

模
事
業
者
等
で
︑
公
募
締
切

は
５
月
30
日
㈮
17
時
︒
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
同
事
業
事
務

局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
︒

「令和７年度中小企業者に関する
国等の契約の基本方針」（概要）

・�中小企業・小規模事業者向け契約目標は、国等を全体
として引き続き61％、新規中小企業者向け契約目標は、
3％以上とすること
・�また、コスト増加分の価格交渉・転嫁に応じるように、複
数年度にわたる物件および役務の契約においては、「労
務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」（令
和5年 11月29日策定）を参考に、受注者からの申出
がなくとも国等から年に１回以上の協議を行うこと
・�ダンピング受注の排除を進め、低入札価格調査を行う際、
実勢価格に沿った単価になっているか、業務に必要な工
数が適切に計上されているかを確認し、実効性ある低入
札調査を確保すること　等

①「環境省熱中症
予防情報サイト」

②個人向けメール配
信サービス

③環境省LINE公式
アカウント

表　助成内容および助成額

導入が必要なメニュー 助成額
（※１）

上限額
（※ 2）

A　雇用管理制度の導入

a　賃金規定制度（※ 3）
（賃金表の整備）

40万円
（50万円）

80万円
（100万円）

b　諸手当等制度
（資格手当などの導入）

c　人事評価制度
（人事評価制度の導入）

d　職場活性化制度
（メンター制度等の導入） 20万円

（25万円）e　健康づくり制度
（人間ドックの実施）

B　�業務負担軽減機器等の導入（労働者の業務負担の軽減が
図られる機器・設備等の導入）

対象経費の 1/2
(62.5/100)

150 万円
(187.5 万円 )

※１ カッコ内の金額は、賃金要件（5％以上の賃上げ）を満たした場合の額
※２ �上限額は、複数の雇用管理制度または労働者の業務負担の軽減が図られる機器・設備等を導入した際の助成上限額
※３ 「a　賃金規定制度」は中小企業が対象

中央職業能力開発協会中央職業能力開発協会
令和７年度（前期）「ロジ検定」令和７年度（前期）「ロジ検定」

受験申請を受付中受験申請を受付中
　中央職業能力開発協会では現在、「ビジネス・キャリア検定試験　ロジスティクス
分野（ロジ検定）」令和7年度（前期）の受験申請を受け付けている。
　ロジ検定には、「１級 ロジスティクス」、「２級・３級 ロジスティクス管理」、「２級・３
級 ロジスティクス・オペレーション」、「BASIC級 ロジスティクス」の全
6試験があり、物流・ロジスティクス業界における人材育成ツールのひと
つとして活用されている。令和 7年度試験日程は次の通り。申請等に
関する詳細は同検定ホームページ（二次元コード）を参照。

【前期試験】（1級・2級・3級）
　試験日：令和7年 10月5日㈰／申請期限：令和7年 7月11日㈮
【後期試験】（2級・3級・BASIC級）
　試験日：令和8年 2月15日㈰
　／申請期間：令和7年 10月6日㈪～令和7年 12月5日㈮

不妊治療を受けながら
働き続けられる

職場づくりのためのマニュアル

事業主・人事部門向け

令和６年度 不妊治療を受けやすい休暇制度等環境整備推進事業

令和７年３月

②小規模企業白書 ①中小企業白書

「
経
営
力
」
に
焦
点
を

当
て
て
分
析

中
小
企
業
白
書
・

小
規
模
企
業
白
書

　

中
小
企
業
庁
が
取
り
ま
と

め
た
﹁
令
和
６
年
度
中
小
企

業
の
動
向
﹂
お
よ
び
﹁
令
和

７
年
度
中
小
企
業
施
策
﹂（
中

小
企
業
白
書
）︑
な
ら
び
に

﹁
令
和
６
年
度
小
規
模
企
業

の
動
向
﹂
お
よ
び
﹁
令
和
７

年
度
小
規
模
企
業
施
策
﹂（
小

規
模
企
業
白
書
）
が
４
月
25

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
︒

　

円
安
・
物
価
高
の
継
続
や

﹁
金
利
の
あ
る
世
界
﹂
の
到

来
に
よ
る
生
産
・
投
資
コ
ス

ト
増
︑
構
造
的
な
人
手
不
足

な
ど
︑
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
が
直
面
す
る
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
︒
一
方
で
︑
地
域
経
済

・
日
本
経
済
全
体
の
成
長
の

観
点
か
ら
も
︑
雇
用
の
７
割

を
占
め
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
へ
の
期
待
は
大
き

く
︑
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

経
済
・
文
化
・
課
題
解
決
の

担
い
手
と
し
て
︑
地
域
経
済

基
盤
を
維
持
し
︑
地
域
の
ニ

ー
ズ
に
細
や
か
に
対
応
す
る

役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

激
変
す
る
環
境
に
お
い

て
︑
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
が
課
題
を
乗
り
越
え
︑

成
長
・
持
続
的
発
展
を
遂
げ

る
に
あ
た
っ
て
は
︑
経
営
者

が
︑
自
ら
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
と
方
向
性
を
把
握
し
︑

適
切
な
対
策
を
打
つ
力
と
し

て
の
﹁
経
営
力
﹂
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑
同
白
書
で

は
﹁
経
営
力
﹂
に
焦
点
を
当

て
︑
事
例
を
交
え
つ
つ
分
析

を
行
っ
て
い
る
︒

経 産 省
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売
上
高
お
よ
び
営
業
収
益

（
貨
物
運
送
事
業
収
入
）は
︑

令
和
３
年
以
降
︑
回
復
基
調

で
推
移
し
た
︒

　

売
上
高
（
兼
業
分
を
含
む

全
て
の
売
上
高
︑１
者
平
均
）

は
２
億
６
７
１
０
万
５
千
円

と
︑
前
年
度
（
２
億
５
５
４

２
万
３
千
円
）
に
比
べ
増
収

と
な
っ
た
︒
そ
の
う
ち
貨
物

運
送
事
業
収
入（
１
者
平
均
）

も
２
億
６
４
０
０
万
７
千
円

と
︑
前
年
度
（
２
億
５
３
８

３
万
円
）
に
比
べ
て
増
収
と

な
り
︑
前
期
に
引
き
続
き
︑

今
期
は
売
上
高
お
よ
び
貨
物

運
送
事
業
収
入
と
も
に
回
復

基
調
と
な
っ
た
︵
図
１
︶︒

　

輸
送
ト
ン
数（
１
者
平
均
）

は
８
万
１
１
０
０
㌧
で
︑
前

1
売
上
高
・
営
業
収
益
の
動
向

売
上
高
・
営
業
収
益
は

売
上
高
・
営
業
収
益
は前

期
に
引
き
続
き
回
復
基
調
に

前
期
に
引
き
続
き
回
復
基
調
に

と
な
っ
た
︒
業
界
全
体
の
輸

送
ト
ン
数
が
微
増
傾
向
に
あ

っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る

︵
図
２
︶︒

　

全
ト
協
が

四
半
期
ご
と

に
実
施
し
て

い
る
﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業

界
の
景
況
感

調
査
﹂
に
よ

る
と
︑
一
般

貨
物
に
お
け

る
﹁
輸
送
数

量
﹂︑﹁
営
業

収
入
﹂︑﹁
運

賃
料
金
の
水

準
﹂
の
判
断

指
標
に
つ
い

て
︑
輸
送
数

量
お
よ
び
営

業
収
入
は
横

ば
い
で
︑
運

賃
料
金
の
水

準
は
ゆ
る
や

か
な
運
賃
転

嫁
を
反
映

し
︑
回
復
基

調
で
推
移
し

た︵
図
３
︶︒

　

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る

営
業
損
益
は
︑
前
年
度
に
お

け
る
事
業
者
1
者
当
た
り
８

万
９
千
円
か
ら
１
３
７
万
６
千
円
増
加
し
︑
５
年
度
は
１

４
６
万
６
千
円
だ
っ
た
︒

　

ま
た
︑
売
上
高
営
業
損
益

率
（
全
て
の
事
業
）
は
１
・

０
％
と
︑
前
年
度
（
０
・
４

％
）
か
ら
０
・
６
ポ
イ
ン
ト

改
善
︒
営
業
収
支
営
業
損
益

率
（
貨
物
運
送
事
業
）
は
０

・
６
％
と
︑
前
年
度
（
０
・

０
％
）
か
ら
０
・
６
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
た
︵
図
４
︶︒

　

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る

経
常
損
益
は
︑
５
９
３
万
６

千
円
で
︑
前
年
度
経
常
損
益

（
４
６
１
万
円
）
に
比
べ
１
３

２
万
６
千
円
増
加
し
た
︒
ま

た
︑売
上
高
経
常
損
益
率（
全

て
の
事
業
）は
２
・
６
％
と
︑

前
年
度
（
２
・
２
％
）
か
ら

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
︑

営
業
収
益
経
常
損
益
率
（
貨

物
運
送
事
業
）
は
２
・
２
％

と
︑
前
年
度
（
１
・
８
％
）

か
ら
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
た
︵
図
５
︶︒

　

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る

黒
字
事
業
者
の
割
合
は
︑
営

業
損
益
段
階
の
黒
字
事
業
者

は
51
％
と
︑
前
年
度
か
ら
９

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
︒
ま
た
︑

経
常
損
益
段
階
の
黒
字
事
業

者
は
61
％
と
︑
前
年
度
か
ら

４
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
︵
図

６
︶︒

　

経
常
損
益
率
は
︑
大
規
模

事
業
者
が
け
ん
引
し
て
お

り
︑
小
規
模
事
業
者
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
継
続

し
て
い
る
︵
表
３
︶︒

年
度
（
８
万
３
０
０
㌧
）
と

比
較
し
て
１
・
１
％
の
増
加

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
こ
の
ほ
ど
︑
令
和
５
年
度

決
算
版
﹁
経
営
分
析
報
告
書
﹂（
対
象
期
間
:
令
和
４
年

10
月
〜
６
年
８
月
）
を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
分
析
対
象
期
間
中
は
︑
燃
料
価
格
の

高
止
ま
り
や
物
価
上
昇
︑
車
両
調
達
価
格
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
運
送
原
価
が
上
昇
し
て
い
る
が
︑
前
期
か
ら
ゆ
る
や

か
な
価
格
転
嫁
の
進
展
を
反
映
し
て
︑
営
業
損
益
・
経
常

損
益
と
も
に
︑わ
ず
か
に
回
復
傾
向
と
な
っ
た
︒
一
方
で
︑

人
件
費
︑
車
両
費
︑
燃
料
費
等
の
上
昇
分
に
係
る
運
賃
転

嫁
が
依
然
と
し
て
低
調
で
あ
り
︑
損
益
率
の
改
善
に
つ
い

て
は
事
業
規
模
に
よ
る
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
︒
特
に
︑
業
界
の
大
半
を
占
め
る

20
台
以
下
の
事
業
者
は
︑
運
送
原
価
上
昇
分
に
係
る
運
賃

転
嫁
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
︑
営
業
損
益
率
が
依
然
マ

イ
ナ
ス
圏
に
と
ど
ま
り
︑
業
績
回
復
は
大
幅
に
遅
れ
︑
厳

し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
（
表
１
・
２
）︒

　

同
報
告
書
で
は
︑
原
価
上
昇
分
を
運
賃
に
転
嫁
す
る
た

め
︑
法
令
改
正
に
よ
る
支
援
を
含
め
︑
継
続
的
な
輸
送
が

確
保
で
き
る
よ
う
支
援
策
を
一
段
と
拡
充
す
る
必
要
が

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
報
告
書
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
︒

図１

図２

表３

図３

図４

図６

図５

小規模事業者では営業損益率が依然マイナスに小規模事業者では営業損益率が依然マイナスに
適正運賃収受への支援策が求められる適正運賃収受への支援策が求められる

「経営分析報告書」令和５年度決算版を取りまとめ「経営分析報告書」令和５年度決算版を取りまとめ全ト協

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ�

Ｔ
Ｈ
Ｅ�

不

法
電
波
！
」
掲
げ
展
開

電
波
利
用
環
境
保
護

周
知
啓
発
強
化
期
間

　

総
務
省
で
は
︑
６
月
１
日

~
10
日
の
期
間
を
﹁
電
波
利

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
﹂
と
し
て
︑
電
波
利
用

環
境
保
護
に
関
す
る
周
知
啓

発
活
動
を
集
中
的
・
重
点
的

に
実
施
す
る
︒

　

同
強
化
期
間
は
︑
昭
和
52

年
度
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て

お
り
︑
令
和
７
年
度
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

不
法
電
波
！
﹂︒

　

同
省
で
は
同
期
間
中
︑
屋

外
広
告
媒
体
︑
専
門
紙
等
に

よ
る
周
知
・
啓
発
の
ほ
か
︑

関
係
団
体
へ
の
ポ
ス
タ
ー
・

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
︑

自
治
体
・
関
係
団
体
の
広
報

誌
等
を
活
用
し
た
周
知
・
啓

 

国
勢
調
査
へ
協
力
を

10
月
１
日
全
国
民
を
対
象

　

総
務
省
で
は
︑
今
年
10
月

１
日
に
実
施
さ
れ
る
︑
令
和

７
年
﹁
国
勢
調
査
﹂
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒
国

勢
調
査
は
︑
５
年
に
１
度
︑

日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
と

発
な
ど
を
行
う
︒

　

さ
ら
に
︑
６
月
の
１
か
月

間
を
﹁
不
法
及
び
違
反
無
線

局
対
策
強
化
期
間
﹂
と
し
︑

良
好
な
電
波
利
用
環
境
の
実

現
を
推
進
す
る
︒

世
帯
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

る
統
計
調
査
で
あ
り
︑
男
女

の
別
︑
出
生
の
年
月
︑
配
偶

者
の
有
無
︑
就
業
状
態
︑
従

業
地
ま
た
は
通
学
地
な
ど
人

に
関
す
る
事
項
や
︑
世
帯
員

の
数
︑
住
居
の
種
類
な
ど
世

帯
に
関
す
る
事
項
を
調
査
す

る
も
の
︒

 

令
和
７
年
国
内
貨
物
輸
送

の
見
通
し
︵
改
訂
︶

４
年
連
続
減
少
も

営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
は
微
増

Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所

　

Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所
は
こ
の

ほ
ど
︑
令
和
７
（
２
０
２
５

年
１
~
12
月
）
年
の
国
内
貨

物
輸
送
見
通
し
（
改
訂
）
を

公
表
し
た
︒
そ
れ
に
よ
る
と
︑

６
年
が
前
年
同
期
比
１
・
４

％
減
少
の
40
億
８
９
９
０
万

㌧
︑
７
年
は
︑
同
０
・
３
％

減
少
の
40
億
７
７
２
０
万
㌧

と
そ
れ
ぞ
れ
予
測
し
た
︒ 

　

７
年
の
品
類
別
輸
送
量
を

み
る
と
︑消
費
関
連
貨
物
は
︑

個
人
消
費
が
伸
び
悩
む
も
の

の
︑
物
価
上
昇
に
伴
う
輸
送

量
の
下
押
し
効
果
は
い
く
ぶ

ん
弱
ま
る
︒
さ
ら
に
夏
場
に

お
け
る
飲
料
需
要
な
ど
が
引

き
続
き
底
上
げ
に
寄
与
す
る

と
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑

上
期
は
堅
調
な
推
移
を
予
測

し
た
︒
そ
の
一
方
で
︑
下
期

に
つ
い
て
は
︑
個
人
消
費
の

伸
び
の
鈍
化
に
加
え
︑
前
年

同
期
に
お
け
る
大
幅
増
の
反

動
に
よ
り
弱
含
み
が
避
け
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
︑
ト
ー
タ

ル
で
は
同
０
・
８
％
増
と
予

測
し
た
︒ 

　

ま
た
︑生
産
関
連
貨
物
は
︑

鉱
工
業
生
産
が
３
年
連
続
で

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
反
動
も

あ
り
︑
小
幅
な
が
ら
プ
ラ
ス

へ
の
反
転
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
︑
同
０
・
８
％
増
を

見
込
む
︒
主
力
で
あ
る
鉄
鋼

に
大
き
な
盛
り
上
が
り
が
期

待
で
き
ず
︑
化
学
工
業
品
も

振
る
わ
な
い
一
方
︑
機
械
・

機
械
部
品
に
は
底
堅
い
推
移

令
和
6
年
中
の
交
通
事
故
統

計
分
析
結
果
を
公
表

事
故
類
型
別
な
ど
多
角
的

視
点
か
ら
分
析

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
令
和
6
年
中
の

﹁
交
通
事
故
統
計
分
析
結
果
﹂

（
発
生
地
別
）
を
ま
と
め
公

表
し
た
︒
そ
れ
に
よ
る
と
︑

6
年
中
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

が
第
１
当
事
者
と
な
っ
た
死

亡
・
重
傷
事
故
件
数
（
軽
貨

物
を
除
く
）
は
９
９
４
件
︑

死
者
数
・
重
傷
者
数
の
合
計

は
１
０
５
２
人
で
あ
り
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合

安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹂
の

目
標
値
で
あ
る
︑﹁
９
７
０
人

以
下
﹂を
達
成
で
き
な
か
っ
た
︒

　

ま
た
︑
飲
酒
運
転
に
よ
る

人
身
事
故
件
数
は
16
件
と
︑

目
標
値
の
﹁
ゼ
ロ
件
﹂
に
は

程
遠
い
結
果
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
プ
ラ
ン
目
標
値

と
現
状
お
よ
び
事
故
類
型
別

死
亡
・
重
傷
事
故
（
車
両
相

互
・
人
対
車
両
）︑
交
差
点

に
お
け
る
死
亡
・
重
傷
事
故

（
対
歩
行
者
・
対
自
転
車

別
）
の
詳
細
を
ま
と
め
た
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
︑今
号
の
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
に
刷
り
込
ん

で
い
る
︒

総 務 省

を
予
測
︒ 

　

さ
ら
に
︑
建
設
関
連
貨
物

は
︑
公
共
投
資
の
伸
び
悩
み

に
加
え
︑
大
規
模
公
共
土
木

工
事
の
執
行
が
期
待
で
き
な

い
こ
と
︑
さ
ら
に
新
設
住
宅

着
工
戸
数
の
増
加
も
見
込
め

な
い
中
︑
同
１
・
８
％
減
と

引
き
続
き
低
迷
す
る
と
予

測
︒
前
年
に
お
け
る
大
幅
減

の
反
動
な
ど
か
ら
マ
イ
ナ
ス

幅
は
縮
小
す
る
も
︑
引
き
続

き
総
輸
送
量
を
下
押
し
す
る

と
指
摘
し
た
︒

　

輸
送
機
関
別
で
は
ト
ラ
ッ

ク
全
体
で
37
億
２
７
９
０
万

㌧
と
︑
同
０
・
５
％
減
少
の

予
測
で
あ
り
︑
営
業
用
ト
ラ

ッ
ク
は
︑
消
費
関
連
貨
物
お

よ
び
生
産
関
連
貨
物
が
堅
調

に
推
移
す
る
も
︑
建
設
関
連

貨
物
が
振
る
わ
ず
25
億
３
７

７
０
万
㌧（
同
０
・
２
％
増
）

と
微
増
︒
一
方
︑
自
家
用
ト

ラ
ッ
ク
は
︑
消
費
関
連
︑
生

産
関
連
︑
建
設
関
連
貨
物
の

い
ず
れ
も
不
振
が
続
き
11
億

９
０
２
０
万
㌧
（
同
２
・
１

％
減
）
と
低
迷
す
る
と
予
測

し
た
︒

表２　車両規模別 経常損益率の推移
（％）

車両台数

多い

少ない

～10台

11～20台

21～50台

51～100 台

101 台以上

全体

平成 30年度

▲ 0.7

1.0

2.4

3.2

3.4

2.2

令和元年度

0.2

0.9

0.8

1.1

1.3

0.9

2 年度

▲ 1.3

▲ 0.7

▲ 0.4

0.4

1.2

▲ 0.2

３年度

▲ 0.6

0.2

1.1

1.5

1.9

1.0

４年度

▲ 1.6

▲ 0.3

0.7

1.6

1.9

0.6

▲ 1.0

0.6

2.0

2.6

3.2

1.8

5 年度

-3

-2

-1

0

1

2

3

表１　貨物運送事業の営業収益・営業損益率の推移（1 者平均）

区分
営業収益（千円） 営業損益率（％）

令和 3年度 4年度 5年度 3年度 4年度 5年度

全体
（4.8） （4.4） （4.0）

▲ 0.9 0.0 0.6
243,207 253,830 264,007

車
両
規
模
別

〜10台
（1.7） （1.7） （3.2）

▲ 3.9 ▲ 3.6 ▲ 2.9
61,045 62,093 64,081

11〜20台
（3.1） （0.8） （3.2）

▲ 1.9 ▲ 1.2 ▲ 0.6
158,394 159,659 164,840

21〜50台
（8.3） （▲ 0.6） （2.7）

▲ 0.7 0.0 0.4
352,575 350,416 360,009

51〜100台
（1.2） （2.8） （2.5）

0.0 1.2 1.8
676,970 695,837 713,398

101台以上
（11.7） （▲ 0.0） （3.9）

0.8 2.1 2.3
1,576,447 1,576,169 1,638,074

※営業収益のカッコ内は前年度比伸び率、単位％、▲はマイナス

2
輸
送
ト
ン
数
・
運
賃
料
金
水
準
の
動
向

ゆ
る
や
か
な
運
賃
転
嫁
を
反
映
し
て

ゆ
る
や
か
な
運
賃
転
嫁
を
反
映
し
て

運
賃
料
金
水
準
は
回
復
基
調
で
推
移

運
賃
料
金
水
準
は
回
復
基
調
で
推
移

3
営
業
損
益
・
経
常
損
益
の
動
向

営
業
損
益
・
経
常
損
益
は
前
年
度
よ
り
改
善

営
業
損
益
・
経
常
損
益
は
前
年
度
よ
り
改
善

小
規
模
事
業
者
の
業
績
は
依
然
厳
し
く

小
規
模
事
業
者
の
業
績
は
依
然
厳
し
く
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︻
解
説
︼
ま
ず
︑
賃
金
は
労
働
者
に

と
っ
て
生
活
の
糧
で
あ
り
︑
し
か
も
︑

労
働
し
た
後
に
支
払
わ
れ
る
後
払
い
の

も
の
で
す
か
ら
︑
確
実
に
支
払
わ
れ
な

い
と
労
働
者
の
生
活
に
重
大
な
支
障
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑

労
働
基
準
法
は
︑
賃
金
の
支
払
い
に
つ

い
て
︑
①
通
貨
払
い
︑
②
直
接
払
い
︑

　

弊
社
で
は
、
人
手
不
足
解
消
の

た
め
、
短
期
契
約
の
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
分
賃

金
の
振
込
先
銀
行
も
増
加
し
、
事

務
員
の
作
業
負
担
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
は
振
込

先
銀
行
を
数
行
に
限
定
す
る
と
と

も
に
、
振
込
手
数
料
も
無
視
で
き

な
い
ほ
ど
多
額
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
全
額
労
働
者
に
負
担
し
て
も

ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
問
題

な
い
で
し
ょ
う
か
。

 第300回 

事務負担軽減の
ため振込先銀行
を限定したいが

③
全
額
払
い
︑④
毎
月
１
回
以
上
払
い
︑

⑤
一
定
期
日
払
い
︱
︱
の
い
わ
ゆ
る

﹁
賃
金
支
払
い
の
５
原
則
﹂
を
定
め

（
第
24
条
）︑
使
用
者
に
対
し
厳
格

な
運
用
を
求
め
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
う
ち
︑
賃
金
の
通
貨
払
い
の

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
が
︑

銀
行
等
の
預
貯
金
口
座
へ
の
振
込
で
す
︒

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
７
条
の
２

第
１
項
に
よ
り
︑
使
用
者
は
賃
金
に
つ

い
て
︑
労
働
者
の
同
意
を
得
た
場
合

に
は
︑
労
働
者
が
指
定
す
る
銀
行
そ

の
他
の
金
融
機
関
に
対
す
る
︑
本
人

名
義
の
預
金
ま
た
は
貯
金
の
口
座
お

よ
び
証
券
総
合
口
座
へ
の
振
込
の
方

法
に
よ
っ
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
令
和
５
年
４
月

か
ら
︑
賃
金
の
デ
ジ
タ
ル
払
い
（
厚

生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
資
金

移
動
業
者
の
口
座
へ
の
資
金
移
動
に
よ

る
賃
金
支
払
い
）
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
︑
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
で
す
（
労

基
則
第
７
条
の
２
第
３
項
）︒

　

ご
質
問
で
は
︑
事
務
負
担
軽
減
の

た
め
︑
振
込
先
銀
行
を
数
行
に
限
定

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
︑
こ
の
点

に
つ
い
て
︑
厚
生
労
働
省
の
行
政
解

釈
は
﹁
取
扱
金
融
機
関
︑
取
扱
証
券

会
社
及
び
取
扱
指
定
資
金
移
動
業
者

は
︑
金
融
機
関
︑
証
券
会
社
又
は
指

定
資
金
移
動
業
者
の
所
在
状
況
等
か

ら
し
て
１
行
︑
１
社
に
限
定
せ
ず
複

数
と
す
る
等
労
働
者
の
便
宜
に
十
分

配
慮
し
て
定
め
る
こ
と
﹂（
令
和
４
年

11
月
︑
基
発
１
１
２
８
第
４
号
）
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒
さ
ら
に
︑
賃
金

の
口
座
振
込
制
度
は
﹁
労
働
者
の
指

定
す
る
﹂
銀
行
口
座
等
に
振
り
込
む

こ
と
が
こ
の
制
度
導
入
の
大
前
提
と
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
︑
仮
に
無
理

や
り
貴
社
が
振
込
先
銀
行
を
限
定
す

れ
ば
︑
労
働
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
得
ま
す
︒

そ
の
結
果
︑
同
意
を
し
な
い
労
働
者

に
つ
い
て
は
︑
賃
金
の
通
貨
払
い
の
原

則
に
戻
っ
て
︑
口
座
振
込
で
は
な
く
︑

通
貨
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
︑

か
え
っ
て
厄
介
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
貴
社
が
振
込

先
銀
行
を
絞
り
込
み
限
定
す
る
の
で

あ
れ
ば
︑
そ
の
こ
と
に
つ
き
労
働
者
一

人
ひ
と
り
の
個
別
の
同
意
が
必
要
に

な
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒現
実
的
な
対
応
策
と
し
て
は
︑

各
労
働
者
に
会
社
の
大
変
な
状
況
を

詳
し
く
説
明
す
る
な
ど
労
働
者
を
説

得
し
︑
で
き
る
だ
け
理
解
を
得
た
う

え
で
同
意
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
︒

　

ま
た
︑
経
済
的
な
負
担
を
減
ら
す

た
め
︑
労
働
者
に
振
込
手
数
料
を
負

担
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
す

が
︑
こ
れ
は
は
っ
き
り
い
っ
て
無
理
な

相
談
だ
と
い
え
ま
す
︒
な
ぜ
な
ら
ば
︑

﹁
賃
金
支
払
い
の
５
原
則
﹂
の
一
つ
に
︑

﹁
全
額
払
い
﹂
と
い
う
厳
し
い
ル
ー

ル
が
あ
る
か
ら
で
す
︒
振
込
手
数
料

を
振
り
込
む
べ
き
賃
金
か
ら
一
方
的
に

差
し
引
く
こ
と
は
︑
そ
の
分
賃
金
が

減
額
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
か
ら
︑
当
然
許
さ
れ
ま
せ
ん
︒
労

基
法
第
１
２
０
条
に
よ
る
30
万
円
以

下
の
罰
金
が
待
っ
て
い
ま
す
の
で
︑
要

注
意
で
す
︒

Ａ�一
方
的
に
は
で
き
ず
労
働

者
を
説
得
の
う
え
同
意
を

　

Ｇ
マ
ー
ク
評
価
事
業
は
︑

荷
主
企
業
や
一
般
消
費
者
が

よ
り
安
全
性
の
高
い
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
を
選
び
や
す

く
す
る
と
と
も
に
︑
事
業
者

全
体
の
安
全
性
向
上
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
た
め
の
環

境
整
備
を
図
る
目
的
で
実
施

さ
れ
て
お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
安
全
性
を
正
当

荷
主
企
業
や
一
般
消
費
者
等

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

　

安
全
性
優
良
事
業
所
に
対

し
て
は
︑
表
１
に
示
し
た
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
付
与
さ
れ

る
︒

　

安
全
性
優
良
事
業
所
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

に
評
価
・
認
定
し
︑
公
表
す

る
制
度
で
あ
る
︒

　

認
定
事
業
所
に
対
し
て

は
︑
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る

と
と
も
に
︑認
定
マ
ー
ク
︵
写

真
①
︶や
認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
︑

認
定
ワ
ッ
ペ
ン
を
﹁
安
全
性

優
良
事
業
所
﹂の
証
と
し
て
︑

認
定
有
効
期
間
内
に
限
り
使

用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
︑

き
る
︒

　

な
お
︑
２
０
２
３
年
度
か

ら
︑
６
回
目
更
新
を
迎
え
る

事
業
所
に
つ
い
て
は
︑
20
年

も
の
長
き
に
わ
た
り
安
全
運

行
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
き

た
こ
と
か
ら
︑﹁
長
期
安
全

認
定
事
業
所
﹂
と
し
て
認
定

し
︑﹁
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
﹂

︵
写
真
②
︶
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

Ｐ
）に
て
事
業
所
名
︑住
所
︑

電
話
番
号
が
公
表
さ
れ
る
︒

ま
た
︑
掲
載
を
希
望
し
た
一

部
認
定
事
業
所
の
Ｈ
Ｐ
へ
の

リ
ン
ク
お
よ
び
主
な
輸
送
品

目
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

　

申
請
案
内

は
︑
全
ト
協

Ｈ
Ｐ
﹁
２
０

２
５
年
度
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
）﹂

ペ
ー
ジ
︵
二
次
元
コ
ー
ド
︶
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
︑
地
方

実
施
機
関
（
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
）
で
は
冊
子
を
配

布
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
の
更
新
対

象
事
業
所
に
対
し
て
は
︑﹁
更

新
申
請
用
ハ
ガ
キ
﹂
を
５
月

末
ま
で
に
送
付
︒
ハ
ガ
キ
に

は
︑
申
請
者
が
選
択
で
き
る

﹁
申
請
方
式
﹂
と
︑
Ｗ
ｅ
ｂ

申
請
に
必
要
な
﹁
ロ
グ
イ
ン

Ｉ
Ｄ
﹂︑﹁
パ
ス
ワ
ー
ド
﹂
が

記
載
さ
れ
て
い
る
︒
な
お
︑

ハ
ガ
キ
が
６
月
１
日
を
過
ぎ

て
も
届
か
な
い
場
合
は
︑
全

ト
協
に
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
評
価
制
度
の
評

価
対
象
は
︑
一
般
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
と
特
定
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
事
業
所

（
営
業
所
）︒申
請
資
格
は
︑

申
請
基
準
日
（
２
０
２
５
年

７
月
１
日
）
現
在
で
︑
①
事

業
開
始
（
運
輸
開
始
）
後
３

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
︑

②
配
置
す
る
事
業
用
自
動
車

の
数
が
５
台
以
上
で
あ
る
こ

と
︱
︱
な
ど
が
条
件
︒

　

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
︑

﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
シ
ス
テ
ム
﹂

に
よ
り
︑
申
請
書
等
を
Ｗ
ｅ

ｂ
上
で
送
信
し
︑
申
請
す
る

（
申
請
料
:
無
料
）︒
申
請

受
付
期
間
は
︑
７
月
１
日
㈫

~
７
月
14
日
㈪
︒

　

た
だ
し
︑
新
規
申
請
や
更

新
Ａ
・
Ｃ
方
式
に
よ
る
申
請

で
は
︑
評
価
項
目
Ⅲ
﹁
安
全

性
に
対
す
る
取
組
の
積
極

性
﹂
を
挙
証
す
る
書
類
を
︑

申
請
す
る
事
業
所
が
所
在
す

る
都
道
府
県
の
地
方
実
施
機

関
（
都
道
府
県
ト
協
）
の
受

付
窓
口
へ
持
参
（
ま

た
は
郵
送
）
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
に
注

意
︒

　

申
請
の
流
れ
は
︑

図
の
通
り
︒
６
月
２

日
㈪
~
７
月
14
日
㈪

の
期
間
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
申

請
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

す
る
予
定
︒
同
シ
ス

テ
ム
上
で
は
︑
申
請

書
を
事
前
に
作
成

し
︑
保
存
す
る
こ
と

が
可
能
︒
た
だ
し
︑

事
前
に
作
成
し
︑
保

存
し
た
申
請
書
は
︑

申
請
受
付
期
間
中
に

改
め
て
﹁
申
請
﹂
ボ

タ
ン
を
押
下
す
る
必

要
が
あ
る
（
申
請
ボ

タ
ン
は
７
月
１
日
以

降
に
押
下
で
き
る
よ

う
に
な
る
）︒

　

更
新
Ｂ
・
Ｅ
方
式

に
つ
い
て
は
︑
Ｗ
ｅ

ｂ
申
請
シ
ス
テ
ム
へ

申
請
情
報
の
入
力
を

行
い
︑
申
請
期
間
内

に
申
請
ボ
タ
ン
を
押

す
こ
と
に
よ
り
申
請
が
完
了

す
る
︒

　

一
方
で
︑
新
規
・
更
新
５

回
目
ま
で
の
Ａ
・
Ｃ
方
式
に

つ
い
て
は
︑
従
来
通
り
︑
評

価
項
目
Ⅲ
﹁
安
全
性
に
対
す

る
取
組
の
積
極
性
﹂
の
挙
証

　

申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
事

業
所
は
︑
①
安
全
性
に
対
す

る
法
令
の
遵
守
状
況
︑
②
事

故
や
違
反
の
状
況
︑
③
安
全

性
に
対
す
る
取
組
の
積
極
性

書
類
の
提
出
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
︑
窓
口
で
手
続
き

を
行
う
︒

　

窓
口
で
の
手
続
き
は
︑
申

請
す
る
事
業
所
が
所
在
す
る

都
道
府
県
の
地
方
実
施
機
関

（
同
）
の
受
付
窓
口
へ
︑
７

月
１
日
㈫
~
７
月
14
日
㈪（
土

・
日
曜
日
は
除
く
）
に
持
参

す
る
こ
と
（
窓
口
の
受
付
時

間
は
︑地
方
実
施
機
関︹
同
︺

に
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
）︒

　

ま
た
︑
郵
送
に
よ
る
提
出

の
場
合
は
︑
簡
易
書
留
や
信

書
便
な
ど
荷
物
の
追
跡
が
可

能
な
方
法
で
︑
地
方
実
施
機

関
（
同
）
に
７
月
14
日
㈪
必

着
で
送
付
す
る
こ
と
︒

︱
︱
の
３
項
目
に
つ
い
て
︑

安
全
性
評
価
委
員
会
か
ら
評

価
を
受
け
る
︒

　

評
価
３
項
目
の
合
計
点
数

が
80
点
以
上
で
︑
各
評
価
項

目
に
お
い
て
設
け
ら
れ
て
い

る
基
準
点
数
を
ク
リ
ア
し
︑

そ
の
他
の
認
定
要
件
も
満

た
さ
れ
て
い
る
場
合
︑﹁
安

全
性
優
良
事
業
所
﹂
と
し

て
認
定
さ
れ
る
︒
評
価
結

果
は
︑
各
申
請
事
業
所
に

対
し
て
12
月
中
旬（
予
定
）

に
郵
送
に
て
通
知
さ
れ
る
︒

　

認
定
の
有
効
期
間
に
つ

い
て
は
︑
表
２
の
通
り
︒

・
・
・

　

な
お
︑
申
請
方
法
の
詳

細
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

Ｈ
Ｐ
﹁
２
０
２
５
年
度
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全

性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク

制
度
）﹂
ペ
ー
ジ
の
申
請
案

内
等
を
参
照
︒

認定マーク「Gマーク」

図  申請の流れ

6月2日～7月14日 7月1日～7月14日

申請登録完了メール
受信

申請受付完了メール
受信

7月1日～7月14日

郵送は7月14日必着

（新規、更新A・C方式のみ）

Gマーク特集
　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実

施
機
関
で
あ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
２
０
２
５
年
度
﹁
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー

ク
制
度
）﹂
の
実
施
概
要
を
発
表
し
た
︒

　

同
事
業
は
２
０
０
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
︑
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク

事
業
所
）
は
２
０
２
５
年
３
月
末
現
在
で

２
万
９
１
４
２
事
業
所
に
達
し
︑
認
定
率

は
全
事
業
所
の
34
・
０
％
ま
で
拡
大
し
て

い
る
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
数
の
拡
大
に
伴

い
︑
運
送
事
業
者
の
み
な
ら
ず
︑
荷
主
企

業
や
一
般
消
費
者
に
対
し
て
も
︑
高
い
安

全
性
を
示
す
Ｇ
マ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
認
知

度
の
拡
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

Ｇ
マ
ー
ク
申
請
説
明
動
画
を

５
月
中
旬
か
ら
配
信
予
定

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ

る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑﹁
２
０
２
５
年
度
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）﹂
の
申
請
説
明
動
画
を
５
月
中
旬
か
ら
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
に
て
配
信
す
る
︒

　

同
動
画
は
公
開
さ
れ
次
第
︑
２
０
２
５
年
度
Ｇ
マ
ー

ク
特
設
ペ
ー
ジ︵
左
上
の
二
次
元
コ
ー
ド
︶に
掲
載
予
定
︒

全ト協
表２　安全性優良事業所の有効期間
新規・更新の種別 現在の認定証番号 今回の認定による有効期間

新規認定事業所 2026年１月１日〜2027年 12月 31日（２年間）
初回更新事業所 239**** 2026年１月１日〜2028年 12月 31日（３年間）
２回目更新事業所 229****（１）

2026年１月１日〜2029年 12月 31日（４年間）
３回目更新事業所 219****（２）
４回目更新事業所 219****（３）
５回目更新事業所 219****（４）
※現在の認定証番号の「*」は各事業所に割り振られた数字

表１　安全性優良事業所に係るインセンティブ付与

国土交通省

①違反点数の消去、② IT 点
呼の導入、③点呼の優遇、④
安全性優良事業所表彰、⑤基
準緩和自動車の有効期間の延
長、⑥特殊車両通行許可の有
効期間の延長、⑦特定技能外
国人の受け入れ

全日本
トラック協会

助成の優遇（ドライバー等安
全教育訓練促進助成制度、安
全装置等導入促進助成事業、
経営診断・経営改善支援・運
賃交渉支援事業、自動点呼機
器導入促進助成事業）

損保会社等 保険料の割引

Ｇ
マ
ー
ク
と
は
？

運
送
事
業
者
の
安
全
性
を
評
価
・
認
定
し

運
送
事
業
者
の
安
全
性
を
評
価
・
認
定
し

公
表
す
る
制
度

公
表
す
る
制
度

様
々
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

「
違
反
点
数
の
消
去
」
や

「
違
反
点
数
の
消
去
」
や

「
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
導
入
」
な
ど

「
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
導
入
」
な
ど

申
請
方
法

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
請
を
行
う
「
Ｗｅ
ｂ
申
請
」
を

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
請
を
行
う
「
Ｗｅ
ｂ
申
請
」
を

申
請
方
式
に
よ
っ
て
は
Ｗｅ
ｂ
上
で
手
続
き
が
完
了

申
請
方
式
に
よ
っ
て
は
Ｗｅ
ｂ
上
で
手
続
き
が
完
了

評
価
結
果

申
請
事
業
所
に
対
し

申
請
事
業
所
に
対
し

1212
月
中
旬
に
郵
送
で
通
知
予
定

月
中
旬
に
郵
送
で
通
知
予
定

②

長期安全認定事業所用「ゴールドGマーク」

①

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
安
全
性
の
高
さ
を
証
明
す
る
「
Ｇ
マ
ー
ク
」

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
安
全
性
の
高
さ
を
証
明
す
る
「
Ｇ
マ
ー
ク
」

輸
送
の
安
全
確
保
に
取
り
組
む
事
業
所
を
認
定

輸
送
の
安
全
確
保
に
取
り
組
む
事
業
所
を
認
定

全
事
業
所
の
３
割
超
が
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
に

全
事
業
所
の
３
割
超
が
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
に

事
前
に
申
請
方
法
を
確
認
！　

申
請
方
式
に
よ
り
「
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
」
で
手
続
き
完
了

２
０
２
５
年
度
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
」
の
制
度
紹
介

２
０
２
５
年
度
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
」
の
制
度
紹
介
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マ
ル
ツ
運
輸
㈱
は
︑
住
宅

関
係
の
部
材
輸
送
を
中
心
に

事
業
を
展
開
す
る
運
送
事
業

者
で
あ
る
︒

　

同
社
が
Ｇ
マ
ー
ク
の
初
回

認
定
を
取
得
し
た
の
は
︑
平

成
15
年
に
全
国
貨
物
自
動
車

運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関

（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）

に
よ
る
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
が
始

ま
っ
た
２
年
後
と
な
る
17
年

の
こ
と
で
あ
る
︒
宮
根
社
長

は
︑
新
聞
報
道
で
Ｇ
マ
ー
ク

の
存
在
を
知
る
と
と
も
に
︑

福
井
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
清

水
則
明
会
長
）
の
事
務
局
か

ら
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
詳
細
を

聞
き
︑﹁
Ｇ
マ
ー
ク
を
取
得

す
る
こ
と
で
︑
取
引
先
か
ら

の
信
頼
獲
得
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
か
﹂
と
考
え
︑
取
得

に
取
り
組
ん
だ
︒

　

そ
の
背
景
に
は
︑
同
社
で

は
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
以
前
に
交

通
事
故
や
商
品
事
故
が
多
か

っ
た
時
期
が
あ
り
︑﹁
取
引
先

か
ら
信
頼
を
得
る
た
め
に

は
︑
何
と
し
て
も
こ
う
し
た

事
故
を
無
く
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
の
宮
根
社
長
の

強
い
思
い
が
あ
っ
た
︒
そ
う

　

こ
こ
か
ら
は
︑
同
社
に
お

け
る
事
故
防
止
へ
の
取
り
組

み
を
具
体
的
に
み
て
い
く
︒

　

ま
ず
︑
同
社
で
は
Ｇ
マ
ー

ク
を
取
得
す
る
前
の

現
在
か
ら
20
数
年
前

に
は
︑
長
距
離
輸
送

の
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

事
故
が
多
い
傾
向
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑

５
年
ほ
ど
か
け
て
長

距
離
輸
送
の
割
合
を

徐
々
に
減
ら
し
た
︒

そ
の
後
︑
宮
根
社
長

は
実
効
性
の
高
い
事

故
防
止
対
策
を
ど
の

よ
う
に
確
立
し
た
ら

よ
い
か
検
討
を
重
ね

た
︒
そ
の
結
果
︑
宮

根
社
長
は
同
社
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て

平
成
13
年
に
﹁
ゼ
ロ

災
運
動
﹂を
立
案
し
︑

実
施
に
踏
み
切
っ
た
︒

　

同
運
動
は
︑﹁
交

通
事
故
・
荷
物
事
故

・
労
働
災
害
事
故
を

い
ず
れ
も
ゼ
ロ
に
す

る
﹂
と
い
う
目
標
を

立
て
て
︑
そ
の
達
成

の
た
め
に
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
︒

　

同
運
動
の
要
に
な

る
の
が
︑
２
か
月
に
１
回
︑

班
ご
と
に
開
催
し
て
い
る﹁
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
会
議
﹂

で
あ
る
︒
ま
ず
︑
会
議
が
開

催
さ
れ
る
１
か
月
前
に
︑
班

ご
と
に
テ
ー
マ
（
例
:
睡

眠
不
足
に
よ
る
事
故
）
が
示

さ
れ
る
︒
班
の
メ
ン
バ
ー
は

テ
ー
マ
に
従
い
︑
ど
の
よ
う

な
事
故
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
か
︑
想
定
さ
れ
る
被
害

状
況
︑
事
故
を
防
ぐ
た
め
の

対
策
な
ど
を
検
討
し
︑
メ
ン

バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
﹁
事
前
調

し
た
思
い
を
裏
付
け
す
る
事

故
防
止
の
取
り
組
み
が
功
を

奏
し
て
︑同
社
で
は
17
年
に
︑

初
回
の
申
請
で
Ｇ
マ
ー
ク
を

取
得
し
た
と
い
う
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
︑
Ｇ

マ
ー
ク
取
得
後
も
継
続
し
て

事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
︑
初
回
の
取
得
か
ら

20
年
が
経
っ
た
令
和
７
年
１

月
に
︑
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク

認
定
事
業

所
と
な
る
こ

と
が
で
き
た
︒

　
﹁
ゴ
ー
ル

ド
Ｇ
マ
ー
ク

を
貼
っ
て
い

る
ト
ラ
ッ
ク

は
ま
だ
少
な

く
︑
同
業
他

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
ゴ
ー

ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
聞

か
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
る

よ
う
で
す
︒
当
社
の
高
い
安

全
性
を
証
明
す
る
ゴ
ー
ル
ド

Ｇ
マ
ー
ク
を
誇
り
に
︑
今
後

も
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
﹂（
宮
根
克
一
郎
業

務
部
長
）

査
票
﹂︵
写
真
①
︶
に
記
入

す
る
︒
会
議
で
は
︑
メ
ン
バ

ー
間
で
議
長
・
書
記
を
持
ち

回
り
で
担
当
し
︑
議
長
が
事

前
調
査
票
の
内
容
を
各
メ
ン

バ
ー
に
発
表
さ
せ
て
︑
挙
が

っ
た
事
故
の
う
ち
３
つ
を
選

び
︑
事
故
防
止
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
べ
き
な
の
か
︑
想
定

事
例
を
全
員
で
検
討
す
る
︒

そ
の
上
で
︑
そ
れ
ら
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
の
対
策
の
実
施

を
﹁
班
の
目
標
﹂
と
し
て
設

定
す
る
︒
会
議
後
に
は
︑
書

記
役
の
メ
ン
バ
ー
が
班
と
し

て
の
﹁
議
事
録
﹂︵
写
真
②
︶

を
作
成
︒
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ

ぞ
れ
班
の
目
標
達
成
に
向
け

て
事
故
防
止
対
策
を
進
め
た

上
で
︑
次
回
の
会
議
で
取
り

組
み
の
成
果
を
発
表
し
て
も

ら
い
︑
取
り
組
み
の
実
効
性

を
確
認
し
て
い
る
︒

　
﹁
座
学
な
ど
で
講
師
の
話

を
聞
い
た
だ
け
で
は
︑
そ
の

内
容
を
記
憶
に
留
め
続
け
る

の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
︒

従
業
員
が
自
ら
考
え
（
イ
ン

プ
ッ
ト
）︑
事
前
調
査
票
に

書
く
こ
と（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）

で
︑
自
分
た
ち
の
意
識
に
深

く
刻
み
込
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
︒
従
業
員
一
人
ひ
と

り
に
事
故
防
止
の
重
要
性
を

認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
︑
自
分
た
ち
で
能
動
的
に

考
え
て
も
ら
う
と
い
う
し
く

み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
︑

﹃
ゼ
ロ
災
運
動
﹄
を
立
案
し

ま
し
た
︒
議
長
と
書
記
を
持

ち
回
り
制
に
し
た
の
は
︑
全

従
業
員
に
当
事
者
意
識
を
も

っ
て
運
動
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
と
い
う
考
え
か
ら

で
す
︒
議
長
役
を
務
め
た
従

業
員
は
︑﹃
議
長
と
し
て
会

議
で
決
め
た
対
策
は
何
と
し

て
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹄
と
責
任
感
を
も
ち
︑
必

然
的
に
他
の
メ
ン
バ
ー
よ
り

も
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
り
ま
す
︒
他
の
メ
ン

バ
ー
も
自
分
が
議
長
に
な
っ

た
時
を
想
定
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う

相
乗
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
﹂

（
宮
根
社
長
）

　

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
会

議
で
安
全
対
策
を
検
討
す
る

際
に
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
が
︑﹁
危
険
レ
ベ
ル
﹂
の

設
定
で
あ
る
︒

　

各
メ
ン
バ
ー
が
﹁
事
前
調

査
票
﹂
を
作
成
す
る
に
あ
た

っ
て
は
︑
想
定
さ
れ
る
事
故

に
よ
っ
て
ど
の
程
度
の
被
害

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
の

か
︑写
真
③
の
表
に
基
づ
き
︑

﹁
危
険
レ
ベ
ル
﹂
の
事
前
査

定
を
行
う
︒査
定
項
目
は﹁
被

害
の
規
模
﹂︑﹁
危
険
に
近
づ

く
回
数
﹂︑﹁
事
故
が
発
生
す

る
可
能
性
﹂
の
３
項
目
で
あ

り
︑
３
項
目
の
合
計
点
が
想

定
さ
れ
る
事
故
の
﹁
危
険
レ

ベ
ル
﹂と
な
る
︒
会
議
で
は
︑

想
定
さ
れ
る
事
故
に
お
け
る

﹁
危
険
レ
ベ
ル
﹂
の
事
前
査

定
を
各
メ
ン
バ
ー
が
発
表
し

た
上
で
︑
メ
ン
バ
ー
全
員
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
真
の

﹁
危
険
レ
ベ
ル
﹂を
検
討
し
︑

班
と
し
て
の
考
え
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
で
︑
事
故
に
対

す
る
危
機
意
識
の
共
有
を
図

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
あ
る
作
業
に
つ
い
て
︑
あ

る
従
業
員
は
﹃
そ
れ
ほ
ど
危

険
で
は
な
い
作
業
だ
﹄
と
考

え
て
い
て
も
︑別
の
従
業
員
は

﹃
深
刻
な
事
故
に
繋
が
る
危

険
な
作
業
だ
﹄
と
考
え
る
こ

と
も
あ
る
な
ど
︑﹃
危
険
レ
ベ

ル
﹄
は
個
人
間
で
必
ず
し
も

一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
危

険
へ
の
認
識
の
違
い
に
よ
っ
て

作
業
に
対
す
る
対
応
は
変
わ

っ
て
き
ま
す
︒
危
険
の
度
合

い
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
︑

目
に
見
え
る
形
で
事
故
の
危

険
性
を
表
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
︒
ま
た
︑

会
議
を
通
じ
て
他
の
メ
ン
バ

ー
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
︑

﹃
こ
れ
ま
で
自
分
で
は
思
い

も
よ
ら
な
か
っ
た
危
険
が
あ

る
﹄
と
︑
未
知
の
危
険
へ
の

気
付
き
を
生
む
こ
と
に
も
繋

が
り
ま
す
︒﹃
危
険
レ
ベ
ル
﹄

と
い
う
形
で
数
値
化
し
︑
危

険
に
対
す
る
意
識
を
メ
ン
バ

ー
間
で
共
有
す
る
こ
と
で
︑

班
全
体
の
安
全
性
向
上
に
繋

　

同
社
で
は
毎
週
火
曜
と
木

曜
の
２
回
︑
朝
礼
を
実
施
し

て
い
る
︒
朝
礼
で
は
︑
全
従

業
員
の
持
ち
回
り
で
そ
の
日

の
担
当
者
を
決
め
︑
そ
の
担

当
者
が
従
業
員
に
共
有
す
べ

き
注
意
事
項
に
つ
い
て
全
員

で
唱
和
を
行
っ
た
上
で
︑
指

差
呼
称
を
行
っ
て
い
る
︒
唱

和
や
指
差
呼
称
を
通
じ
て
事

故
防
止
へ
の
思
い
を
声
に
出

が
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
自
分

以
外
の
部
署
の
仕
事
内
容
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
る
と
と

も
に
︑
同
社
の
業
務
全
般
を

事
故
根
絶
の
面
か
ら
考
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
︑
従
業

員
の
視
野
の
広
が
り
が
期
待

で
き
る
の
で
あ
る
︒

　
﹁
13
年
に
運
動
を
始
め
て

か
ら
２
年
ほ
ど
で
︑
交
通
事

故
や
商
品
事
故
が
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
︒
全
従
業
員
が

能
動
的
に
参
加
し
︑
交
通
事

故
や
商
品
事
故
根
絶
を
進
め

て
い
く
と
い
う
全
社
的
な
運

動
は
︑
規
模
の
小
さ
な
会
社

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取
り
組

み
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
﹂

（
宮
根
社
長
）

げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で

す
﹂（
山
田

法
衛
常
務
取

締
役
）

　

同
運
動
の

も
う
ひ
と
つ

の
特
長
が
︑

ド
ラ
イ
バ
ー

に
限
ら
ず
︑

倉
庫
作
業
員

や
事
務
職
員

な
ど
︑
同
社

の
全
従
業
員

す
こ
と
で
︑
事
故
防
止
へ
の

意
識
が
一
層
強
ま
る
︒
な
お
︑

唱
和
す
る
事
項
に
つ
い
て
は

事
前
に
担
当
者
に
考
え
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
同
社
で
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
メ
ン
タ
ル
面

で
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
通
じ

て
事
故
防
止
に
繋
げ
る
取
り

組
み
も
進
め
て
い
る
︒

　
﹁
様
々
な
悩
み
ご

と
を
抱
え
な
が
ら
ハ

ン
ド
ル
を
握
っ
て
い

て
は
︑
い
つ
か
事
故

を
起
こ
し
か
ね
ま
せ

ん
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
と

の
対
話
を
通
じ
て
悩

み
の
解
消
に
繋
げ
る

こ
と
で
︑
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

軽
微
な
ミ
ス
に
対
し

て
も
経
営
者
が
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
︑﹃
事

故
の
芽
﹄
を
摘
む
こ

と
が
で
き
ず
︑
い
つ

か
深
刻
な
事
故
を
引
き
起
こ

し
か
ね
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
︒
ど
ん
な
事
故
で
あ
っ
て

も
経
営
者
と
し
て
し
っ
か
り

と
向
き
合
い
︑
責
任
感
を
強

く
も
ち
な
が
ら
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
す
る
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
で
︑

事
故
ゼ
ロ
の
実
現
に
繋
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

最
後
に
︑
さ
ら
な
る
安
全

性
向
上
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
っ
た
︒

　
﹁﹃
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
事

業
所
﹄
と
し
て
取
引
先
な
ど

か
ら
の
信
頼
に
お
応
え
し
な

が
ら
︑
運
送
事
業
者
が
事
業

を
継
続
し
て
い
く
上
で
は
︑

従
業
員
の
安
全
に
対
す
る
意

識
を
高
め
︑
事
故
を
ゼ
ロ
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

そ
の
た
め
に
は
︑
経
営
者
自

身
が
事
故
防
止
へ
の
取
り
組

み
を
一
生
懸
命
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

規
模
の
小
さ
な
運
送
事
業
者

だ
か
ら
こ
そ
︑
自
社
に
相
応

し
い
進
め
方
を
見
極
め
な
が

ら
︑
今
後
も
引
き
続
き
事
故

防
止
活
動
に
一
層
磨
き
を
か

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
宮
根

社
長
）

　
﹁
担
い
手
不
足
が
ま
す
ま

す
加
速
し
て
い
く
一
方
で
︑

若
者
の
間
に
は
﹃
個
﹄
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
︑

厳
し
い
指
導
が
原
因
で
会
社

を
辞
め
て
し
ま
う
よ
う
な
人

も
み
ら
れ
ま
す
︒
当
社
と
し

て
は
︑﹃
ゼ
ロ
災
運
動
﹄
に
お

け
る
現
在
の
会
議
の
進
め
方

を
継
続
し
つ
つ
︑
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
を
通
じ
て
若
い
従
業

員
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
︑

よ
り
実
効
性
の
高
い
事
故
防

止
対
策
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
﹂（
山
田
常
務
）

︵
取
材
協
力
︶
マ
ル
ツ
運
輸

㈱�

宮
根
英
喜
代
表
取
締
役

社
長
、
山
田
法
衛
常
務
取
締

役
、
宮
根
克
一
郎
業
務
部
長

︵
配
車
担
当
︶

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事

業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
で
は
２
０
２
３
年

度
か
ら
︑
６
回
目
更
新
を
迎
え
る
事
業
所

を
﹁
長
期
安
全
認
定
事
業
所
﹂
と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
︒
同
事
業
所
と
し
て
認
定

さ
れ
る
と
︑﹁
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
﹂
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
同
事
業
所

は
︑
20
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
安
全
運

行
の
実
績
を
積
み
上
げ
︑
安
心
・
安
全
な

輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
の
模

範
と
し
て
︑
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
同
事
業
所

を
訪
問
し
︑
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
取

得
に
至
る
ま
で
の
長
年
に
わ
た
る
事
故
防

止
対
策
等
を
紹
介
し
ま
す
︒
今
回
は
︑
福

井
県
越
前
市
の
マ
ル
ツ
運
輸
㈱
（
宮
根
英

喜
代
表
取
締
役
社
長
）
本
社
営
業
所
を
紹

介
し
ま
す
︒

マ
ル
ツ
運
輸
株
式
会
社
　
本
社
営
業
所
（
福
井
県
越
前
市
）

マルツ運輸（株）
［代表取締役社長　宮根　英喜］

本社営業所　福井県越前市不老町8-10
創　　業　昭和42年4月20日
資  本  金　3,000万円
従業員数　35人（うちドライバー10人）
車  両  数　12台

会社概要

制
度
開
始
直
後
に
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
を
決
断

長
年
の
取
り
組
み
で
得
ら
れ
た
「
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
」

事
故
防
止
を
能
動
的
に
考
え
さ
せ
行
動
を
促
す

実
効
性
向
上
に
貢
献
し
た
独
自
の
「
ゼ
ロ
災
運
動
」

経
営
者
自
身
が
責
任
感
を
強
く
も
ち

事
故
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
み
に
磨
き
を
か
け
る

被害の規模 ※下記の表より適当な点数を付ける。ちょうど良い点数がない場合、中間の点数を付けても良い
人身
（自分と相手を比べ被害の大き
い方の点数にする）

死亡または手足の切断、失明 車両が修理不能となる
（買い替え）

倉庫内の荷物が大量に破損
する（火災、水害等）公共へ影響を及ぼす事故

骨折など入院が必要

10点

9点

8点

7点

6点

5点

4点

3点

2点

1点

障害はないが会社を休む

出勤するが通院あり

バンソウ膏、湿布などで治る

部品交換（当日中に修理可能）

ひっかき傷（修理必要なし）

保険処理不要（5万以下）

無事故手当内（1万円以下）

走行不能（レッカー必要）と
なる

板金、修理（3日程度の修理） 所有者との事故処理 1車両内で何か所も破損

荷物 1か所までの破損

外箱傷み、汚れ

1パレット、1枠までの破損 報告書などの書類提出が必要に
なる

社内での打合せ、再確認が必要
になる

作業の遅れ、無駄、無理が発生
する

個人、車両単位で出入り禁止

会社として取引停止

車両
（自分と相手を比べ被害の大き
い方の点数にする）

トラブル
（人、車、物、荷、以外）物損 荷物

危険に近づく回数

危険レベル（合計点）

レベル４　…20～15点 レベル３　…14～10点 レベル２　…9～6点 レベル１　…5～3点

1日 1回以上

週 1回以上

月 1回以上

年 1回以上

4点

2点

1点

可能性
※危険な状況がそろった場合、事故が発生するかどうか？※季節による事なら２～３か月の期間で考える

確実に発生（かなり注意しても事故になる）

ほとんど無い（普通にしてても事故にならない）

可能性がある（うっかりしていると事故になる）

可能性が高い（通常の注意では事故になる）

6点

4点

2点

1点

6点

令
和
７
年
１
月
に
取
得
し
た
「
ゴ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
」︵
写
真

㊨
︶
と
宮
根
社
長

住宅関係の部材輸送などを行う同社は、平成17年にGマークの初回認証を取得した

宮根　英喜
代表取締役社長

山田　法衛
常務取締役

宮根　克一郎
業務部長

班
ご
と
に
実
施
す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
会

議
で
は
、「
事
前
調
査
」
を
も
と
に
、
メ
ン
バ
ー

が
事
故
防
止
対
策
を
話
し
合
う

朝
礼
で
は
、
共
有
す
べ
き
注
意
事
項
に
つ
い
て
全

員
で
指
差
呼
称
を
行
い
、
事
故
防
止
へ
の
意
識
を

高
め
て
い
る

取
引
先
か
ら
の
信
頼
獲
得
に
繋
が
る「
Ｇ
マ
ー
ク
」

取
引
先
か
ら
の
信
頼
獲
得
に
繋
が
る「
Ｇ
マ
ー
ク
」

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て「
ゼ
ロ
災
運
動
」
を
展
開

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て「
ゼ
ロ
災
運
動
」
を
展
開

長
期
に
わ
た
り
安
全
運
行
の
実
績
を
積
み
上
げ
る

ゴールドＧマーク認定事業所特集ゴールドＧマーク認定事業所特集
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群
馬
県
ト
協
桐
生
支
部

は
︑
群
馬
県
桐
生
市
や
み
ど

り
市
︑
伊
勢
崎
市
な
ど
に
本

社
を
構
え
る
運
送
事
業
者
約

55
社
が
所
属
す
る
支
部
で
あ

る
︒

　

群
馬
県
ト
協
で
は
十
数
年

ほ
ど
前
か
ら
︑
10
月
９
日
の

﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
に
合
わ

せ
て
︑
県
内
14
支
部
で
﹁
県

下
一
斉
道
路
清
掃
活
動
﹂
を

展
開
し
︑
各
支
部
の
会
員
事

護
団
体
道
路
功
労
者
表
彰
を

受
け
て
い
る
︒

　
﹁
国
道
50
号
は
︑
太
平
洋

岸
と
北
関
東
の
内
陸
部
を
結

ぶ
重
要
路
線
で
あ
り
︑
交
通

量
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
︒

か
つ
て
は
︑
道
路
沿
い
に
は

ド
ラ
イ
バ
ー
が
投
げ
捨
て
た

と
思
わ
れ
る
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
や
空
き
缶
︑
弁
当
殻
な
ど

が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
︒
し

か
し
な
が
ら
︑
道
路
は
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と
っ
て

大
事
な
職
場
で
あ
り
︑
道
路

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
は
職

　

桐
生
支
部
に
お
け
る
道
路

清
掃
活
動
は
10
月
の
第
１
土

曜
日
に
実
施
し
て
お
り
︑
支

部
に
所
属
す
る
会
員
事
業
者

か
ら
従
業
員
60
人
ほ
ど
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
︒
４
班

に
分
か
れ
︑
１
時
間
か
ら
１

時
間
半
ほ
ど
か
け
て
国
道
50

号
の
路
側
帯
や
路
肩
な
ど
に

落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
っ
て

い
く
︒
実
施
に
あ
た
っ
て
は
︑

他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
視
認

と
し
て
落
ち
て
い
ま
す
︒
道

路
で
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
︑

道
路
交
通
法
な
ど
の
法
令
違

反
に
当
た
る
ほ
か
︑
交
通
事

故
の
引
き
金
に
も
な
り
か
ね

な
い
︑
極
め
て
危
険
な
行
為

で
す
︒
当
支
部
で
は
支
部
の

定
例
会
な
ど
を
通
じ
て
︑
道

路
清
掃
活
動
に
関
す
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
︑
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
防
止
を
会
員
事
業
者

に
対
し
て
訴
え
る
な
ど
ド
ラ

イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
努

め
て
い
る
ほ
か
︑
地
域
貢
献

に
も
繋
が
る
道
路
清
掃
活
動

の
利
点
を
説
明
し
︑
道
路
清

掃
活
動
へ
の
参
加
者
拡
大
を

図
っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

道
路
清
掃
活
動
を
実
施
し

て
以
来
︑
収
集
す
る
ゴ
ミ
の

量
は
年
々
減
っ
て
い
る
と
い

う
︒
ま
た
︑
近
年
各
地
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
車
内
で
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
小
便
を
し
た
後

に
車
外
に
放
置
す
る
﹁
黄
金

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
﹂
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー

と
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る
事
態

　

同
支
部
で
は
︑
道
路
清
掃

活
動
以
外
に
も
様
々
な
地
域

貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る
︒

　

今
年
１
月
に
は
︑
桐
生
市

に
隣
接
す
る
み
ど
り
市
と
同

支
部
︑
ま
た
み
ど
り
市
な
ど

に
本
社
を
構
え
る
運
送
事
業

者
で
構
成
さ
れ
る
群
馬
県
ト

協
大
間
々
支
部
の
３
者
で
︑

﹁
災
害
発
生
時
に
お
け
る
物

資
等
の
緊
急
輸
送
協
定
﹂
を

締
結
︒
有
事
の
際
に
は
︑
支

部
に
所
属
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
な
っ
て
い
る
が
︑
当
地
で
は

こ
れ
ま
で
黄
金
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
︒

　
﹁
当
支
部
で
は
︑
10
月
に

実
施
す
る
道
路
清
掃
活
動
の

ほ
か
︑
毎
年
５
月
に
群
馬
県

が
円
滑
な
緊
急
物
資
輸
送
に

協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
︒

　

ま
た
︑
小
学
校
の
新
学
期

が
始
ま
る
直
前
の
今
年
３
月

に
は
︑
桐
生
市
内
の
小
学
校

周
辺
の
横
断
歩
道
53
か
所
の

歩
行
者
待
機
場
所
に
︑
小
学

校
に
通
う
児
童
等
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
歩
行
者
待

機
場
所
﹁
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ェ

イ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
リ
ア
﹂
を

設
置
し
た
︒

業
者
の
従
業
員
が
道
路
に
落

ち
て
い
る
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の

道
路
清
掃
運
動
を
継
続
し
て

き
た
︒
桐
生
支
部
で
は
︑
群

馬
県
前
橋
市
か
ら
茨
城
県
水

戸
市
ま
で
を
結
ん
で
い
る
国

道
50
号
の
︑
み
ど
り
市
笠
懸

町
阿
佐
美
地
先
か
ら
桐
生
市

広
沢
町
四
丁
目
地
先
に
お
い

て
︑
長
年
に
わ
た
っ
て
道
路

清
掃
活
動
を
展
開
し
︑
令
和

５
年
度
に
は
国
土
交
通
省
関

東
地
方
整
備
局
か
ら
道
路
愛

場
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で

あ
り
︑
道
路
を
利
用
し
て
事

業
を
展
開
し
て
い
る
運
送
事

業
者
の
責
務
だ
と
考
え
て
い

ま
す
︒
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ま

ま
の
ゴ
ミ
は
︑
新
た
な
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
を
誘
発
し
て
し

ま
い
ま
す
︒
ポ
イ
捨
て
を
防

ぐ
た
め
に
は
︑
清
掃
活
動
を

通
じ
て
常
に
道
路
を
き
れ
い

な
状
態
に
保
つ
な
ど
︑
ポ
イ

捨
て
し
に
く
い
環
境
を
保
つ

こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
だ
と

考
え
ま
し
た
︒
清
掃
活
動
を

通
じ
て
︑﹃
桐
生
支
部
に
所

属
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
従
業

員
が
心
を
込
め
て
清
掃
活
動

を
行
う
道
路
で
は
︑
決
し
て

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
さ
せ
な

い
﹄
と
い
う
強
い
思
い
を
︑

国
道
50
号
を
利
用
す
る
全
て

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
示
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
長
谷
川
支
部
長
）

し
や
す
く
す
る
こ
と
で
事
故

防
止
を
図
る
と
と
も
に
︑
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
に
訴
え

か
け
る
た
め
に
︑
の
ぼ
り
旗

を
立
て
る
ほ
か
︑
参
加
者
は

ジ
ャ
ン
パ
ー
や
ベ
ス
ト
な
ど
を

着
用
し
て
い
る
︒

　
﹁
道
路
に
は
︑
吸
い
殻
や

空
き
缶
︑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
ゴ
ミ

ト
協
が
実
施
し
て
い
る
︑
前

橋
市
嶺
公
園
内
の
﹃
群
馬
県

ト
ラ
ッ
ク
の
森
﹄
で
の
森
林

整
備
に
も
30
人
ほ
ど
が
参
加

す
る
な
ど
︑
会
員
事
業
者
の

環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
︒
今
後
も
﹃
自
分
た
ち

の
職
場
で
あ
る
道
路
を
︑
決

し
て
ゴ
ミ
で
汚
す
こ
と
な
く

大
切
に
使
っ
て
い
く
﹄
と
の

思
い
を
強
く
も
ち
な
が
ら
︑

引
き
続
き
道
路
清
掃
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

群
馬
県
を
東
西
に
貫
く
国

道
50
号
は
︑
多
く
の
区
間
で

片
側
２
車
線
化
が
行
わ
れ
て

き
た
も
の
の
︑
片
側
１
車
線

の
ま
ま
の
区
間
も
あ
り
︑
渋

滞
が
多
く
発
生
し
て
い
る
︒

こ
の
渋
滞
を
避
け
る
た
め
に

生
活
道
路
に
入
っ
て
く
る
ト

ラ
ッ
ク
も
少
な
く
な
く
︑
歩

行
者
優
先
で
あ
る
横
断
歩
道

で
一
時
停
止
を
せ
ず
に
通
過

す
る
ト
ラ
ッ
ク
も
い
た
と
い

う
︒

　

同
支
部
で
は
︑
令
和
３
年

４
月
~
10
月
に
か
け
て
﹁
横

断
歩
道
ス
ト
ッ
プ
運
動
﹂
を

展
開
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
横
断
歩
道
で
の
一
時
停
止

を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を

制
作
し
た
ほ
か
︑
大
間
々
支

部
と
協
力
し
て
会
員
事
業
者

の
ト
ラ
ッ
ク
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意

を
促
し
た
︒そ
れ
に
よ
っ
て
︑

横
断
歩
道
で
一
時
停
止
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え
た
一
方

で
︑
同
運
動
の
一
環
と
し
て

会
員
事
業
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー

を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
︑﹁
横
断
歩

道
の
白
線
が
薄
く
消
え
か
か

っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
︑
直

前
ま
で
横
断
歩
道
だ
と
気
付

か
ず
︑
止
ま
る
こ
と
が
で
き

な
い
﹂︑﹁
横
断
歩
道
周
辺
に

小
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
時

が
あ
り
︑
横
断
歩
道
を
渡
る

の
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
か

っ
た
﹂
と
の
声
も
あ
っ
た
と
い

う
︒

　

そ
こ
で
︑
同
支
部
の
設
立

70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
︑

桐
生
市
に
対
し
て
３
０
０
万

円
を
寄
付
し
︑
交
通
量
の
多

い
時
に
児
童
等
が
安
全
に
待

つ
こ
と
が
で
き
る
﹁
グ
リ
ー
ン

・
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
リ

ア
﹂
を
整
備
し
た
︒

　

同
エ
リ
ア
は
︑
小
学
校
付

近
の
横
断
歩
道
の
手
前
に
設

置
し
て
お
り
︑
緑
色
の
枠
が

路
面
に
書
か
れ
て
い
る
︒
横

断
歩
道
を
渡
る
児
童
等
が
枠

内
に
多
く
待
っ
て
い
れ
ば
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
児
童
等
を
識

別
し
や
す
く
な
り
︑
車
両
の

一
時
停
止
に
繋
が
る
と
い
う
︒

　
﹁
地
域
と
共
生
し
な
が
ら

事
業
を
展
開
す
る
運
送
事
業

者
と
し
て
︑
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
に
導
入
を

決
め
ま
し
た
︒
横
断
歩
道
を

渡
る
子
ど
も
た
ち
が
同
エ
リ

ア
の
中
に
集
ま
る
と
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
見
や
す
く
な
り
︑

一
時
停
止
の
判
断
が
し
や
す

く
な
り
ま
す
︒
同
エ
リ
ア
の

整
備
と
と
も
に
︑
消
え
か
か

っ
て
い
た
横
断
歩
道
の
白
線

に
つ
い
て
は
自
治
体
な
ど
に

要
請
し
て
塗
り
直
し
て
も
ら

い
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
認
性

を
高
め
ま
し
た
︒
桐
生
市
や

群
馬
県
警
察
︑
ま
た
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
守
り
た
い
と

い
う
意
識
の
高
い
方
々
の
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
︑
同

エ
リ
ア
の
整
備
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
こ

の
取
り
組
み
が
全
国
に
広
が

っ
た
ら
︑
非
常
に
う
れ
し
い

と
感
じ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

子
ど
も
を
横
断
歩
道
事
故
か
ら
守
る
た
め

歩
行
者
待
機
場
所
を
市
内
53
か
所
に
設
置

群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
桐
生
支
部
に
お
け
る
取
り
組
み

長谷川　義雄
群馬県トラック協会
桐生支部長

国道50号は太平洋岸と北関東の内陸部を結ぶ重要路線であり、トラックなどの交通量が多い道路として知られている（群馬県桐生市
広沢町付近）

清掃活動を行っていることをドライバーの心に訴えかけるために、のぼり旗を立
てるほか、参加者はジャンパーやべストなどを着用する

横
断
歩
道
の
手
前
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
、
歩
行
者
待
機
場
所
「
グ
リ
ー
ン
・

ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
リ
ア
」︵
緑
枠
と
矢
印
は
編
集
部
で
記
入
︶

令
和
５
年
10
月
７
日
に
実
施
し
た
道
路
清
掃
活
動
に
は
、

会
員
企
業
等
か
ら
47
人
が
参
加
し
た

参
加
者
は
４
班
に
分
か
れ
、
１
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
国
道

50
号
の
路
側
帯
や
路
肩
な
ど
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
う

同
エ
リ
ア
で
児
童
等
が
待
機
す
る
こ
と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
児
童
等
を
識
別
し

や
す
く
な
り
、
車
両
の
一
時
停
止
を
促
す
︵
緑
枠
は
編
集
部
で
記
入
︶

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
毎
年
５
月

を
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
環
境
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
﹂
の
﹁
サ
ブ
目
標
３
﹂
の
一

環
と
し
て
︑
清
掃
や
落
書
き
消
し
な
ど
の

環
境
美
化
に
繋
が
る
活
動
を
行
う
﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
美
化
月
間
﹂に
設
定
し
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
長
年
に
わ
た
り
会
員
事
業

者
参
加
に
よ
る
清
掃
活
動
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
る
︑
群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
桐

生
支
部
（
長
谷
川
義
雄
支
部
長
）
に
お
け

る
地
域
美
化
と
地
域
貢
献
に
関
す
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

桐
生
市
立
天
沼
小
学
校
付
近
を
通
る
天
沼
通
り
。
横
断
歩
道
の
白
線
は
消
え

か
か
っ
て
お
り
、
横
断
歩
道
に
気
づ
か
ず
に
通
過
し
て
し
ま
う
車
両
も
み
ら

れ
た

桐
生
支
部
は
国
土
交
通
省
関
東
地
方

整
備
局
か
ら
「
道
路
愛
護
団
体
道
路

功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
し
た

「
道
路
に
は
絶
対
に
ゴ
ミ
を
捨
て
さ
せ
な
い
」

「
道
路
に
は
絶
対
に
ゴ
ミ
を
捨
て
さ
せ
な
い
」

清
掃
活
動
を
通
じ
ポ
イ
捨
て
し
に
く
い
環
境
を
保
つ

清
掃
活
動
を
通
じ
ポ
イ
捨
て
し
に
く
い
環
境
を
保
つ

道
路
へ
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
法
令
違
反
に

道
路
へ
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
法
令
違
反
に

支
部
定
例
会
な
ど
通
じ
て
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
る

支
部
定
例
会
な
ど
通
じ
て
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
る

環
境
対
策
以
外
に
も

環
境
対
策
以
外
に
も積

極
的
に
地
域
貢
献
活
動
を
展
開

積
極
的
に
地
域
貢
献
活
動
を
展
開

「
自
分
た
ち
の
職
場
で
あ
る
道
路
を
大
事
に
し
た
い
」

「
自
分
た
ち
の
職
場
で
あ
る
道
路
を
大
事
に
し
た
い
」

長
年
に
わ
た
り
道
路
清
掃
活
動
を
継
続

長
年
に
わ
た
り
道
路
清
掃
活
動
を
継
続

５月は「トラック運送業界の美化月間」
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法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜特定小型原動機付自転車編〜
 【解 答】3面に問題

❶ ○（法第2条第1項第10号ロ、規
則第1条の2の2）特定小型原動機自
転車とは、原動機付自転車のうち、
電動機の定格出力が0.6kW以下で
長さ1.9m、幅0.6m以下かつ最高速
度20km/h以下のものをいう。

❷ ×（法第64条の2第1項）16歳未
満の者は、特定小型原動機付自転
車を運転してはならない。

❸ ×（法第71条の4第3項）条文で
は、特定小型原動機付自転車の運
転者は、乗車用ヘルメットをかぶる
よう努めなければならない、とあり
ヘルメットの着用義務は課せられ
ていないが、頭部を保護するため
に、特定小型原動機付自転車を運

転するときはヘルメットを着用して
運転しなければならない。

❹ ○（教則第3章第1節 特定小型原
動機付自転車の正しい乗り方1-10）
特定小型原動機付自転車は、クラッ
チ操作がいらない分、スロットルを
急に回転させると急発進する危険
があるので注意する。

❺ ×（教則第3章第1節 特定小型原
動機付自転車の正しい乗り方4-4）
停止するときは、安全を確かめた
後、早めに停止の合図を行い、ま
ず静かに後輪ブレーキを掛けて十
分速度を落としながら道路の左端
に沿って停止する。

　

空
き
缶
︑
紙
く
ず
︑
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
︑
た
ば
こ
の

吸
い
殻
な
ど
の
ゴ
ミ
を
︑
回

収
容
器
お
よ
び
定
め
ら
れ
た

場
所
以
外
に
み
だ
り
に
捨
て

る
﹁
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
（
ポ

イ
捨
て
）﹂
が
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
る
︒

　

環
境
省﹁
令
和
５
年
度﹃
ポ

イ
捨
て
﹄
に
関
す
る
調
査
報

告
書
﹂
に
よ
る
と
︑
ポ
イ
捨

て
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の

の
種
類
は
︑﹁
空
き
缶
﹂
が

22
％
︑﹁
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
﹂
が

22
％
と
多
か
っ
た
︒次
い
で
︑

﹁
た
ば
こ
の
吸
い
殻
﹂（
17

﹁
山
道
・
山
林
﹂が
約
25
％
︑

﹁
幹
線
道
路
﹂
が
約
22
％
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た︵
図
２
︶︒

﹁
そ
の
他
﹂
と
し
て
は
︑﹁
高

速
道
路
付
近
﹂︑﹁
公
園
﹂
等

の
回
答
が
あ
っ
た
︒

　

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
︑
景

観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
︑

地
球
環
境
を
悪
化
さ
せ
︑
時

に
は
交
通
事
故
や
火
災
の
原

因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
︒

特
に
︑
自
動
車
か
ら
の
ポ
イ

捨
て
は
道
路
交
通
法
に
違
反

す
る
行
為
で
あ
る
ほ
か
︵
別

掲
︶︑
近
年
は
生
活
環
境
の

保
全
や
公
衆
衛
生
の
確
保
等

を
目
的
と
し
た
条
例
を
制
定

す
る
自
治
体
も
多
く
︑
こ
う

し
た
条
例
に
抵
触
す
る
お
そ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

令
和
４
年
︑
２
０
３
０
年
度

を
目
標
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
全
体
で
﹁
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
﹂を
目
指
す
た
め
︑

﹃
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
環

境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
﹄︵
二

れ
も
あ
る
︒

　

公
共
の
財
産
で
あ
る
道
路

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
は
︑

道
路
や
休
憩
施
設
の
環
境
を

害
す
る
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は

絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
で

あ
る
︒

５
月
８
日
に
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

中
日
本
と
共
同
で
名
神
高
速

道
路
の
養
老
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）
駐
車
場
の
植
え
込

み
な
ど
で
清
掃
活
動
を

実
施
し
た
︒
ま
た
︑
愛

知
県
・
岐
阜
県
ト
協
と

も
に
︑
会
報
誌
・
広
報

紙
な
ど
で
会
員
事
業
者

・
ド
ラ
イ
バ
ー
に
向
け

て
美
化
運
動
に
つ
い
て

協
力
を
呼
び
か
け
る
な

ど
︑
環
境
保
全
の
重
要

性
を
訴
え
た
︒

次
元
コ
ー
ド
︶

を
策
定
し
た
︒

　

同
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
た
め
に

は
︑
業
界
全
体
で
取
り
組
む

と
い
う
意
識
の
も
と
︑
メ
イ

ン
目
標
﹁
２
０
３
０
年
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
原
単
位
を
︑
２
０

０
５
年
度
比
で
31
％
削
減
す

る
﹂
の
も
と
に
３
つ
の
サ
ブ
目

標
を
設
定
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
３
者
が
具
体
的
な

目
標
に
向
け
て
行
動
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
︒
３
つ
の
サ
ブ

目
標
の
う
ち
の
１
つ
で
あ
る

﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

全
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
共
通
で
取
り
組
む
﹃
行
動

月
間
﹄
を
設
定
す
る
﹂
の
一

環
と
し
て
︑
全
ト
協
で
は
５

月
を
清
掃
や
落
書
き
消
し
な

ど
の
環
境
美
化
に
繋
が
る
活

動
を
行
う
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
美
化
月
間
﹂
に
設
定

し
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
と
と
も
に
美
化
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
︒

　

今
年
度
も
︑
同
月
間
に
お

け
る
不
法
投
棄（
ポ
イ
捨
て
）

対
策
と
し
て
﹁
ゴ
ミ
は
持
ち

帰
ろ
う
！
﹂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
︒
車
内
ゴ
ミ
の
事
業

所
へ
の
持
ち
帰
り
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
意
識
づ
け
す
る
た
め
︑

啓
発
用
チ
ラ
シ
︵
写
真
︶
を

今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
同
封
し
て
い
る
︒

％
）︑﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
﹂（
16
％
）
の
順
と

な
っ
た
︵
図
１
︶︒
な
お
︑﹁
そ

の
他
﹂と
し
て
は
︑﹁
マ
ス
ク
﹂

﹁
弁
当
殻
﹂
な
ど
の
回
答
が

あ
っ
た
︒

　

ま
た
︑
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
場
所
と
し
て
は
︑

1  

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
の
実
態

ポ
イ
捨
て
は
環
境
悪
化
に
留
ま
ら
ず

ポ
イ
捨
て
は
環
境
悪
化
に
留
ま
ら
ず

交
通
事
故
や
火
災
の
原
因
に
も

交
通
事
故
や
火
災
の
原
因
に
も

2  

全
ト
協
に
お
け
る
取
り
組
み

５
月
を
「
美
化
月
間
」
に
設
定

５
月
を
「
美
化
月
間
」
に
設
定

ポ
イ
捨
て
対
策
の
実
施
を
促
す

ポ
イ
捨
て
対
策
の
実
施
を
促
す

　

全
ト
協
で
は
５
月
の
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
美
化
月

間
﹂
期
間
中
︑
会
員
事
業
者

に
対
し
て
車
内
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
（
ポ
イ
捨
て
）
防
止
に

向
け
て
︵
別
掲
︶
の
内
容
を

実
施
す
る
よ
う
︑
呼
び
か
け

て
い
る
︒

3  

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
撲
滅
を
目
指
す
た
め
に

「
ゴ
ミ
は
事
業
所
に
持
ち
帰
る
」

「
ゴ
ミ
は
事
業
所
に
持
ち
帰
る
」

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
意
識
づ
け
を
！

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
意
識
づ
け
を
！

都
道
府
県
ト
協
の
取
り
組
み

出典：環境省「令和５年度『ポイ捨て』に関する調査」

図１

出典：環境省「令和５年度『ポイ捨て』に関する調査」

図２

車内ゴミの不法投棄（ポイ捨て）防止に向けて
【ドライバー】
・ゴミのポイ捨て、不法投棄は絶対にしない
・運行中に出た車内のゴミは、自社の事業所に持ち帰る
・車内で用を足した後の「黄金のペットボトル」は、ポイ捨てせずに
ドライバー自身で処理を行う
・車内で用を済ませることのできる携帯トイレを使用する
【管理者】
・ドライバーに対し、車内ゴミのポイ捨て防止に関する指導を行う
・終業点呼の際に、ドライバーに「車内のゴミは持ち帰りましたか？」
と一声かける
・ドライバーが車内で用を済ませることができるように、携帯トイレ
の使用を検討する

　

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
寺
岡
洋
一
会
長
）
お
よ
び

岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
山

口
嘉
彦
会
長
）は
４
月
22
日
︑

不
法
投
棄
撲
滅
に
向
け
た
取

り
組
み
へ
の
参
画
お
よ
び
業

界
へ
の
働
き
掛
け
を
行
い
︑

高
速
道
路
の
環
境
美
化
に
大

き
く
貢
献
し
た
功
績
に
よ

り
︑中
日
本
高
速
道
路
㈱（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
名
古
屋

支
社
か
ら
感
謝
状
︵
写
真
︶

の
贈
呈
を
受
け
た
︒

　

愛
知
県
ト
協
で
は
︑
青
年

部
会
が
中
心
と
な
り
令
和
６

年
７
月
８
日
に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

中
日
本
と
共
同
で
名
神
高
速

道
路
尾
張
一
宮
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ

Ａ
）
お
よ
び
側
道
で

空
き
缶
や
弁
当
容

器
︑
尿
入
り
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
不
法

投
棄
物
の
清
掃
活
動

を
実
施
︒
ま
た
︑
岐

阜
県
ト
協
で
も
６
年

不
法
投
棄
撲
滅
活
動
で

　
　
　
　
ネ
ク
ス
コ
中
日
本
か
ら
感
謝
状

愛
知
県
・
岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑５
月
を﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
美
化
月
間
﹂と
定
め
︑

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
（
ポ
イ
捨
て
）
対
策

と
し
て
︑﹃
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
！
﹄
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
二

次
元
コ
ー
ド
）︒

道路交通法
第 5 章　道路の使用等
第 1 節　道路における禁止行為等

第 76条（禁止行為）
第 4項　�何人も、次の各号に掲げる行為は、しては

ならない。
　四　�石、ガラスびん、金属片その他道路上の人若

しくは車両等を損傷するおそれのある物件を
投げ、又は発射すること。

　五　�前号に掲げるもののほか、道路において進行
中の車両等から物件を投げること。

　七　�前各号に掲げるもののほか、道路又は交通の
状況により、公安委員会が、道路における交
通の危険を生じさせ、又は著しく交通の妨害
となるおそれがあると認めて定めた行為

全日本トラック協会と都道府県トラック協会では、
５月を「トラック運送業界の美化月間」とし、
ゴミの不法投棄 (ポイ捨て) 対策として
「ゴミは持ち帰ろう！」キャンペーンを実施します。

業
務
後
点
呼
時
に
ひ
と
声
！

（公社）全日本トラック協会／都道府県トラック協会

各事業所においては、業務後点呼の際にドライバーにひと声かけて
車内ゴミの不法投棄 (ポイ捨て) 防止に取り組みましょう。

(公社)全日本トラック協会
「ゴミのポイ捨て対策」

ウェブサイト   

5月ト
ラッ

ク運送業界

美 化 月 間

　

車内のゴミは
持ち帰りましたか？
車内のゴミは
持ち帰りましたか？

ゴミは持ち帰ろう！ゴミは持ち帰ろう！
キャンペーン

Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】	 ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵
便はがきに貼ってお送りください。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報
とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正解者の中から抽せんで20
名様に記念品を差し上げます。

【締め切り】	 令和7年5月31日㈯（当日消印有効）

【宛て先】	 〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目２番地５ 全日本トラック総合会館
	 （公社）全日本トラック協会 総務部広報室

【 発 表 】	 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。「まちがいさがし」の正
解は、6月10日号（予定）の本紙に掲載予定です。皆様のご応募をお待ちしています。
※�ご記載いただきました個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本トラッ
ク協会 個人情報保護方針」に準じます。

まちがいさがしまちがいさがし
30か所みつけられるかな？30か所みつけられるかな？

「春の遠足」テーマ「春の遠足」テーマ

ほっと一息ほっと一息

Ａ

Ｂ

【作画】前川しんすけ

愛
知
県
ト
協
:
尾
張
一

宮
Ｐ
Ａ
お
よ
び
側
道
で

清
掃
活
動
︵
令
和
６
年

７
月
８
日
︶

岐
阜
県
ト
協
:
養
老
Ｓ
Ａ
駐
車

場
な
ど
で
清
掃
活
動︵
６
年
５

月
８
日
︶

「
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

「
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

５
月
は
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
美
化
月
間
」

５
月
は
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
美
化
月
間
」
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▼
街
を
飛
び
交
う
夏
の
代
表
的
な

渡
り
鳥
﹁
ツ
バ
メ
﹂︒
空
中
を
自

由
自
在
に
﹁
ス
イ
ー
ス
イ
ー
﹂
と

気
持
ち
良
さ
そ
う
に
飛
ん
で
い
ま

す
︒
気
軽
に
飛
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
て
︑
そ
れ
は
空
中
を
飛
ん
で

い
る
昆
虫
を
捕
ま
え
て
エ
サ
に
し

て
い
る
か
ら
で
す
︒
こ
れ
は
大
変

な
作
業
で
す
が
︑
扶
養
家
族
の
多

い
ツ
バ
メ
は
︑
１
日
の
大
半
を
エ

サ
捕
り
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
︒
▼

先
日
︑
地
元
の
薬
局
に
立
ち
寄
っ

た
際
に
︑
入
口
の
頭
上
で
﹁
ピ
ー

ピ
ー
﹂
と
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
の

で
︑
見
る
と
ツ
バ
メ
の
巣
が
あ
り

ま
し
た
︒
巣
の
中
に
は
４
羽
の
幼

い
ツ
バ
メ
の
ヒ
ナ
が
大
き
く
口
を

開
け
て
い
ま
し
た
︒
く
ち
ば
し
が

黄
色
く
縁
ど
ら
れ
︑
何
と
も
愛
ら

し
い
も
の
で
す
︒
そ
の
昔
︑﹁
ツ

バ
メ
が
巣
を
か
け
る
家
は
火
事
に

な
ら
な
い
﹂︑﹁
ツ
バ
メ
を
殺
す
と

兇
事
が
あ
る
﹂
と
︑
俗
信
が
ま
こ

と
し
や
か
に
囁
か
れ
て
い
ま
し

た
︒
ま
た
︑天
気
俚
諺
の
一
つ
に
︑

﹁
ツ
バ
メ
が
低
く
飛
ぶ
と
雨
が
降

る
﹂
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒
低
気

圧
が
近
づ
き
湿
度
が
高
く
な
る

と
︑
昆
虫
の
翅
が
重
く
な
り
高
く

飛
べ
な
く
な
り
︑
そ
れ
を
ツ
バ
メ

が
捕
ら
え
る
か
ら
で
す
︒
街
に
自

然
と
溶
け
込
ん
で
い
る
ツ
バ
メ

は
︑
人
間
と
共
存
し
て
い
る
か
の

よ
う
で
す
︒
顔
が
赤
で
︑
背
中
が

黒
︑
そ
し
て
お
腹
が
白
と
︑
ま
さ

に
﹁
燕
尾
服
﹂
を
纏
っ
た
ツ
バ
メ

は
︑
害
虫
を
食
べ
る
益
鳥
と
し
て

大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
︒
▼
時
折

見
か
け
る
の
は
︑
電
線
に
並
ん
だ

ツ
バ
メ
の
群
れ
で
す
︒
一
列
に
並

ん
で
賑
や
か
に
﹁
チ
ュ
ピ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
ピ
ジ
ー
﹂
と
会
話
を
楽
し
む

か
の
よ
う
に
皆
が
饒
舌
で
美
声
で

す
︒
も
し
か
し
た
ら
︑﹁
子
供
達

が
食
欲
旺
盛
で
大
変
よ
﹂︑﹁
小
学

校
裏
の
丘
に
ヘ
ビ
が
い
る
わ
﹂︑

﹁
私
が
毎
年
巣
を
作
る
家
の
老
夫

婦
は
今
年
も
元
気
よ
﹂
な
ど
と
︑

会
話
を
し
て
い
た
ら
面
白
い
こ
と

で
し
ょ
う
ね
︒
▼
や
が
て
ツ
バ
メ

の
ヒ
ナ
は
巣
立
ち
を
迎
え
︑
秋
に

な
る
と
一
斉
に
暖
か
く
食
べ
物
が

豊
富
な
南
の
島
に
旅
立
ち
ま
す
︒

台
湾
や
マ
レ
ー
シ
ア
︑
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
に
力
を
振
り
絞
り
向

か
い
ま
す
︒
▼
ツ
バ
メ
の
寿
命
は

２
~
３
年
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
︒
ツ
バ
メ
に
限
ら
ず
日
本
に
飛

来
し
て
子
育
て
を
し
︑
季
節
の
変

わ
り
目
に
次
の
目
的
地
に
飛
び
立

つ
渡
り
鳥
た
ち
︒
彼
ら
の
生
き
方

を
見
る
に
つ
け
︑
限
ら
れ
た
命
を

見
事
に
生
き
抜
き
︑
生
命
の
誕
生

を
育
む
自
然
が
織
り
成
す
摂
理
と

は
︑
何
と
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

ょ
う
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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改正「労働安全衛生規則」の概要
○以下１、２の事項を事業者に義務付けること。

1　熱中症を生ずるおそれのある作業を行う際に、
　①「熱中症の自覚症状がある作業者」
　②「熱中症のおそれがある作業者を見つけた者」
　がその旨を報告するための体制（連絡先や担当者）を事
業場ごとにあらかじめ定め、関係作業者に対して周知する
こと

2　熱中症を生ずるおそれのある作業を行う際に、
　①作業からの離脱
　②身体の冷却
　③必要に応じて医師の診察または処置を受けさせること
　④�事業場における緊急連絡網、緊急搬送先の連絡先およ
び所在地等

　など、熱中症の症状の悪化を防止するために必要な措置に
関する内容や実施手順を事業場ごとにあらかじめ定め、関係
作業者に対して周知すること

篤
化
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な

対
応
︵
左
掲
︶
を
事
業
者
に

Ｂ 

７
９
２
２
に
適
合
し
た
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
指
数
計
を
準
備
し
︑

点
検
す
る
こ
と
︒
黒
球
が
な

い
な
ど
日
本
産
業
規
格
に
適

合
し
な
い
測
定
器
で
は
︑
屋

外
や
輻
射
熱
が
あ
る
屋
内
の

作
業
場
所
で
︑暑
さ
指
数（
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
が
正
常
に
測
定
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
環
境
省
が
発
表
し

て
い
る
﹁
熱
中
症
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
﹂︑
環
境
省
︑
気

象
庁
が
発
表
し
て
い
る
﹁
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
﹂
は
︑

職
場
に
お
い
て
も
︑
熱
中
症

リ
ス
ク
の
早
期
把
握
の
観
点

か
ら
参
考
と
な
る
︒

　

な
お
︑
同
ア
ラ
ー
ト
は
︑

環
境
省
﹁
熱
中
症
予
防
情
報

サ
イ
ト
﹂︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

か
ら
確
認
す

る
こ
と
が
で

き
る
︵
関
連
６
面
︶︒

②
水
分
・
塩
分
の
摂
取

　

労
働
者
は
︑
の
ど
の
渇
き

　

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
災
害

の
う
ち
︑
そ
の
原
因
の
多
く

に
は
﹁
初
期
症
状
の
放
置
︑

対
応
の
遅
れ
﹂
が
み
ら
れ
る

が
︑
現
行
法
令
上
︑
熱
中
症

に
よ
る
健
康
障
害
の
疑
い
の

あ
る
者
の
早
期
発
見
や
重
篤

化
を
防
ぐ
た
め
の
対
応
に
つ

い
て
は
定
め
が
な
か
っ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑﹁
労
働
安

全
衛
生
規
則
﹂
を
改
正
し
︑

６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
︒

　

同
改
正
で
は
︑
熱
中
症
の

重
篤
化
に
よ
る
死
亡
事
故
を

防
止
す
る
た
め
︑
熱
中
症
に

よ
る
健
康
障
害
の
疑
い
が
あ

る
ケ
ー
ス
の
早
期
発
見
や
重

　

厚
労
省
で
は
︑
熱
中
症
予

防
対
策
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
︑
毎
年
﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
熱
中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実
施

し
て
い
る
︒

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
︑

令
和
７
年
５
月
１
日
~
９
月

30
日
ま
で
︒
な
お
︑
４
月
を

準
備
期
間
と
し
︑
７
月
を
重

点
取
組
期
間
に
位
置
付
け
て

い
る
︒

　
﹁
準
備
期
間
（
４
月
）
に

す
べ
き
こ
と
﹂︑﹁
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
（
５
月
~
９
月
）
に

す
べ
き
こ
と
﹂︑﹁
重
点
取
組

期
間（
７
月
）に
す
べ
き
こ
と
﹂

は
︑
別
掲
の
通
り
︒

　

こ
こ
で
は
︑
事
業
者
に
必

要
と
さ
れ
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
︑
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
紹

介
す
る
︒

①�

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）

の
把
握
の
準
備

　

日
本
産
業
規
格
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｚ 

８
５
０
４
ま
た
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

冷
水
や
ア
イ
ス
ス
ラ
リ
ー（
流

動
性
の
氷
状
飲
料
）
な
ど
を

摂
取
し
て
体
内
か
ら
冷
却
す

る
方
法
が
あ
る
︒

④�

作
業
中
の
労
働
者
の
健
康

状
態
の
確
認

　

作
業
中
は
巡
視
を
頻
繁
に

行
い
︑
声
を
か
け
る
な
ど
し

て
労
働
者
の
健
康
状
態
を
確

認
す
る
︒
ま
た
︑
単
独
で
の

長
時
間
労
働
を
避
け
さ
せ
︑

複
数
の
労
働
者
に
よ
る
作
業

に
お
い
て
は
︑
労
働
者
に
お

互
い
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

留
意
す
る
よ
う
指
導
す
る
と

と
も
に
︑
異
変
を
感
じ
た
際

に
は
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
周

囲
の
労
働
者
や
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
た
担
当
者
に
申
し

出
る
よ
う
指
導
す
る
︒
単
独

作
業
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合

は
︑
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス

等
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と

や
︑体
調
の
定
期
連
絡
な
ど
︑

常
に
状
況
を
確
認
で
き
る
態

勢
を
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
︒

⑤
異
常
時
の
措
置

　

本
人
や
周
囲
が
少
し
で
も

異
変
を
感
じ
た
際
に
は
︑
必

ず
︑い
っ
た
ん
作
業
を
離
れ
︑

身
体
冷
却
や
医
療
機
関
に
搬

送
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
る

と
と
も
に
︑
症
状
に
応
じ
て

救
急
隊
を
要
請
す
る
︒な
お
︑

本
人
に
自
覚
が
な
い
︑
ま
た

は
大
丈
夫
と
の
本
人
か
ら
の

申
し
出
が
あ
っ
た
と
し
て
も

た
め
ら
わ
ず
︑
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
た
担
当
者
に
連
絡

し
︑
措
置
の
実
施
手
順
に
従

っ
て
︑
医
療
機
関
へ
の
搬
送

や
救
急
隊
の
要
請
を
行
う
︒

な
お
︑判
断
に
迷
う
場
合
は
︑

﹁
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業

（
＃
７
１
１
９
）﹂
等
を
活
用

す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
︒

医
療
機
関
に
搬
送
す
る
ま
で

の
間
や
救
急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
に
は
︑
必
要
に
応

じ
て
ア
イ
ス
ス
ラ
リ
ー
︑
水

分
︑
塩
分
の
摂
取
を
行
っ
た

り
︑
衣
服
を
脱
が
せ
水
を
か

け
て
全
身
を
急
速
冷
却
し
た

り
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
︑

効
果
的
な
身
体
冷
却
に
努
め

る
︒
そ
の
際
に
は
︑
一
人
き

り
に
せ
ず
に
他
者
が
様
子
を

観
察
す
る
︒

義
務
付
け
る
︒

に
関
す
る
自
覚
症
状
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
︑
水
分
お
よ

び
塩
分
の
作
業
前
後
の
摂
取

お
よ
び
作
業
中
の
定
期
的
な

摂
取
を
行
う
︒
管
理
者
は
︑

労
働
者
の
水
分
お
よ
び
塩
分

の
摂
取
を
確
認
す
る
た
め
の

表
の
作
成
︑
作
業
中
の
巡
視

に
お
け
る
確
認
︑
水
分
の
常

備
︑
休
憩
設
備
の
工
夫
な
ど

に
よ
り
︑
労
働
者
か
ら
の
申

し
出
に
か
か
わ
ら
ず
︑
定
期

的
な
水
分
お
よ
び
塩
分
の
摂

取
の
徹
底
を
図
る
︒

③
プ
レ
ク
ー
リ
ン
グ

　

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）

が
高
い
暑
熱
環
境
の
下
で
︑

作
業
強
度
を
下
げ
た
り
通
気

性
の
良
い
衣
服
を
採
用
し
た

り
す
る
こ
と
が
困
難
な
作
業

に
お
い
て
は
︑
作
業
開
始
前

に
あ
ら
か
じ
め
深
部
体
温
を

下
げ
︑
作
業
中
の
体
温
上
昇

を
抑
え
る
﹁
プ
レ
ク
ー
リ
ン

グ
﹂
も
行
わ
れ
て
お
り
︑
体

表
面
を
冷
却
す
る
方
法
と
︑

　

夏
季
を
中
心
に
熱
中
症
の
発
生
が
相
次

い
で
い
る
中
︑
職
場
に
お
い
て
も
例
年
熱

中
症
が
多
数
発
生
し
て
お
り
︑
近
年
は
重

篤
化
し
て
死
亡
に
至
る
事
例
が
年
間
30
人

程
度
発
生
す
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
熱
中
症
の
お
そ
れ

が
あ
る
作
業
者
を
早
期
に
見
つ
け
︑
そ
の

状
況
に
応
じ
て
迅
速
か
つ
適
切
に
対
処
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
︑﹁
労
働
安

全
衛
生
規
則
﹂
の
一
部
を
改
正
し
︑
６
月

１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
（
関
連
６
面
）︒

　

こ
こ
で
は
︑
５
月
１
日
か
ら
始
ま
る
令

和
７
年
﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱

中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂（
二
次
元

コ
ー
ド
）
に
合
わ
せ
て
︑

労
働
安
全
衛
生
規
則
改

正
の
概
要
と
︑
熱
中
症
防
止
に
向
け
て
事

業
者
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
︒

1
改
正
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
」
６
月
１
日
か
ら
施
行

熱
中
症
の
早
期
発
見
や
重
篤
化
防
止
へ
の
対
応
を

熱
中
症
の
早
期
発
見
や
重
篤
化
防
止
へ
の
対
応
を

全
事
業
者
に
義
務
付
け
る

全
事
業
者
に
義
務
付
け
る

　気象庁は4月22日、５月から７月までの３か月予報を発表した。
　それによると、この３か月間、日本付近は暖かい空気に覆われ
やすいため、全国的に気温が高くなると予想。特に、６月から７月
にかけては平年に比べて気温がかなり高くなると見込まれている
（図）。
　昨年（令和 6年）の夏は、西日本と沖縄・奄美では1位、
東日本では1位タイの高温となるなど、厳しい暑さを記録した。今
年の夏の暑さも厳しくなることが予想されていることから、熱中症を
防ぐために対策を速やかに進めることが重要である。

今年の夏も今年の夏も
全国的に厳しい暑さに全国的に厳しい暑さに

5 月～ 7 月の 3 か月予報

2
令
和
７
年
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

５
月
１
日
ス
タ
ー
ト

蒸
し
暑
い
梅
雨
や
暑
さ
厳
し
い
夏
を
前
に

蒸
し
暑
い
梅
雨
や
暑
さ
厳
し
い
夏
を
前
に

い
ま
か
ら
熱
中
症
対
策
の
推
進
を
！

い
ま
か
ら
熱
中
症
対
策
の
推
進
を
！

平均気温に比べて
低くなる10％ 平均気温並30％ 高くなる60％

高い見込み

低くなる10％ 平均気温並30％ 高くなる60％

高い見込み

低くなる10％ 平均気温並30％ 高くなる60％

高い見込み

低くなる20％ 平均気温並30％ 高くなる50％

高い見込み

※平均気温の予想は確率を示し、100％の内数

熱中症対策が６月から義務化熱中症対策が６月から義務化
夏を前に熱中症対策を進めましょう！夏を前に熱中症対策を進めましょう！

「ＳＴＯＰ！熱中症　クールワークキャンペーン」５月１日スタート

厚
労
省

気象庁
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令和 6 年中の死亡・重傷事故の合計
件数は 994 件、死者数・重傷者数の
合計は 1,052 人で、「トラック事業に
おける総合安全プラン 2025」の目標
である「970 人以下」を達成できて
いない。

令和７（2025）年の目標値：死亡者数と重傷者数の合計 970 人以下 / 飲酒運転人身事故件数ゼロ （いずれも軽貨物を含まない）

 「 「トラック事業における総合安全プラン 2025」目標値と現況トラック事業における総合安全プラン 2025」目標値と現況

事故類型別死亡・重傷事故（車両相互・人対車両）事故類型別死亡・重傷事故（車両相互・人対車両）

交差点における死亡・重傷事故（対歩行者・対自転車別）交差点における死亡・重傷事故（対歩行者・対自転車別）

交通事故統計分析結果交通事故統計分析結果〔発生地別〕〔発生地別〕
（
概
要
）

（
概
要
）

7件
1件
2件
0件

大　型：
中　型：
準中型：
普　通：

63件
11件
  2 件
  2 件

大　型：  25件
中　型：  16件
準中型：  11件
普　通：    4 件

4件
2件
7件
2件

 2件
7件
16件
14件

大　型： 
中　型： 
準中型：
普　通：

大　型：  
中　型：
準中型： 
普　通：

20件
11件
4件
2件

393件
40%

160件
16%

132件
13%

103件
10%

206件
21%

交差点一その他

死亡・重傷
事故件数
994件

（2024 年1～12 月）

追突

交差点一対自転車

交差点一対歩行者

その他

左折巻き込み事故防止対策
車両総重量 7.5トン 以上

の事業用トラックを対象

への全ト協助成事業実施中

AI機能を備えた
「側方衝突監視警報装置」

ch

eck
直進件

件件

歳

歳
歳

右折
左折

自転車
15件

自転車39件歩行者37件

歩行者
56件自転車

78件
歩行者
10件

掲示用

この交通事故統計は、警察庁が公表した令和6年中における事業用トラック（軽貨物を含まない）が第１当事者となる交通事故を、事故類型別、
車両区分別等、多角的視点から分析したものです。こうした分析結果をもとに、同種事故の再発防止に向けた取り組みを強化しましょう。

事業用トラックが第１当事者となった死亡・重傷事故事業用トラックが第１当事者となった死亡・重傷事故令和6年中令和6年中

死亡・重傷事故件数
994件

（2024年1～12月）

■車両相互（731件）
■人対車両（221件）

大型
356
大型
356

大型
110
大型
110

中型
333
中型
333

中型
97
中型
97

車両単独
42車両相互

731
（73.5%）

普通
42
普通
42

普通
14
普通
14

人対車両
221

（22.2％）

事故類型別では、「車両相互」が最も
多く 731 件（73.5％）、次いで「人対
車両」が 221 件（22.2％）。

■「車両相互」
車種別でみると、大型は「追突　駐
・停車中」（74 件）と「左折時衝突」
（73 件）が、中型は「出会い頭衝突」
（70 件）と「追突　駐・停車中」（63
件）が多い。

■人対車両
どの車種でも「横断中」が突出し、「横
断歩道」、「横断歩道付近」、「その他
の横断中」と合わせると「人対車両」
の 6 割強を占める。

事業用トラックが第１当事者となる
交 差 点 に お け る 死 亡・ 重 傷 事 故 は
235 件であり、被害者の特徴としては、
右折時及び左折時の対歩行者事故で
は高齢者であり、左折時の対自転車
事故では全年齢層となっている。

■「左折時」：9 割近くが対自転車（78
件）。対自転車の 8 割以上が大型車。

■「右折時」：８割近くが対歩行者（56
件）。対歩行者の 4 割以上が大型車。

■「直進時」：5 割以上が対自転車（39
件）。対自転車の 4 割以上が準中型車。

出典：（公財）交通事故総合分析センター「車両相互」での第2当事者となる「車両」には、道路交通法上の「軽車両」である自転車等を含む

※この分析結果は、「2024 年 1 ～ 12 月の 交通事故統計分析結果 ～発生地別～」より作成しました。

出典：（公財）交通事故総合分析センター

2010 2011 2012

死者数＋重傷者数 出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」飲酒運転人身事故件数
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プラン 2020
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プラン 2009
中間見直し
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死者数＋重傷者数（人）

飲酒運転人身事故件数（件）

1,4291,429

22
16

6

14
23

プラン 2025
スタート

また、飲酒運転による人身事故件数
は 16 件と、目標である「０件」には
程遠い状況にあり、事業用トラック
ドライバーによる飲酒運転は悪質極
まりない反社会的行為であることを
関係者全員が再認識する必要がある。

全ト協制作
「トラックドライバーの
飲酒の実態と再発防止策」

リーフレットはこちら

全全
トト
協協

死亡事故編 死亡・重傷事故編



第2258号（第3種郵便物認可）令和7年（2025年）4月30日


